
R211B100

ナン バリ ン グ

基礎解析学１ ( Basi c Cal cul us 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  福田　 亮治， 渡邉　 紘， 沖田　 匡聡( 非) ， 馬場　 清( 非) ， 吉田　 祐治( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

こ れま で学校で習ってき た数学の知識（ 計算の技術や， 論理的な思考方法など ） を系統的に整理し ， 具体的な問題の解決に応用する 力を養いま す。 計算結果に一喜一憂する

のではなく ， なぜそう なる のか， なぜそう なる べき なのかを論理的に考える 習慣を身につけま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象的な数理現象と 具体的

な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る こ と 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

単純な計算， 典型的な計算を常に正し く 実行でき る こ と 。

論理的な文章（ 例えば教科書） を書いてある と おり に正確に理解でき る こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

初等関数の完成と その微積分1

初等関数の完成と その微積分2

初等関数の完成と その微積分3

初等関数の完成と その微積分4

初等関数の完成と その微積分5

初等関数の完成と その微積分6

初等関数の完成と その微積分7

初等関数の完成と その微積分8

初等関数の完成と その微積分9

微積分の利用10

微積分の利用11

微積分の利用12

微積分の利用13

微積分の利用14

微積分の利用15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。 　

Moodl e等の活用
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は， 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。準備

学修

事後

学修

大多数の学生は， 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。 計算の反復練習を嫌がら ないこ と と ， すぐ には模範解答に頼ら ないこ と

が， 学力の定着と 能力の向上につながり ま す。

教科書

長崎　 憲一， 橋口　 秀子， 横山　 利章 著： 明解　 微分積分[ 改訂版] ， 培風館

参考書

（ １ ） 佐藤　 恒雄， 吉田　 英信， 野澤　 宗平， 宮本　 育子 著： 初歩から 学べる 微積分学， 培風館

（ ２ ） 石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験や小テス ト など

学期末試験

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R211B101

ナン バリ ン グ

基礎代数学１ ( Basi c Al gebr a 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1
理工学部理工

学科
前期

氏名  大隈　 ひと み・ 田中　 康彦・ 武口　 博文（ 非） ・ 新庄　 慶基（ 非）

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

連立一次方程式を解く 過程を見直すこ と によ り ， 自然に行列の概念に到達し ま す。 行列の演算のも つ性質を深く 調べる と ， 無味乾燥に思われる 計算が実は幾何学的な意味を

持つこ と に気づき ま す。 単に結果がどう なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象的な数理

現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 行列の基本変形を用いて連立方程式を解く こ と ができ る 。

目標4 論理的な文章（ 例えば教科書） を書いてある と おり に正確に理解でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

単純な計算， 典型的な計算を常に正し く 実行でき る 。

線形変換を表す行列を求める こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

行列と その演算          行列， 加法， ス カラ ー乗法， 乗法， 交換法則， 結合法則1

行列と その演算          行列， 加法， ス カラ ー乗法， 乗法， 交換法則， 結合法則2

行列と その演算          行列， 加法， ス カラ ー乗法， 乗法， 交換法則， 結合法則3

行列と その演算          行列， 加法， ス カラ ー乗法， 乗法， 交換法則， 結合法則4

列式と その応用          行列式， 正則行列， 逆行列5

列式と その応用          行列式， 正則行列， 逆行列6

列式と その応用          行列式， 正則行列， 逆行列7

幾何学的な取り 扱い          直線・ 平面の方程式， 方向ベク ト ル， 法線ベク ト ル， 一次変換8

幾何学的な取り 扱い          直線・ 平面の方程式， 方向ベク ト ル， 法線ベク ト ル， 一次変換9

幾何学的な取り 扱い          直線・ 平面の方程式， 方向ベク ト ル， 法線ベク ト ル， 一次変換10

幾何学的な取り 扱い          直線・ 平面の方程式， 方向ベク ト ル， 法線ベク ト ル， 一次変換11

連立一次方程式の解法          係数行列、 拡大係数行列， 掃き 出し 法12

連立一次方程式の解法          係数行列、 拡大係数行列， 掃き 出し 法13

連立一次方程式の解法          係数行列、 拡大係数行列， 掃き 出し 法14

線形代数の応用15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて， 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って， その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。

習熟度別ク ラ ス 編成を行いま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は、 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。準備

学修

事後

学修

大多数の学生は、 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。

教科書

高橋　 大輔 著： 理工基礎線形代数， サイ エンス 社

参考書

石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

基礎数学研究会 編： 新版基礎線形代数， 東海大学出版会

必要に応じ て印刷物を配付し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート ま たは中間試験

期末試験

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。 　

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R211B102

ナン バリ ン グ

基礎解析学２ ( Basi c Cal cul us 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  渡邉　 紘・ 原　 恭彦・ 吉田　 祐治( 非) ・ 馬場　 清( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

われわれのま わり の自然現象が， さ ま ざま な関数を使って記述さ れる こ と に気づいても ら いま す。 そのう えで， それら の関数の性質を調べる ための手段・ 道具と し て， 微分

積分法の基礎を身につけま す。 単に結果がど う なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象的

な数理現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る こ と 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

初等関数の微分積分など の単純な計算， 典型的な計算がつねに正し く 実行でき る こ と 。

論理的な文章をじ っく り と 読んで， 書いてある と おり に理解でき る こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式1

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式2

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式3

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式4

微分法の基礎理論　 　 　 　   微分の連鎖， 平均値の定理， テイ ラ ー近似式5

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分6

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分7

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分8

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分9

積分法の基礎理論　 　 　 　   置換積分， 部分積分， 広義積分10

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値11

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値12

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値13

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値14

微積分の応用　 　 　 　 　 　 　 関数の増減， 極値問題， 定積分に帰着する 和の極限値15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。

習熟度別ク ラ ス 編成を行いま す。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を使って予習し ま し ょ う 。 ( 15h)準備

学修

事後

学修

教科書を使って復習し ま し ょ う 。 ( 30h)

教科書

長崎　 憲一， 橋口　 秀子， 横山　 利章 著： 明解 微分積分 改訂版， 培風館， 2019年,  I SBN9784563012298

参考書

（ １ ） 佐藤　 恒雄， 吉田　 英信， 野澤　 宗平， 宮本　 育子 著： 初歩から 学べる 微積分学， 培風館

（ ２ ） 石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

中間試験や小テス ト など

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R211B103

ナン バリ ン グ

基礎代数学２ ( Basi c Al gebr a 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  寺井　 伸浩・ 大隈　 ひと み・ 新庄　 慶基( 非) ・ 武口　 博文( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

方程式が定める 図形と いう 考え方をおし 進めて， 図形のも つ幾何学的性質を代数的な計算によ って調べる 方法を身につけま す。 抽象的な概念に対し て， その具体的なイ メ ー

ジを思い浮かべる 練習をし ま す。 単に結果がど う なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象

的な数理現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

ベク ト ルや行列の線型演算と ， それに付随する さ ま ざま な概念を説明でき る 。

論理的な文章をじ っく り と 読んで， 書いてある と おり に理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列1

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列2

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列3

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列4

行列の基本変形と その応用        　 基本変形， 階数， 正則行列， 逆行列5

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化6

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化7

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化8

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化9

固有値問題と その応用   　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化10

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号11

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号12

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号13

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号14

固有値問題の発展　          　 　 　  対称行列， 直交行列， 正規直交基底， 二次形式， 符号15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて， 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って， その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。

習熟度別ク ラ ス 編成を行いま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は， 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。 教科書をあら かじ め読んでおき ， 疑問点を整理し ておく と 良いでし ょ う

。
準備

学修

事後

学修

大多数の学生は， 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。 教科書やノ ート を参考に自分で練習問題を解く こ と が， 学力の定着につ

ながり ま す。

教科書

高橋　 大輔 著： 理工基礎線形代数,  サイ エンス 社,  2000年,  978-4-7819-0968-4

参考書

石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房,  1999年,  978-4-7853-1517-7

基礎数学研究会 編： 新版基礎線形代数， 東海大学出版会,  2007年,  978-4486017479

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末統一試験

中間試験や小テス ト など

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R212B100

ナン バリ ン グ

基礎解析学３ ( Basi c Cal cul us 3)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  吉川　 周二・ 吉田　 祐治( 非) ・ 馬場　 清( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

われわれのま わり の自然現象が， さ ま ざま な関数を使って記述さ れる こ と に気づいても ら いま す。 そのう えで， それら の関数の性質を調べる ための手段・ 道具と し て多変数

関数の微分積分法の基礎を身につけま す。 単に結果がど う なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つ

ねに抽象的な数理現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し

ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る こ と 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

基本的な関数の偏微分や重積分など の単純な計算， 典型的な計算がつねに正し く 実行でき る こ と 。

論理的な文章をじ っく り と 読んで， 書いてある と おり に理解でき る こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

微分法の基礎理論 ： 偏微分， 微分の連鎖， 陰関数1

微分法の基礎理論： 偏微分， 微分の連鎖， 陰関数2

微分法の基礎理論 ： 偏微分， 微分の連鎖， 陰関数3

微分法の基礎理論 ：  偏微分， 微分の連鎖， 陰関数4

微分法の基礎理論： 偏微分， 微分の連鎖， 陰関数5

積分法の基礎理論 ：  重積分， 逐次積分， 変数変換6

積分法の基礎理論：  重積分， 逐次積分， 変数変換7

中間テス ト8

積分法の基礎理論 ：  重積分， 逐次積分， 変数変換9

積分法の基礎理論 ：  重積分， 逐次積分， 変数変換10

微積分の応用 ： 極値問題， 立体の体積や表面積11

微積分の応用 ：  極値問題， 立体の体積や表面積12

微積分の応用 ： 極値問題， 立体の体積や表面積13

微積分の応用 ：  極値問題， 立体の体積や表面積14

微積分の応用 ： 極値問題， 立体の体積や表面積15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題を解いても ら う 機会を設けま す。 演

習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の理解度が高

ま り ま す。

演習問題を豊富に準備し ている 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は、 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。準備

学修

事後

学修

大多数の学生は、 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。

教科書

長崎　 憲一， 橋口 秀子， 横山　 利章 著： 明解　 微分積分， 培風館

参考書

（ １ ） 佐藤　 恒雄， 吉田　 英信， 野澤　 宗平， 宮本　 育子 著： 初歩から 学べる 微積分学， 培風館

（ ２ ） 石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間テス ト や小テス ト ・ 演習など

期末テス ト

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

学期末の統一試験の結果に担当教員の判断を加味し て総合評価を行いま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う

十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R212B101

ナン バリ ン グ

基礎代数学３ ( Basi c Al gebr a 3)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  小畑　 経史( 非) ・ 新庄　 慶基( 非) ・ 武口　 博文( 非)

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

行列の図形を移動さ せる 働き に着目し て， ど のよ う な行列によ って， どのよ う な図形が， ど のよ う な図形に移る かを考えま す。 抽象的な概念に対し て， その具体的なイ メ ー

ジを思い浮かべる 練習をし ま す。 単に結果がど う なる かだけではなく ， なぜそう なる かを考える こ と に重点を置き ま す。 他の自然科学の分野と の関連を重視し ， つねに抽象

的な数理現象と 具体的な自然現象の間の対応を考察し ま す。 すでに知っている 事柄はよ り 深く ， 初めての事柄は知っている 事柄と 関連づけて理解する こ と を目指し ま す。

目標1

目標2

目標3 自分の思考の過程を正確に表現でき る こ と 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

連立一次方程式の解法を理解し ， 固有値や固有ベク ト ルの計算に活用でき る こ と 。

論理的な文章をじ っく り と 読んで， 書いてある と おり に理解でき る こ と 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式1

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式2

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式3

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式4

行列の基本変形と その応用： 　 基本変形， 階数， 逆行列， 連立一次方程式5

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル6

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル7

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル8

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル9

行列式と その応用： 　 　 　 　 　 行列式， 置換， 符号， 余因子展開， 外積ベク ト ル10

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化11

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化12

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化13

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化14

固有値と その応用： 　 　 　 　 　 固有値， 固有ベク ト ル， 固有多項式， 対角化15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題（ 基礎的・ 発展的） を解く 機会を設

けま す。 演習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の

理解度が高ま り ま す。

習熟度別ク ラ ス 編成を行いま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は、 毎週１ 時間程度の予習（ 継続的な学習） が必要です（ 全１ ５ 時間） 。 あら かじ め教科書を読み疑問点を整理し ておく こ と 、 計算問題を解いて

おく こ と はよ い予習のやり 方です。
準備

学修

事後

学修

大多数の学生は、 毎週２ 時間程度の復習（ 継続的な学習） が必要です（ 全３ ０ 時間） 。 ノ ート を読んで論理の進行を追える か確かめてく ださ い。 練習問題（ 計

算問題、 証明問題） を解く こ と は、 理解の定着のためには必須の事項です。

教科書

高橋　 大輔 著： 理工基礎線形代数， サイ エンス 社

参考書

石原　 繁 編： 大学数学の基礎， 裳華房

基礎数学研究会 編： 新版基礎線形代数， 東海大学出版会

必要に応じ て印刷物を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末統一試験

中間試験や小テス ト

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

全ク ラ ス で学期末統一試験を実施し ま す。 統一試験の問題は， 基礎的な計算を主要な題材と し ， 所属ク ラ ス によ って不公平が生じ ないよ う 十分な配慮を行いま す。

注意事項
講義に参加する ， 文献を調べる ， 計算問題を解く など， 自ら 勉強する 姿勢を強く 求めま す。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

リ ン ク
URL



R241B800

ナン バリ ン グ

力学( Mechani cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  長屋　 智之， 末谷　 大道， 岩下　 拓哉， 近藤　 隆司

E-mai l    nagaya@oi t a-u. ac. j p,  suet ani @oi t a-u. ac. j p, t i washi t a@oi t a-u. ac. j p,  r yuj i -kondo@susi .

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

力学は物理学の分野の中で最も 基礎的なも のである 。 物理法則の基本理論を簡潔に記述し ており ， 他の分野の体系化を行う 際のモデルと なる 。 こ こ では， 質点に作用する 力

と 運動の関係について， 微積分を基礎にし たニュ ート ン力学を学び， こ れをも と に物理学の基本的考え方を理解する 。

目標1

目標2

目標3 仕事と エネルギーについて把握し ， 保存力について力学的エネルギー保存則を理解でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

座標， 速度， 加速度の関係を微分・ 積分を用いて記述する 運動学を理解でき る 。

ニュ ート ンの運動方程式を理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

運動の表し 方（ １ ） 　 位置と 座標系， 極座標， 次元1

運動の表し 方（ １ ） 　 ベク ト ルの基本， 問題演習2

運動の表し 方（ ２ ） 　 速さ ， 速度， 加速度， 等加速度運動3

運動の表し 方（ ２ ） 　 円運動， ホド グラ ム4

運動の表し 方（ ２ ） 　 問題演習5

力と 運動　 ニュ ート ンの運動法則， 色々な力6

力と 運動　 問題演習7

中間試験8

色々な運動　 放物運動， 空気抵抗9

色々な運動　 微分方程式の変数分離法によ る 解法10

色々な運動　 束縛運動， 単振動11

色々な運動　 演習12

エネルギーと その保存則　 仕事， 保存力13

エネルギーと その保存則　 位置エネルギー， エネルギー積分14

エネルギーと その保存則　 問題演習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

内容の理解には数式の導出が必要になる ため， 講義の途中で隣の学生と

の教え合いの時間を設ける 。 演習問題は宿題と し ， 受講生が板書し て解

答する 。

LMS( Moodl e) を利用する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書や参考文献等の情報を必要に応じ て予習する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

演習課題に取り 組む( 45h) 。

教科書

永田一清著　 「 新・ 基礎力学」 サイ エンス 社， ２ ０ ０ ５ 年

参考書

参考書を指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間テス ト

期末テス ト

50% ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
高校ま での力学と 違って， 微積分をベース にし て運動の法則を考察する 。 高校ま での数学的知識が不足し ている と ， 講義内容が分から なく なる ので， 高校数学の復

習を行う こ と 。 教員が指示する 宿題を行う こ と 。

備考
再履修は， 元々受講し ていた教員のク ラ ス を受講する 。

リ ン ク
URL

mailto:nagaya@oita-u.ac.jp
mailto:suetani@oita-u.ac.jp
mailto:tiwashita@oita-u.ac.jp


R241B801

ナン バリ ン グ

原子と 分子( At oms and Mol ecul es)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ オン デマ

ンド 型）

必修／選択 2 １ 年
理工学部理工

学科
前期

氏名  大賀　 恭

E-mai l    yohga@oi t a-u. ac. j p   内線   7958

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

物質科学の基礎と し ての化学を， 原子・ 分子と いう 微視的観点から 学ぶこ と によ って， 物質の成り 立ちについての理解を深める こ と を目指す。

目標1

目標2

目標3 原子同士の結合の種類と それら の成り 立ちを説明でき る

目標4 結合様式の違いに基づいて， 物質の構造と 性質を説明でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

基本物理量， 単位を用いて， 適切な有効数字で測定値を表現・ 取り 扱う こ と ができ る

物質を構成する 基本単位である 原子の構造を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

受講にあたっての注意事項， 第1章　 化学の基本： 物質の分類1

第1章　 化学の基本： 元素と 元素記号2

第2章　 単位と 測定値の扱い： SI 単位3

第2章　 単位と 測定値の扱い： 有効数字4

第3章　 原子の構造と 性質： 電子と 原子核5

第3章　 原子の構造と 性質： ボーアのモデル6

第3章　 原子の構造と 性質： 原子軌道7

第3章　 原子の構造と 性質： 電子配置8

第4章　 原子から 分子へ： 共有結合9

第4章　 原子から 分子へ： 混成軌道10

第4章　 原子から 分子へ： π結合・ 共鳴11

第4章　 原子から 分子へ： 電子対反発則・ 極性12

第4章　 原子から 分子へ：  分散力・ 水素結合13

第5章　 いろいろな結晶： イ オン結晶・ 金属結晶・ 共有結合結晶14

第5章　 いろいろな結晶： 半導体15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回の講義内容に関する チェ ッ ク テス ト と 演習問題を課す。 毎回の課題は添削・ 採点し て， 解答例と 解説を付けて返却する

。 特に理解が不十分だと 思われる 点は， 解説のオンデマンド 資

料を作って復習に役立つよ う にする 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に教科書， 講義資料に目を通し ておく ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

毎回の講義内容に関する １ ～２ 題の演習問題を課すので， 教科書， 講義資料を見直し ながら 問題を解いて復習する こ と ( 30h) 。

教科書

浅野 努， 上野正勝， 大賀 恭 共著「 第４ 版 FRESHMAN化学」 ， 学術図書出版社， 2022年， I SBN 978-4-7806--1034-5

参考書

浅野　 努， 荒川　 剛， 菊川　 清　 共著「 第4版　 化学－物質・ エネルギー・ 環境－」 ， 学術図書出版社， 2008年， I SBN 978-4-7806-0117-6

浅野　 努， 上野正勝， 大賀　 恭　 共著「 原子・ 分子から 学ぶ化学の世界－基礎化学・ エネルギー・ 環境－」 ， 学術図書出版社， 2009年， I SBN 978-4-7806-0172-5

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

毎回の演習課題

毎回のチェ ッ ク テス ト

期末試験

40% ○ ○ ○ ○

10% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

注意事項
講義はプロ ジェ ク タ を用いて行う 。 画面に表示する 内容（ 講義資料） は， 事前にMoodl eから ダウ ンロ ード する こ と 。 関数電卓， excel の操作ができ る よ う にし ておく

こ と 。

備考
複数コ ース 対象科目である ため， 「 具体的な到達目標」 の「 DP項目と の対応」 は， 「 大分大学理工学部卒業認定・ 学位授与の方針」 と の対応を記載し ている 。

リ ン ク
URL

mailto:yohga@oita-u.ac.jp


R241B802

ナン バリ ン グ

物質の状態と 変化( St at es and Changes of  Mat t er )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ オン デマ

ンド 型）

選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  大賀　 恭

E-mai l    yohga@oi t a-u. ac. j p   内線   7958

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

前期開講の「 原子と 分子」 の内容を踏ま えて， 原子・ 分子の集合体と いう 巨視的観点から 物質をと ら え， 物質の状態と 変化の背後にある 原理について学ぶこ と によ って， よ

り いっそう 物質についての理解を深める こ と を目指し ， 特に基本原理の理解に重点を置く 。

目標1

目標2

目標3 化学反応を支配する 因子に基づいて， 反応機構を説明でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

状態図に基づいて， 物質の状態と 相変化を説明でき る

熱力学第一法則， 第二法則， 第三法則に基づいて， 関連する 自然現象を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

受講にあたっての注意事項， 第6章　 分子の世界１ ： 相図1

第6章　 分子の世界１ ： 状態方程式2

第7章　 分子の世界２ ： 固体と 液体3

第7章　 分子の世界２ ： 溶液の性質4

第8章　 エネルギーと エント ロ ピ ー： エンタ ルピ ー5

第8章　 エネルギーと エント ロ ピ ー： エント ロ ピ ー6

第8章　 エネルギーと エント ロ ピ ー： ギブズエネルギー7

第9章　 化学平衡の原理： 平衡定数8

第9章　 化学平衡の原理： ルシャ ト リ エの原理9

第10章　 酸と 塩基： 酸解離定数10

第10章　 酸と 塩基： 中和反応と 酸塩基滴定11

第11章　 酸化と 還元： 酸化数12

第11章　 酸化と 還元： 電池13

第12章　 反応の速度： 速度定数と アレ ニウ ス 式14

第12章　 反応の速度： 触媒の働き15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回の講義内容に関する チェ ッ ク テス ト と 演習問題を課す。 毎回の課題は添削・ 採点し て， 解答例と 解説を付けて返却する

。 特に理解が不十分だと 思われる 点は， 解説のオンデマンド 資

料を作って復習に役立つよ う にする 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に教科書， 講義資料に目を通し ておく ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

毎回の講義内容に関する １ ～２ 題の演習問題を課すので， 教科書， 講義資料を見直し ながら 問題を解いて復習する こ と ( 30h) 。

教科書

浅野　 努， 上野正勝， 大賀　 恭　 共著「 第４ 版　 FRESHMAN化学」 ， 学術図書出版社， 2022年， I SBN 978-4-7806-1034-5

参考書

浅野　 努， 荒川　 剛， 菊川　 清　 共著「 第4版　 化学－物質・ エネルギー・ 環境－」 ， 学術図書出版社， 2008年， I SBN 978-4-7806-0117-6

浅野　 努， 上野正勝， 大賀　 恭　 共著「 原子・ 分子から 学ぶ化学の世界－基礎化学・ エネルギー・ 環境－」 ， 学術図書出版社， 2009年， I SBN 978-4-7806-0172-5

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

毎回の演習課題

毎回のチェ ッ ク テス ト

期末試験

40% ○ ○ ○

10% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
講義はプロ ジェ ク タ を用いて行う 。 画面に表示する 内容（ 講義資料） は事前にMoodl eから ダウ ンロ ード する こ と 。 関数電卓の操作， パソ コ ンを用いてグラ フ 作成や

データ 処理ができ る よ う にし ておく こ と 。 こ の科目を履修する ためには前期開講の「 原子と 分子」 を履修し ている こ と が望ま し い。

備考
複数コ ース 対象科目である ため， 「 具体的な到達目標」 の「 DP項目と の対応」 は「 大分大学理工学部卒業認定・ 学位授与の方針」 と の対応を記載し ている 。

リ ン ク
URL

mailto:yohga@oita-u.ac.jp


R242B102

ナン バリ ン グ

微分方程式( Di f f er ent i al  Equat i ons)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  吉川　 周二／内田　 俊／豊坂　 祐樹( 非）

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p( 福田)    内線   7860( 福田)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

様々な分野で使用さ れる 常微分方程式について， 基本的な概念や考え方を身につけた上で， 微分方程式が必要と なる 状況や解が持つ意味など の理解を目指し ま す。 特に， ２

階ま での線形微分方程式にたいし ては， 基本的な計算が出来る よ う になり ， それぞれの分野で実践的に微分方程式を生かせる よ う になる こ と を目標と し ま す。

目標1

目標2

目標3 定係数の連立微分方程式に対し て， 一般解を求める 汎用的な考え方を理解する 。

目標4 連立微分方程式と 高階の線形微分方程式の関係を理解する 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

常微分方程式の一般解， 特殊解， 解の一意性と いった基本的な概念を身につける 。

1階およ び2階の常微分方程式に対し て， 斉次， 非斉次の場合に一般解や初期条件を満たす解を求めら れる よ う になる 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

微積分の復習その１ ( 初等関数と 微分)1

微積分の復習その２ ( 積分)2

微分方程式入門 ( 方程式の種類， 解について)3

定係数1階常微分方程式( 斉次)4

定係数1階常微分方程式( 非斉次)5

1階常微分方程式( 非定係数)6

1階常微分方程式( ま と め， 発展)7

定係数斉次２ 階微分方程式8

定係数非斉次２ 階微分方程式9

初期値問題10

非定係数２ 階微分方程式11

2階常微分方程式( ま と め， 発展)12

連立微分方程式と 高階の微分方程式13

連立微分方程式の解法14

全体の復習およ び発展15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業の方針や関連事項， 演習の解答例およ び， 補足説明をWebページで

公開し ， こ れら を用いた時間外の学習を前提と し て授業を行う 。

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問

を受け付けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復

習的な内容を取り 入れま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

今ま でに学習し た内容を， 教科書やWebページなど で復習する 。 シラ バス の説明や事前の予告によ り ， 次に必要と なる 事項を予測し あら かじ め基礎と なる 事項

については理解し ておく 。 ( 演習を解く のに要し た時間の３ 倍程度の学習が必要) （ 30ｈ ）
準備

学修

事後

学修

学習し た内容に対し て， 演習を中心に， 分から ないこ と を整理する 。 その上で， 教科書， Webページなど を 用いて， 理解する ための復習をする 。 最終的に分か

ら ない部分を教員に質問, 相談する 。 ( 演習を解く のに要し た時間の５ 倍程度の学習が必要) （ 15ｈ ）

教科書

微分方程式概説（ サイ エンス 社）

参考書

参考書は指定し ない

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習( レ ポート を含む)

試験

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

注意事項
理解度には個人差がある ので， 分から ない部分は質問する など し て， 自分の責任で解決し てく ださ い。 こ の授業は複数の教員で分担し て担当し ていま す。  教員によ

って扱いが違う と こ ろがあり ま すので， レ ポート や試験など のアナウ ンス はど ちら の教員のも のなのかを必ず確認し てく ださ い。

備考
連絡先は統括をし ている 福田のも のです．

担当の教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い．

リ ン ク
URL

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R242B103

ナン バリ ン グ

複素関数( Compl ex Funct i ons)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

所属するプロ

グラ ムによ っ

て選択， 必修

が異なり ま

2

所属する プロ

グラ ムによ っ

て学年（ 2年

， 3年） が

理工学部理工

学科
前期

氏名  吉川周二／豊坂祐樹（ 非） ／坊向伸隆

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p   内線   7860

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

フ ーリ エ解析など の様々な場面で複素数を用いた解析が用いら れていま す。 こ れら を正し く 理解し て使いこ なすためには， 複素関数に対する 微分， 積分の考え方や性質を正

し く 理解する 必要があり ま す。 こ の授業では， 複素数， 複素関数に関し て， 四則演算や極座標など の基本的概念， コ ーシーの積分定理や留数の定理など の基本的性質を理解

する こ と を目標と し ま す。

目標1

目標2

目標3 複素線積分の定義を理解し ， 計算が出来る よ う になる 。

目標4 コ ーシーの積分定理， コ ーシーの積分公式， 留数の定理など 複素線積分に関わる 性質を理解する 。

目標5 留数の定理を実積分に応用でき る よ う になる 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

複素数の四則演算， 極座標表示など ， 基本的性質を理解する 。

コ ーシー・ リ ーマンの方程式など複素微分に関わる 性質を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

導入： 複素数と 複素関数1

複素数の四則演算， 大き さ ， 極座標表示2

n乗根の計算3

初等関数の複素化4

複素微分と コ ーシー・ リ ーマンの方程式5

複素線積分6

コ ーシーの積分定理7

コ ーシーの積分公式8

特異点， 留数9

留数の定理10

実積分への応用（ 有理関数の積分， 1位の極の場合）11

実積分への応用（ 有理関数の積分， 1位の極でない場合）12

実積分への応用（ 三角関数の周回積分）13

実積分への応用（ フ ーリ エ積分）14

全体の復習およ び発展15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問を受け付

けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復習的な内容を取り

入れま す。

なし 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

入学前を含め， 以前に学習し た内容を復習し ておく （ 20ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

それぞれの時点ま での内容を理解する ま で復習する 。 ま た， 演習ま たはレ ポート 課題が与えら れた際にはその課題にも 取り 組む（ 5ｈ ） 。

教科書

担当教員ごと に授業のはじ めに配付も し く は指定し ま す。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習ま たはレ ポート 課題

期末試験

30% ○ ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○ ○

主に期末試験で評価し ま す。 必要に応じ て最大3割程度， 演習ま たはレ ポート の点数を加味し ま す。

注意事項
理解度には個人差がある ので， 分から ない部分は質問する など し て， 自分の責任で解決し てく ださ い。

備考
連絡先はこ の科目の統括をし ている 福田亮治のも のになっていま す。

担当教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い。

リ ン ク
URL

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R242B104

ナン バリ ン グ

ベク ト ル解析( Vect or  Cal cul us)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  福田　 亮治・ 豊坂　 祐樹( 非) ・ 馬場　 清( 非)

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p( 福田)    内線   7860( 福田)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

３ 次元空間の中の物体など、 ベク ト ルで表さ れた解析対象を， 微分や積分を用いて解析する 上で必要と なる 概念や性質についてその基本的な部分を解説する 。 形式的な計算

だけではなく 、 理論的な背景を正し く 理解し て３ 次元空間のイ メ ージをベク ト ル解析の立場から と ら え、 実際の現象を数式に結びつける こ と のでき る 感覚を身に付ける こ と

を目的と する ．

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○曲線の長さ 、 曲率、 曲面の面積、 ス カラ ー場やベク ト ル場の勾配、 ラ プラ ス 演算子、 線積分、 面積分、 体積分など について正し

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

線形代数と 微分積分の総論1

線形代数の復習2

微分積分の復習3

空間曲線4

接線ベク ト ル， 主法線ベク ト ル， 従法線ベク ト ル5

曲率， ねじ れ率6

曲面( 面積， 接平面)7

ス カラ ー場の微分8

ベク ト ル場の微分( 微分演算子)9

ス カラ ー場, ベク ト ル場の微分の公式10

線積分11

面積分12

ガウ ス の発散定理13

グリ ーンの公式と ス ト ーク ス の定理，14

ベク ト ル解析の展望15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題（ 基礎的・ 発展的） を解く 機会を設

けま す。 演習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の

理解度が高ま り ま す。

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問

を受け付けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復

習的な内容を取り 入れま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

今ま でに学習し た内容を， 教科書やWebページなど で復習する 。 シラ バス の説明や事前の予告によ り ， 次に必要と なる 事項を予測し あら かじ め基礎と なる 事項

については理解し ておく 。 ( 演習を解く のに要し た時間の３ 倍程度の学習が必要) （ 30ｈ ）
準備

学修

事後

学修

学習し た内容に対し て， 演習を中心に， 分から ないこ と を整理する 。 その上で， 教科書， Webページなど を 用いて， 理解する ための復習をする 。 最終的に分か

ら ない部分を教員に質問, 相談する 。 ( 演習を解く のに要し た時間の５ 倍程度の学習が必要) （ 15ｈ )

教科書

基礎と 応用ベク ト ル解析,  サイ エンス 社

参考書

指定なし

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習( レ ポート を含む)

試験

30% ○

70% ○

注意事項
理解度には個人差がある ので， 分から ない部分は質問する など し て， 自分の責任で解決し てく ださ い。 こ の授業は複数の教員で分担し て担当し ていま す。  教員によ

って扱いが違う と こ ろがあり ま すので， レ ポート や試験など のアナウ ンス はど ちら の教員のも のなのかを必ず確認し てく ださ い。

備考
連絡先はこ の科目の統括をし ている 福田亮治のも のになっていま す．

担当教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い．

リ ン ク
URL

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R242B105

ナン バリ ン グ

フ ーリ エ解析( Four i er  Cal cul us)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  内田　 俊・ 豊坂　 祐樹( 非） ・ 馬場　 清（ 非）

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p( 福田)    内線   7860( 福田)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理工学分野の諸現象を解析する 場合， そのモデルと し て現象を微分方程式で記述する こ と が多く あり ま す。 こ の授業では， 初等微積分学の基礎知識を積分変換と し てのラ プ

ラ ス 変換， フ ーリ エ変換について解説し ， 応用数学の視点から こ こ で得た知識を基本的な諸現象に関る 常微分方程式・ 偏微分方程式に適用し ， こ れら を解く こ と で微分方程

式の物理的な概念を把握でき る よ う に導き ま す。 ま た， 積分変換に関連し て直交関数， デルタ 関数についても 解説し ， 数式と 現象の相互関係をよ り 深く 理解でき る こ と を目

的と し ま す。

目標1

目標2

目標3 ラ プラ ス 変換， フ ーリ エ級数， フーリ エ変換についてその数学的解析手法を修得する 。

目標4 上記手法の物理学的意味を把握し ， 工学専門領域で応用でき る よ う になる 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

フ ーリ エ解析に必要な学習済みの数学的概念を再確認する 。

積分変換において必須と 考えら れる 直交関数， デルタ 関数について理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

微積分学の総論1

微分積分の復習2

基本的な常微分方程式の解法( 1階)3

基本的な常微分方程式の解法( 2階， それ以上)4

特殊な関数( デルタ 関数)5

積分変換6

ラ プラ ス 変換の定義7

ラ プラ ス 変換の性質8

ラ プラ ス 変換の応用9

ラ プラ ス 変換に関する 演習問題10

直交関数系と フーリ エ級数11

フ ーリ エ変換と 偏微分方程式12

フ ーリ エ級数， フ ーリ エ変換に関する 演習問題13

デルタ 関数に関する 演習問題14

全体のま と め( 展望)15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問を受け付

けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復習的な内容を取り

入れま す。

なし 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

入学前を含め， 以前に学習し た内容を復習し ておく ( 20h) 。準備

学修

事後

学修

それぞれの時点ま での内容を理解する ま で復習する 。 ま た， 演習ま たはレ ポート 課題が与えら れた際にはその課題にも 取り 組む( 5h) 。

教科書

教員ごと に授業のはじ めに配布も し く は事前に指定し ま す。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習ま たはレ ポート 課題

期末試験

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

主に期末試験で評価し ま す。 必要に応じ て最大3割程度， 演習ま たはレ ポート の点数を加味し ま す。

注意事項
わから ないと こ ろは， 自分で調べたり 質問し たり し て積極的に解決し てく ださ い。

備考
連絡先は全体を統括し ている 福田のも のになっていま す．

担当教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い．

リ ン ク
URL

なし 。

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R242B106

ナン バリ ン グ

確率・ 統計解析( Pr obabi l i t y and St at i st i cal  Anal ysi s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  未定・  吉田　 祐治 （ 非） ・ 武口　 博文（ 非）

E-mai l    r f ukuda@oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理工学における 様々な数値を解析する 上で， 確率的なモデル化をし ， それを統計的に処理する こ と が有効である こ と が多々あり ま す。

こ の授業では， 代表値や散布度， 共分散， 相関係数と いった数値データ を処理する ための概念を解説し ， それら を確率の「 分布」 の概念に基づいて統計的な解析をする 基礎

を学びま す。 具体的には， 数値データ を解析する ための数値化， 独立性に基づく 種々の性質を解説し ， 正規母集団から の無作為抽出を用いた各種パラ メ ータ の推定に対し て

， χ2乗分布， t-分布,  F-分布を用いた区間推定や統計的仮説検定について， 理論的に理解し た上で正し く 使いこ なす技術を身につけま す。

目標1

目標2

目標3 確率変数の分布の定義を， 離散的な分布や密度関数を持つ分布の場合に理解し ， それを通し て平均や分散の概念を把握する 。

目標4 χ２ 乗分布， t-分布,   F-分布を用いた正規母集団に関する 推定検定の手法と 理論背景を理解する 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

与えら れた数値データ の特徴を表す数値化( 代表値, 散布度， 共分散， 相関係数) を理解する 。

確率の基本的性質(  ベイ ズの定理， 条件付確率なぢ) を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

概要 ( オリ エンテーショ ン)1

数値データ の把握1 ( 度数分布表， ヒ ス ト グラ ム， 代表値)2

数値データ の把握2 ( 散布度， 相関係数)3

事象と 確率， 条件付き 確率， ベイ ズの定理4

確率変数， 分布， 離散的な分布5

連続的な分布， 密度関数6

多変数の分布と 独立性7

大数の法則， 中心極限定理8

データ と 確率に関する ま と め9

区間推定， 統計的仮説検定( 正規分布の場合)10

χ2乗分布を用いた推定, 検定と その理論11

t  分布を用いた推定, 検定と その理論12

F 分布を用いた推定, 検定と その理論13

片側検定14

全体のま と め( 応用や発展的内容など )15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員によ る 講義に加えて、 演習問題（ 基礎的・ 発展的） を解く 機会を設

けま す。 演習問題に積極的に取り 組むこ と によ って、 その前後の講義の

理解度が高ま り ま す。

必要に応じ て理解を確かめ演習やレ ポート を設定し ， 常時質問

を受け付けながら 講義を進めま す。 ま た状況に応じ て授業で復

習的な内容を取り 入れま す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大多数の学生は、 毎週１ 時間程度の予習が必要です（ 全１ ５ 時間） 。 あら かじ め参考書を読み疑問点を整理し ておく こ と 、 計算問題を解いておく こ と はよ い予

習のやり 方です。
準備

学修

事後

学修

大多数の学生は、 毎週２ 時間程度の復習が必要です（ 全３ ０ 時間） 。 ノ ート を読んで論理の進行を追える か確かめてく ださ い。 練習問題（ 計算問題、 証明問題

） を解く こ と は、 理解の定着のためには必須の事項です。

教科書

パワ ーアッ プ 確率統計( 辻谷将明、 和田 武夫著)  共立出版

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート ， 演習

試験

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

注意事項
理解度には個人差がある ので， 分から ない部分は質問する など し て， 自分の責任で解決し てく ださ い。

備考
連絡先は統括をし ている 福田のも のになっていま す。

担当する 教員の連絡先が分かる 場合はそちら に連絡し てく ださ い。

リ ン ク
URL

mailto:rfukuda@oita-u.ac.jp


R212C300

ナン バリ ン グ

音メ ディ ア処理( Audi o Medi a Pr ocessi ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2・ 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  古家　 賢一

E-mai l    f ur uya-keni chi @oi t a-u. ac. j p   内線   7879

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

1. 授業の目的

現在， 音声， 音楽の音メ ディ アはイ ンタ ーネッ ト 上をコ ンテンツ と し て流通し ， ま た， 音声イ ンタ フ ェ ース と し ても 普及し てき ていま す。 こ こ では， 音メ ディ アのコ ンピ ュ

ータ 上における 表現およ びその処理方法について学ぶこ と を目的と し ま す。

2. カリ キュ ラ ムに占める 位置

コ ンピ ュ ータ 上で扱う 音メ ディ アデータ は数値の一種であり ， その処理には数学に関連する 基礎知識が必要と なり ま す。 ま た， コ ンピ ュ ータ における 画像を含めたメ ディ ア

目標1

目標2

目標3 ディ ジタ ルフ ィ ルタ を用いた簡単な音メ ディ ア処理について理解し ， 説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

コ ンピ ュ ータ に音メ ディ アをど のよ う にディ ジタ ル化し て取り 込み， 表現する かについて説明でき る 。

音メ ディ ア処理における フ ーリ エ変換の意義およ びその方法について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

音メ ディ ア処理と は1

基本的な離散時間信号： パルス 信号， 正弦波信号， 方形波信号2

基本的な離散時間信号： 加算操作， 乗算操作， シフ ト 操作， 反転操作3

線形時不変シス テム： 線形性， イ ンパルス 応答4

線形時不変シス テム： 畳み込み5

離散時間フ ーリ エ変換： 信号の周波数分析6

離散時間フ ーリ エ変換： ス ペク ト ロ グラ ム7

中間試験， 及びｚ 変換8

ｚ 変換と 離散時間フ ーリ エ変換の関係9

サンプリ ング10

離散時間Ｌ Ｔ Ｉ シス テムの表現11

離散時間Ｌ Ｔ Ｉ シス テムの性質12

ディ ジタ ルフ ィ ルタ ： Ｆ Ｉ Ｒ フ ィ ルタ ， Ｉ Ｉ Ｒ フィ ルタ13

ディ ジタ ルフ ィ ルタ ：  フ ィ ルタ の特性解析14

統計的信号処理15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業中に理解度を確認する ための試験， レ ポート 課題ある いは演習問題

を課す。

数理科学コ ース 及び知能情報シス テムコ ース の講義連携である

特色を活かす

ために， 受講生がお互いに協力し て理解を深める グループ形式

での助け合い演習を実施し ま す。
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

Ｗｅ ｂ 上の講義資料を予習し て来てく ださ い（ 15ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

復習でＷｅ ｂ 上の講義資料を読み返し ， 内容を理解し ていってく ださ い。 課題レ ポート を着実に提出し ていく こ と （ 15ｈ ）

教科書

適宜， 資料を配布し ま す。

参考書

　 よ り 詳し く 学習し たい人は以下の図書を参考にし てく ださ い。

大賀， 山崎， 金田： 音響シス テムと ディ ジタ ル処理， コ ロ ナ社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

課題レ ポート

期末試験

30% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項

備考
JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 ( 必修) ， 学習・ 教育到達目標( A2) , ( A3) , ( d4) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:furuya-kenichi@oita-u.ac.jp


R212C000

ナン バリ ン グ

基礎理工学Ｐ Ｂ Ｌ ( Pr oj ect -Based Lear ni ng i n Fundament al  Sci ence and Technol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  岩本光生（ 取り 纏め） ， 福田亮治（ 数理科学） ， 高見利也（ 知能情報） , 長屋智之・ 小西美穂子

（ 物理学） ， 槌田雄二（ 電気電子） ， 本田拓朗（ 機械工学） ， 後藤雄治（ 知能機械） ， 衣本太郎（ 生命

物質化学） , 北西滋（ 地域環境） ， 島津勝（ 建築学）

E-mai l    i wa@oi t a-u. ac. j p（ 岩本）    内線   7806（ 岩本）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

PBLと は， Proj ect -Based Learni ngの略であり ， 与えら れた課題に対し ， 自ら が考え， 課題解決を行う 学修形態である 。 本講義は， こ れま で修得し た理工学の基礎的な知識

や考え方， 各分野の専門的導入科目や専門教育で学修し た知識や技術をも と に， 理工学分野の融合的礎を築く のが目的である 。 本講義では， 前半にイ ノ ベーショ ン創造のた

めのグループワ ーク の手法を学ぶ。 後半ではそれを用いて専攻分野の課題に関し グループ単位で検討し ， 課題解決のための提案を行う 。

目標1

目標2

目標3 グループワ ーク で他者と 協調し てチームの一員と し て活動する こ と ができ る 。

目標4 目標4 グループワ ーク の成果を適切に文章やプレ ゼンテーショ ンによ り 発信する こ と ができ る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○ ○ ○ ○

○ ○

イ ノ ベーショ ンのための手法を理解し ， 使う こ と ができ る 。

他者と 協働し て科学的な内容をふま え， 意思疎通をする こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

（ 前半） 授業ガイ ダンス ・ 前半の課題説明1

（ 前半） イ ノ ベーショ ン対話ツ ール１ （ KJ法， 親和図の作成， キャ ッ チコ ピ ー）2

（ 前半） イ ノ ベーショ ン対話ツ ール２ （ バリ ュ ーグラ フ ， 強制連想法， ２ ×２ ）3

（ 前半） 前半中間発表資料作成， 発表練習4

（ 前半） 中間発表， 質疑応答5

（ 前半） イ ノ ベーショ ン対話ツ ール３ （ SWOT分析， ク ロ ス 分析， PEST分析， 四面会議シス テム）6

（ 前半） 最終発表資料作成， 発表練習7

（ 前半） 最終発表， 質疑応答8

（ 後半） PBLの概要， 課題についての説明9

（ 後半） 課題の抽出と 検討10

（ 後半） 課題検討結果の整理と 課題解決（ １ 回目）11

（ 後半） 課題検討結果の整理と 課題解決（ ２ 回目）12

（ 後半） 課題検討結果の整理と 課題解決（ ３ 回目）13

（ 後半） プレ ゼンテーショ ン資料の作成， 発表練習14

（ 後半） プレ ゼンテーショ ンと 総評15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

課題解決に必要なグループワ ーク の手法を学び， それを基にし てグルー

プワ ーク によ り 課題の整理， 討論， ま と め， 発表を行う 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

プレ ゼンテーショ ン資料は， 作成する 時間が限ら れる ため， 時間外学習によ り 完成さ せておく こ と 。 （ 25ｈ ）準備

学修

事後

学修

総評を参考にレ ポート を作成のこ と （ 5h)

教科書

適時資料を配付する 。

参考書

適時資料を配付する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

プレ ゼンテーショ ン資料

プレ ゼンテーショ ン内容

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

プレ ゼンテーショ ン資料及びプレ ゼンテーショ ン内容によ り 総合的に評価する 。

注意事項
ダイ ダンス で説明する 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:iwa@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

岩本光生： 昭和６ ２ 年４ 月～平成２ 年１ ２ 月： ( 株) 日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの家電製品の設計・ 開発業務に従事
教員の実務

経験

大学だけでなく 企業の視点から ， グループ単位で課題について考え， 発表する こ と の重要性と ， 大学で身につける べき 素養についての助言を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R213C000

ナン バリ ン グ

応用理工学Ｐ Ｂ Ｌ ( Pr oj ect -Based Lear ni ng i n Appl i ed Sci ence and Technol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  岩本光生（ 取り 纏め） ， 福田亮治（ 数理科学） ， 高見利也（ 知能情報） ， 長屋智之・ 小西美穂子

（ 物理学） ， 片山健夫（ 電気電子） ， 中江貴志（ 機械国学） ， 後藤雄治（ 知能機械） ， 衣本太郎（ 生命

物質化学） ， 永野昌博（ 地域環境） ， 島津勝（ 建築学）

E-mai l    i wa@oi t a-u. ac. j p（ 岩本）    内線   7806（ 岩本）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

応用理工学PBLは， 基礎理工学PBLで修得し たグループワ ーク 手法や， 専攻分野に関する PBL( Proj ect -Based Learni ng) 形式の演習によ る 実践的知識をも と に， 専攻以外の分

野のPBLを複数回学修する こ と によ り ， 理工学への応用的展開への道筋を確かなも のと する ための主体性を涵養する 。

目標1

目標2

目標3 課題に対し ， 総合的な視点から 他者と 協働し て課題解決に取り 組み， 解決方法を提案でき る 。

目標4 課題の解決のため主体的に取り 組むこ と が出来る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

○

専門知識・ 技能と 分野を俯瞰する 視点を有し ， こ れら を横断的・ 総合的に活用する こ と ができ る 。

他者と 協調し てチームの一員と し て活動し ， その成果を適切に文章やプレ ゼンテーショ ンによ り 発信する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

授業ガイ ダンス ， 研究者倫理と は1

第１ 回PBL　 ガイ ダンス ， PBL概要， 課題設定2

第1回PBL　 課題の抽出と 検討3

第1回PBL　 課題検討結果の整理と 課題解決（ １ 回目）4

第1回PBL　 課題検討結果の整理と 課題解決（ ２ 回目）5

第1回PBL　 課題検討結果の整理と 課題解決（ ３ 回目）6

第1回PBL　 プレ ゼンテーショ ン資料作成7

第1回PBL　 プレ ゼンテーショ ンと 総評8

第2回PBL　 ガイ ダンス ， PBL概要， 課題設定9

第2回PBL課題の抽出と 検討10

第2回PBL課題検討結果の整理と 課題解決（ １ 回目）11

第2回PBL課題検討結果の整理と 課題解決（ ２ 回目）12

第2回PBL課題検討結果の整理と 課題解決（ ３ 回目）13

第2回PBLプレ ゼンテーショ ン資料作成14

第2回PBLプレ ゼンテーショ ンと 総評15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループワ ーク によ り 課題の整理， 討論， ま と め， 発表を行う 。 外部企業など から ， 課題提供を頂き ， こ れま で得た知識を基に

課題解決を図る こ と によ り ， 大学での学びの重要性を自覚する

よ う にし ている 。
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

プレ ゼンテーショ ン資料は， 作成する 時間が限ら れる ため， 時間外学習によ り 完成さ せておく こ と 。 （ 25ｈ ）準備

学修

事後

学修

総評を参考にレ ポート を作成のこ と （ 5h)

教科書

適時資料を配付する 。

参考書

適時資料を配付する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

プレ ゼンテーショ ン資料

プレ ゼンテーショ ン内容

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

プレ ゼンテーショ ン資料及びプレ ゼンテーショ ン内容によ り 総合的に評価する 。

注意事項
ガイ ダンス で説明する

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:iwa@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

岩本光生： 昭和６ ２ 年４ 月～平成２ 年１ ２ 月： ( 株) 日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの家電製品の設計・ 開発業務に従事
教員の実務

経験

大学だけでなく 企業の視点から ， グループ単位で課題について考え， 発表する こ と の重要性と ， 大学で身につける べき 素養についての助言を行う 。
実務経験を

いかし た教

育内容



R213C600

ナン バリ ン グ

技術者倫理( Engi neer i ng Et hi cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修（ 数理科

学， 知能情報

， 物理学連携

， 電気電

2 3

理工学部　 数

理科学， 知能

情報システム

， 物理学連

前期

氏名  吉川周二， 紙名哲生， 岩下拓哉， 市來龍大， 山本隆栄， 大津健史， 井上高教

E-mai l    t yama@oi t a-u. ac. j p（ 山本）    内線   7777（ 山本）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理工学部理工学科は， 理工系分野の技術者， 研究者， 教育者と し て高い責任感と 倫理観を備え， 自ら の良心と 良識に従って行動する こ と のでき る 人材の育成を目指し ている

。 さ ら に理工的な知識に基づき ， 人類の福祉や地域社会に貢献でき る 人材も 求めら れている 。 こ の授業では将来の科学技術を担う 者と し て， 技術が社会や自然に及ぼす影響

や効果， 及び技術者が社会に対し て負っている 責任について学び， 自ら 考え， 技術者， 研究者， 教育者と し ての行動規範と 責任への理解を深め， 倫理的に自律性の高い人材

の育成を目指す。

目標1

目標2

目標3 理工学的倫理感を備え， 課題に対し 倫理的責任感を持ちながら 取組み， 解決する こ と ができ る

目標4 理工学倫理的問題に対し て自分の意見・ 主張を適切な判断基準と 共に， 口頭や文章で表現・ 発表でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

理工学の倫理的な問題を， 自ら 考察し ， 分析する 能力を持っている

利害が反する 考え方・ 視点が存在する こ と を理解し ， 議論を通し て意見の不一致を認める こ と ができ る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

技術者倫理と は何か1

技術者と 責任2

技術者と 倫理3

技術者の行動規範１4

技術者の行動規範２5

技術者の行動規範３6

技術者と 法律7

技術者の責任8

企業倫理と 技術者倫理9

技術者にと って安全と は何か10

技術と リ ス ク11

意志決定の事例12

国際社会における 技術者倫理１13

国際社会における 技術者倫理２14

倫理的意志決定15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

提案さ れた倫理的課題についてレ ポート を作成する こ と によ り 理解を深

る 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を読んでおく こ と 。 （ ３ ０ 分）準備

学修

事後

学修

レ ポート の作成（ ９ ０ 分）

教科書

必要に応じ 資料を配付する 。

参考書

「 技術者倫理」 札野順 編， （ 財） 放送大学教育振興会， ２ ０ ０ ４ 年， （ 放送大学教材）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート およ びMoodl eの理解度確認ク イ ズ 100% ○ ○ ○ ○

注意事項
なし

備考

リ ン ク
URL

mailto:tyama@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

情報通信企業で通信会議シス テムの研究開発に従事
教員の実務

経験

企業においてど のよ う に研究開発を行う かを経験をも と に紹介

実務経験を

いかし た教

育内容



R212C301

ナン バリ ン グ

人工知能基礎( Ar t i f i ci al  I nt el l i gence)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2・ 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  高見　 利也

E-mai l    t akami -t oshi ya@oi t a-u. ac. j p   内線   7880

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

計算機に知的な振る 舞いをさ せる ために必要な基礎技術を扱う 。 ま ず人工知能の歴史を押さ えた上で， 基本的な要素技術と し て， 状態空間の探索技術， 知識表現と 処理技術

， 推論技術， 学習技術などの概要を学ぶ。

目標1

目標2

目標3 確率的生成モデルと その応用手法について説明でき る 。

目標4 主要な機械学習方式について、 その動作原理を説明でき る 。

目標5 人工知能技術の発展方向， 派生／新技術について概要を説明でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

○

○ ○

人工知能技術の特徴及び適用分野に関し て説明でき る 。

主要な探索アルゴリ ズムを列挙でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

人工知能と は何か、 歴史1

探索( 1) ： 状態空間表現2

探索( 2) ： 最適経路探索、 ゲーム理論3

確率( 1) ： 条件付き 確率、 ベイ ズの理論4

確率( 2) ： 確率的生成モデル、 ナイ ーブベイ ズ5

計画と 決定( 1) ： 動的計画法6

計画と 決定( 2) ： 強化学習7

中間試験8

状態推定( 1) ： ベイ ズフ ィ ルタ9

状態推定( 2) ： 粒子フ ィ ルタ10

学習と 認識( 1) ： ク ラ ス タ リ ング、 教師なし 学習11

学習と 認識( 2) ： パタ ーン認識、 教師あり 学習12

学習と 認識( 3) ： ニュ ーラ ルネッ ト13

自然言語処理： 形態素解析、 単語と 文章のベク ト ル表現14

知能と 創発： 実世界知能、 人工生命、 群知能15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回、 講義の最後に小テス ト を実施し 、 習得し た知識の確認ができ る よ

う にする 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前に読んでおく ( 10ｈ ) 。準備

学修

事後

学修

小テス ト で理解が不十分だったと こ ろを復習する ( 5h) 。 各授業回の内容に関連する 話題について、 参考書やイ ンタ ーネッ ト 等を利用し て理解を深める ( 10h) 。

教科書

谷口忠大「 イ ラ ス ト で学ぶ　 人工知能概論（ 改訂第2版） 」 講談社

参考書

参考書を指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

40% ○ ○ ○ ○

60% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項

備考
JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( A3) ,  ( B2) ,  ( d4) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:takami-toshiya@oita-u.ac.jp


R241C600

ナン バリ ン グ

図学( Descr i pt i ve Geomet r y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 1・ 2年
理工学部理工

学科

前期・ 集

中

氏名  竹之内　 和樹

E-mai l    zugaku. met hod. a@gmai l . com   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

三次元の対象物を二次元平面上の投影図と し て表現する 能力、 逆に投影図から 対象物を三次元的に理解し 解析・ 統合する 能力は、 グラ フ ィ ク ス リ テラ シーと 呼ばれ、 図を用

いた、 自分自身およ び協働する 他者と のコ ミ ュ ニケーショ ンに必須である 。 さ ら に、 三次元の対象物の可視化や操作の代表的ツールである CADやCGの効率的な利用に有用で

あり 、 物理や数学など の科目での空間を理解する 助けにも なる だろう 。

本科目では、 グラ フ ィ ク ス リ テラ シーを獲得し 高める こ と を目的と し て、 前半で図形の表現・ 解析のための各種投影法の概念と 規則およ び作図の基本手法を理解・ 習得し て

図学の基礎を築き 、 後半で副投影法、 回転法、 切断法など の各種対象・ 空間操作手法と 、 こ れら の総合的活用と を学ぶ。 なお、 講義時間ごと の理解度確認演習、 開講日単位

目標1

目標2

目標3 第三角法で示さ れた点・ 線・ 面およ び立体について、 副投影法、 回転法およ び切断法によ る 基本的な解析・ 統合が行える 。

目標4 軸測投影図の原理を理解し 、 作図法に基づいて立体を描いてコ ミ ュ ニケーショ ンに利用でき る 。

目標5 透視投影図の原理を理解し 、 作図法に基づいて立体を描いてコ ミ ュ ニケーショ ンに利用でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

投影の原理を理解し 、 三次元空間内の点・ 線・ 面およ び立体を第三角法で表現でき る 。

第三角法によ る 点・ 線・ 面およ び立体の投影図から 、 三次元空間における 位置や広がり 、 形や姿勢を読み取れる 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

図形の認識と 属性の表現。 投影の概念と 正投影の原理およ び第三角法と 投影図の配置。 理解度確認演習。1

第三角法によ る 点・ 線・ 平面の投影。 理解度確認演習。2

視点と 視方向の変更－副投影法の考え方， 直線の実長と 点視。 理解度確認演習。3

視点と 視方向の変更－平面の端視と 実形。 直線と 平面と の交わり 。 理解度確認演習。4

総合演習［ 第三角法によ る 図形の表現と 副投影法を用いた空間解析］ およ び課外課題。5

投影対象の姿勢変更－対象の直線のま わり の回転。 理解度確認演習。6

切断法－直線と 平面、 平面と 平面の交わり 。 理解度確認演習。7

平面と 平面の交わり ［ 副投影法］ 。 理解度確認演習。8

平面と 平面の平面の交わり ［ 切断法］ 。 理解度確認演習。9

総合演習［ ふたつの平面の交わり の解析およ び回転法によ る 逆問題］ およ び課外課題。10

立体の展開。 理解度確認演習。11

立体の切断。 理解度確認演習。12

等角投影。 理解度確認演習。13

総合演習［ 試験相当］ 理解度確認演習。14

軸測尺。 不等角投影。 理解度確認演習。15

透視投影。 理解度確認演習。 課外課題。16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

課外作図演習には、 講義内容を理解し て取り 組む発展的問題や空間・ 立

体の幾何学やベク ト ルなど を活用する 科目横断的な問題を含めている 。

履修者間での議論や教員への質問など によ り 、 自主的学習を行う こ と が

要求さ れる 。

LMS（ Moodl e） の活用
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

開講前に各回の講義内容に対応し た教科書の範囲を示すので、 使用教科書の講義範囲に必ず目を通し た上で受講する こ と 。 授業は予習し ている こ と を前提に進

める 。 予習に要する 時間は20分～30分程度である 。
準備

学修

事後

学修

開講日ごと に応用的内容を含む課外作図演習2枚を課す。 解答時間の目安は1枚あたり 30～45分程度である 。 問題配布から 提出ま でに3日程度を と る ので、 履修

者間での意見交換およ び教員への質問を積極的に行う と よ い。 次の開講日の第1限に解説する ので、 確実な理解を得て次の学習内容に進むこ と 。

教科書

松井・ 竹之内・ 他、 「 始めて学ぶ図学と 製図」 、 朝倉書店、 I SBN 978-4-254-23132-8 C3053

参考書

図学には、 図形科学の幅広い分野への発展を示し た多く の良著がある 。 図学に興味を持ち、 よ り 深く 学習し たい場合は、 担当教員に尋ねる こ と 。

mailto:zugaku.method.a@gmail.com


R241C803

ナン バリ ン グ

波動と 光( Wave and l i ght )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ 同時双方

向型、 オン デマン ド 型

、 含 対面）

必修／選択 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  岩下　 拓哉

E-mai l    t i washi t a@oi t a-u. ac. j p   内線   7950

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

振動、 波動現象について物理的基礎概念を学ぶ。 水の波、 音、 光、 電磁波、 地震など 身近に見ら れる 振動や波動を統一的に理解する こ と を目的と する 。 力学で学んだ運動方

程式の応用と し て振動する 物体や媒質の運動を方程式で表し て解を求めていく 。 音や光についてはそれぞれに特徴的な現象、 回折、 干渉、 う なり 等についても 言及する 。

目標1

目標2

目標3 振動， 波動現象と フ ーリ エ変換の関係性を理解する こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

単振動について基本的性質を理解し 、 一般の振動が多数の単振動の重ね合わせである こ と 理解する こ と ができ る 。

連続的な物体である 弦、 棒、 流体中を伝わる 波動を波動方程式で表現し 、 その解を求める こ と が出来る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

単振動1

減衰振動（ １ ） ： 減衰振動の一般的解法2

減衰振動（ ２ ） ： 減衰振動の基本的特性3

強制振動4

共鳴と エネルギー散逸5

多粒子の振動（ １ ） ： ２ 素子結合系における 連成振動6

多粒子の振動（ ２ ） ： う なり7

多粒子の振動（ ３ ） ： 多自由度の連成振動と 分散関係8

弦の振動と 波動方程式9

１ 次元の波（ １ ） ： 進行波と 群速度10

１ 次元の波（ ２ ） ： 反射波と 透過波， 波の分散11

フ ーリ エ変換（ １ ） ： 波束と フ ーリ エ変換12

フ ーリ エ変換（ ２ ） ： フ ーリ エ変換と 数値計算13

フ ーリ エ変換（ ３ ） ： フ ーリ エ変換を用いた信号解析14

電磁波・ 光の回折， 干渉15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

適宜レ ポート 課題を課す。 授業で理解度確認アンケート を行う 。 オンデ

マンド 型の講義動画で事後学習を進める ．
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書の内容を事前に読んでおく ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

授業の内容を基に、 授業内容の復習や、 指示さ れた演習問題に取り 組むこ と が求めら れま す( 45h) 。

教科書

振動・ 波動　 小形正男著（ 裳華房） 1999年

参考書

振動と 波動　 吉岡大二郎（ 東京大学出版会） 2005年

物理のための数学（ 和田三樹著、 岩波書店出版） 1997年

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業において課す課題

期末試験

20% ○ ○ ○

80% ○ ○ ○

注意事項
受講生の講義に対する 積極性を高く 評価する 。 ま た期末試験に含ま れる 中等教育の数学およ び物理の内容において成績が十分でない場合は単位取得が困難である 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:tiwashita@oita-u.ac.jp


R242C900

ナン バリ ン グ

機械工学概論( I nt r oduct i on t o Mechani cal  Engi neer i ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2・ 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  加藤　 義隆

E-mai l    ykat o@oi t a-u. ac. j p   内線   6064

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

こ の科目のねら いは、 機械工学の中心と なる 材料力学・ 流体工学・ 熱工学・ 機械力学の入門的な内容に触れつつ， 単位や計算の取り 扱いや微分や積分で記述さ れた式の解釈

が可能になる こ と で、 受講者が自然科学の幅広い分野における 知識の修得や機械シス テムに関する 専門分野における 知識およ び技術の修得し 、 ま た収集し た情報を整理し て

活用する 能力を培う こ と である 。 低温度差ス タ ーリ ングエンジンを例に、 「 回転軸 の出力」 「 構成部品の剛性」 「 ク ラ ンク 機構の連接棒にピ ス ト ンピンの加速度と 連接棒

の回転によ  る 慣性力およ び向心力が作用する 」 について説明を行う ．

目標1

目標2

目標3 機械工学に関る 範囲内で、 適切な有効数値の判断ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

機械工学に関る 範囲内で、 微分や積分の利用ができ る 。

機械工学に関る 範囲内で、 次元の考慮ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

計算過程の書き 方， 有効数字， 三角関数， 単位や次元1

計算過程の書き 方， 有効数字， 三角関数， 単位や次元2

三角関数， 単位や次元， 積分と 確かめ算3

三角関数， 単位や次元， 積分と 確かめ算4

積分， 微分5

微分6

微分， 公差7

中間試験， 積分（ 繰り 返し 計算）8

積分を使って式で表現する9

積分範囲10

重積分11

微分と 積分を用いて現象を表現する12

不連続な積分範囲13

平面運動（ 微分， 行列， ベク ト ル）14

平面運動（ 微分， 行列， ベク ト ル）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業は期末試験を除き 15回行いま す。 小テス ト も し く はグループでの演

習を課し ま す．

受講者は基本的に毎回解答用紙（ 回答用紙） の提出が求めら れ

ま す． 授業中の演習問題の取り 組みと 成績評価の間には， 正の

相関関係があり ま す。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

前の授業の復習（ 21h） ． 普通科の高等学校で扱う 程度の物理およ び数学の内容が定着し ていない受講者は， 別途更に復習が必要です。準備

学修

事後

学修

演習問題の反復練習（ 22h） ． よ り 多様な演習問題を希望する 場合は、 工業力学の「 慣性モーメ ント 」 や材料力学の「 断面二次モーメ ント 」 など 形状毎に教科

書で一覧 表示さ れている も のを 自力で計算し 、 教科書と 同じ 解が導く 練習を 提案する 。 ただし 、 反復練習は理解を助ける も のではあり ま せん。

教科書

指定し ま せん。 必要に応じ て資料を提供し ま す。

参考書

加藤義隆著， 15時間で読む「 機械工学の微分と 積分」 :  I nt r oduct i on t o mechani cal  engi neer i ng i n Japanese ， MyI SBN - デザイ ンエッ グ社（ 2021) ，  I SBN-13:

978-4815025243， 50p.

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

中間試験

34% ○

66% ○ ○

総合的 な評価は60点以上で合格ラ イ ンです。 試験では、 関数電卓と 電卓を使用する 。 電卓以外の電子機器の利用は認めない． 状況によ っては、 予告無し に、 毎回の授業の

提出物が成績評価の対象と なる 可能性がある 。

注意事項
高等の数学や物理の知識が不十分な受講者は教科書等を参照する こ と が推奨さ れる ． 毎回の提出物の内容は， 基本的に， 一人一人個別にコ メ ント が返さ れる こ と は

無く ， 受講者全員に対する コ メ ント に反映さ れる ． 授業中に関数電卓が必要な場合がある ． 講義終了後の資料配布は原則行われない．

備考
授業は下記の書籍に沿って進行する 予定ですが， 購入は不要です．

加藤義隆著， 15時間で読む「 機械工学の微分と 積分」 :  I nt r oduct i on t o mechani cal  engi neer i ng i n Japanese ， MyI SBN - デザイ ンエッ グ社（ 2021) ，  I SBN-13:

リ ン ク
ht t ps: //www. mech. oi t a-u. ac. j p/l ab/net u/kat o/kat o1. htmlURL

一部の内容は担当者のウ ェ ブサイ ト に類似問題の解答 例と 解説が公開さ れている 。

mailto:ykato@oita-u.ac.jp
https://www.mech.oita-u.ac.jp/lab/netu/kato/kato1.html


R243C501

ナン バリ ン グ

科学英語表現法( Advanced Engl i sh f or  Engi neer i ng and Sci ence St udy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  園井　 千音、 佐々木　 朱美、 大谷　 英理果

E-mai l    chi ne@oi t a-u. ac. j p( 園井) ・ akemi sa@oi t a-u. ac. j p( 佐々木) ・ o-er i ka@oi t a-u. ac. j p( 大谷)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理工学部の高学年次にふさ わし い知的言語運用力、 こ の習得に必要な専門的知識、 科学と 社会的文化的関連について英語で学ぶ。 ま た科学や社会、 文化の総合的内容を英語

で読みま た、 それについて論理的に思考する こ と ができ る 。 英語の文法的知識、 語彙、 発音など について知識を得、 それら を運用し 自分の意思を正確に伝達する こ と ができ

る 。 英語によ る 広く 深い知識を習得する こ と を目的と する 。

目標1

目標2

目標3 英語によ り 論理的にエッ セイ 作成をする こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

科学、 ま た科学と 社会的文化的背景について英語で読むこ と ができ る 。

英語によ り 自分の考えを話すこ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン1

英文エッ セイ 読解（ １ ）2

英文エッ セイ 読解（ ２ ）3

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現（ １ ）4

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現 ( 2)5

英文エッ セイ 読解 ( 3)6

英文エッ セイ 読解 ( 4)7

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現( 3)8

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現( 4)9

英文エッ セイ 読解（ ５ ）10

英文エッ セイ 読解( 6)11

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現( 5)12

英文エッ セイ に関する 英語によ る 意見表現（ ６ ）13

復習と ま と め（ １ ） 語彙・ 文法　 総合的復習14

復習と ま と め（ ２ ） 英作文も し く は意見発表15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

英語の辞書活用に慣れる こ と 。 英語表現の特徴について日本語表現と の

違いについて常に認識する こ と 。 各講義において、 ペアワ ーク 、 ディ ス

カッ ショ ンなど を通し て、 よ り 英語語彙力の多い英語読解と 論文作成を

実践する 。

図書館における 資料検索など の実施　 自由な作文課題を選ぶ　

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各主題のテキス ト や参考資料について必要に応じ て予習する （ 15h： 学期合計)  各主題の英語エッ セイ や作文内容についてよ り 詳し い情報を必要に応じ て収集

する （ 15h： 学期合計)
準備

学修

事後

学修

各主題のテキス ト や参考資料について語彙、 英語内容について復習（ 15h： 学期合計)  各主題の英語作文や英語読解についての課題を完成さ せる （ 15h： 学期合

計)

教科書

講義で指示する 。

参考書

講義で指示する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

英語によ る 作文小課題

英語によ る ディ ス カッ ショ ン

総ま と め筆記試験

30% ○ ○ ○

10% ○ ○ ○

60% ○ ○ ○

注意事項
なし 。

備考
なし 。

リ ン ク
URL

mailto:chine@oita-u.ac.jp
mailto:akemisa@oita-u.ac.jp
mailto:o-erika@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

理解度確認課題［ 13回］

総合演習［ 3回］

課外課題［ 3回］

40% ○ ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○

成績は、 各時間の取り 組み［ 理解度確認演習］ 40%、 学習内容の理解の深化［ 総合演習およ び課外課題］ 60%を目安と し て総合的に評価する 。

指定さ れた用具を正し く 使用せず、 正確さ と 図の見やすさ と から なる 「 図の品質」 を確保でき ていない作図課題は、 評価の対象と し ない。

注意事項
初回から 作図用具（ 0. 5mm・ 0. 3mm芯のシャ ープペンシル、 2枚組三角定規、 コ ンパス ） およ び下敷き を使用する 。

備考
課外課題の提出先・ 方法はMoodl eおよ び掲示で指示する 。

リ ン ク
URL



R242C630

ナン バリ ン グ

イ ン タ ーン シッ プＡ ( I nt er nshi p A)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 1 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  戸高　 孝

E-mai l    t odaka@oi t a-u. ac. j p   内線   7823

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

実際の業務を体験する こ と によ り 講義や演習・ 実験等， 大学で学修し ている 内容の社会的意義や社会と の関わり について理解を深め， 卒業研究に対する 自覚と 将来への展望

を認識する 。 ま た， 職業人と なる ためのキャ リ ア形成や自己分析のために， 今後の学修の方向性への示唆や職業選択を行う 場合に必要な自分の適性や職種についての理解を

深める 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○企業や行政の実際の業務を体験し ， 将来職業人と し て活躍する ための方法論や職業選択を行う ための経験を育む。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

企業， 官公庁等の実際の職場において夏季休業中に2週間以上の実習を行い，1

・ 実際の業務の流れはど のよ う になっている か2

・ 職場では学卒者と し てどのよ う な役割を求めら れている か3

・ 現場ではど のよ う な知識、 ス キルが求めら れている か4

等を実際の体験を通じ て学ぶ。5

なお， 企業等へ派遣さ れる 前には事前研修会に出席する と と も に， 終了後は報告会において実習で得ら れたこ と を報告する 。6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実際の職場によ る 研修によ り ， 自ら 考え行動する 力を育む。 ・ 事前研修会の実施

・ 事後報告会の実施

・ 報告書の作成
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前研究会を基にし た事前準備（ 8h）準備

学修

事後

学修

研修報告書の作成と ， 事後報告会での発表と そのための準備（ 8h）

教科書

必要に応じ てプリ ント を配布する 。

参考書

場合によ ってはグループト ーク 等で意見を集約する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習先によ る 評価 100% ○

注意事項
・ 学生保険に必ず加入のこ と

・ 安全に注意する こ と

備考

リ ン ク
URL

mailto:todaka@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

実習先の企業・ 行政の職場の担当者： 実習を通し て実務を体験する 。

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

実際の企業での職務経験をも と に， 学生のイ ンタ ーンシッ プでの注意点などの指導を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R243C630

ナン バリ ン グ

イ ン タ ーン シッ プＢ ( I nt er nshi p B)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  戸高　 孝

E-mai l    t odaka@oi t a-u. ac. j p   内線   7823

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

実際の業務を体験する こ と によ り 講義や演習・ 実験等， 大学で学修し ている 内容の社会的意義や社会と の関わり について理解を深め， 卒業研究に対する 自覚と 将来への展望

を認識する 。 ま た， 職業人と なる ためのキャ リ ア形成や自己分析のために， 今後の学修の方向性への示唆や職業選択を行う 場合に必要な自分の適性や職種についての理解を

深める 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○企業や行政の実際の業務を体験し ， 将来職業人と し て活躍する ための方法論や職業選択を行う ための経験を育む。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

企業， 官公庁等の実際の職場において夏季休業中に４ 週間以上の実習を行い，1

・ 実際の業務の流れはど のよ う になっている か2

・ 職場では学卒者と し てどのよ う な役割を求めら れている か3

・ 現場ではど のよ う な知識、 ス キルが求めら れている か4

等を実際の体験を通じ て学ぶ。5

なお， 企業等へ派遣さ れる 前には事前研修会に出席する と と も に， 終了後は報告会において実習で得ら れたこ と を報告する 。6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実際の職場によ る 研修によ り ， 自ら 考え行動する 力を育む。 ・ 事前研修会の実施

・ 事後報告会の実施

・ 報告書の作成
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前研究会を基にし た事前準備（ 15h）準備

学修

事後

学修

研修報告書の作成と ， 事後報告会での発表と そのための準備（ 15h）

教科書

必要に応じ てプリ ント を配布する 。

参考書

必要に応じ て適宜， 参考図書を紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習先によ る 評価 100% ○

注意事項
・ 学生保険に必ず加入のこ と

・ 安全に注意する こ と

備考

リ ン ク
URL

mailto:todaka@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

実習先の企業・ 行政の職場の担当者： 実習を通し て実務を体験する 。

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

実際の企業での職務経験をも と に， 学生のイ ンタ ーンシッ プでの注意点などの指導を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R291C600

ナン バリ ン グ

起業家養成講座( Ent r epr eneur shi p Tr ai ni ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  江藤　 真由美

E-mai l    et ou-mayumi @oi t a-u. ac. j p   内線   7912

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 次代の担い手と なる 若手起業家の輩出に向けた人材育成に資する 講義を行う ． 企業研究を行い， 企業経営や戦略について理解し ， 実際に事業計画を立て， 理解を深める ．

目標1

目標2

目標3 起業を想定し た事業計画をグループで実際に作成し ， 説明でき る よ う になる ．

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

起業に必要と なる 企業経営に関する 基礎知識や考え方について体系的に理解し ， 習得する 。

実際の起業の例について， 学び， 検討する と と も に， その概要を理解し ， 身につける ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

創業の基礎知識に関する 講義1

県内起業家・ 経営支援者等を招いた講話等2

県内起業家・ 経営支援者等を招いた講話等3

企業研究（ 講義， 討論等）4

企業研究（ 講義， 討論等）5

企業研究（ 講義， 討論等）6

企業研究（ 講義， 討論等）7

企業研究（ 講義， 討論等）8

事業計画作成の基礎を学ぶ講義9

事業計画の検討に係る ワ ーク10

事業計画の検討に係る ワ ーク11

事業計画の検討に係る ワ ーク     事業計画の概要発表12

事業計画の概要発表13

事業計画の概要発表14

産学連携の重要性15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

意見交換， 事業計画の立案演習， プレ ゼンテーショ ンと 意見交換 授業は外部講師（ 専門家等） と の連携で行う ．

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事業計画書立案のための情報収集およ び事業計画書作成を行う ． ( 15h)準備

学修

事後

学修

授業の内容を復習し ， 事業計画書作成に役立てる ． ( 15h)

教科書

資料を配布する ．

参考書

参考書を指定し ない．

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習

事業計画書作成

プレ ゼンテーショ ン

10% ○ ○

40% ○ ○

50% ○

注意事項
講義は集中的に行う ．

開講日は6月～8月の中で3～4日間（ でき る だけ連続になる よ う に日程を組む） と なる 予定．

備考
本講義の受講生が， ビジネス プラ ンに関する コ ンテス ト で， 賞を獲得し ている ．

リ ン ク
URL

mailto:etou-mayumi@oita-u.ac.jp


○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

企業経営指導を行っている 中小企業診断士の方に事業計画書作成指導など を分担し ても ら う ．

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

財務， 会計， 経営， 事業計画など 企業運営についての指導経験をも と に事業計画書の作成指導を行う ．

実務経験を

いかし た教

育内容



R211S200

ナン バリ ン グ

情報科学Ａ ( I nf or mat i on Sci ence A)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
前期

氏名  大隈　 ひと み・ 池部　 実

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

コ ンピ ュ ータ のハード ウ ェ アと ソ フ ト ウ ェ アの仕組みや動作原理， コ ンピ ュ ータ 内部での情報の表現方法を理解する 。 ま た， 情報化さ れた現代社会において欠かせないツ ー

ルと なったイ ンタ ーネッ ト の仕組みやサービス を理解し ， イ ンタ ーネッ ト を安全に利用する 上での基礎知識と マナーを身につける 。 さ ら に， プロ グラ ミ ング演習では， プロ

グラ ミ ングの基本的な考え方を理解し ， 様々な情報がコ ンピュ ータ によ ってど のよ う に処理さ れていく のかを体験的に学習する 。

目標1

目標2

目標3 正し く 情報機器を操作し ， 情報を活用する こ と ができ る 。

目標4 初歩的なプロ グラ ミ ングができ る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

コ ンピ ュ ータ の動作原理を説明でき る 。

コ ンピ ュ ータ によ る 情報処理において必要な基礎的概念を説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

情報科学と は1

コ ンピ ュ ータ の仕組み１ （ コ ンピ ュ ータ の構成）2

コ ンピ ュ ータ の仕組み２ （ 内部表現）3

イ ンタ ーネッ ト の仕組みと サービス4

イ ンタ ーネッ ト のマナー・ セキュ リ ティ5

基礎プロ グラ ミ ング（ 初めてのプロ グラ ム）6

基礎プロ グラ ミ ング（ 変数と 計算）7

基礎プロ グラ ミ ング（ 条件分岐）8

基礎プロ グラ ミ ング（ 繰り 返し １ ）9

基礎プロ グラ ミ ング（ 繰り 返し ２ ）10

応用プロ グラ ミ ング（ イ ベント 処理１ ）11

応用プロ グラ ミ ング（ グラ フ ィ ッ ク ）12

応用プロ グラ ミ ング（ 乱数）13

応用プロ グラ ミ ング（ イ ベント 処理２ ）14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回， 授業内容に関連する 演習問題に取り 組んでも ら う 。 ま た， 必要に

応じ てレ ポート を課す。

LMSの活用

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業の資料を確認し ， 必要に応じ て予習する （ 15h） 。準備

学修

事後

学修

演習や小テス ト の復習をする （ 15h） 。 パソ コ ン 実習は積み重ね式の授業構成になっている ので， 授業時間内に演習問題が完成し なかった場合や， やむをえず

欠席し た場合は， 次回ま でに自習し て補っておく （ 15h） 。

教科書

授業中に適宜資料を配布する 。

参考書

授業中に適宜紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート

各回の演習や小テス ト

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

注意事項
パソ コ ン実習は積み重ね式の授業構成になっている ので， 授業時間内に演習問題が完成し なかった場合や， やむをえず欠席し た場合は， 次回ま でに自習し て補って

おく こ と 。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

中一種免「 数学」 、 高一種免「 数学」 、 高一種免「 情報」 指定科目。 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育目標( A3) ,  ( B3) ,  ( C2, 3) ,  ( D1) , ( d1, d2) 関連科目。

リ ン ク
URL

なし



R211S201

ナン バリ ン グ

情報科学Ｂ ( I nf or mat i on Sci ence B)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  大隈　 ひと み・ 中島　 誠

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

コ ンピ ュ ータ で問題を解く には， プロ グラ ムが必要である 。 プロ グラ ムは， 計算手続き と し てのアルゴリ ズムと データ の構造を定め， こ れら をコ ンピュ ータ の言語（ 言葉）

に翻訳する と 出来上がる 。 こ の翻訳の過程がプロ グラ ミ ングである 。 大切なのは， 特定の数字や文字列等の具体的な値が組み入れら れた特定のプロ グラ ムではなく ， ど のよ

う な値が組み入れら れても 問題を解く こ と ができ る よ う なアルゴリ ズムを設計する こ と である 。 こ の授業では， 代表的なアルゴリ ズムと データ 構造の学修を通し て， 問題解

決のためのアルゴリ ズム的思考を身につける 。

目標1

目標2

目標3 具体的な問題に応じ た適切なアルゴリ ズムと データ 構造を選択でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

簡潔で効率的なアルゴリ ズムの重要性を認識し ， その性能を比較・ 評価でき る 。

整列アルゴリ ズムなど基本的アルゴリ ズムを理解し ， 実際の動作をシミ ュ レ ート でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

計算と アルゴリ ズム1

アルゴリ ズムの例2

アルゴリ ズムの評価指標3

データ 構造１ （ リ ス ト ， ス タ ッ ク ， キュ ー）4

データ 構造２ （ グラ フ と 木）5

データ 構造３ （ 集合）6

探索アルゴリ ズム１ （ 探索木）7

探索アルゴリ ズム２ （ 探索木の操作）8

探索アルゴリ ズム３ （ ハッ シュ ）9

整列アルゴリ ズム１ （ 単純なソ ート 法）10

整列アルゴリ ズム２ （ 高速なソ ート 法）11

整列アルゴリ ズム３ （ 比較によ ら ないソ ート 法）12

整列アルゴリ ズム４ （ ソ ート の計算量）13

問題解決のためのアルゴリ ズム設計14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回， 授業内容に関連する 演習問題に取り 組んでも ら う 。 ま た， 必要に

応じ てレ ポート を課す。

LMSの活用

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業の資料を確認し ， 必要に応じ て予習する （ 15h） 。準備

学修

事後

学修

授業内容について， 演習や小テス ト を用いて復習する （ 30h） 。

教科書

授業中に適宜資料を配布する 。

参考書

授業中に適宜紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

定期試験

各回の演習や小テス ト

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

中一種免「 数学」 、 高一種免「 数学」 、 高一種免「 情報」 指定科目。 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育目標( A3) ,  ( d1) 関連科目。

リ ン ク
URL

なし



R211S202

ナン バリ ン グ

情報科学Ｂ 展望( Advanced I nf or mat i on Sci ence B)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 1年
理工学部理工

学科
後期

氏名  大隈　 ひと み・ 高見　 利也

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

コ ンピ ュ ータ を効果的に活用する ために必要な知識や実践的な技術を身につける こ と を目指す。 具体的には， コ ンピュ ータ や周辺機器の仕組みと 機能を学び， プロ グラ ム開

発を行う 上で必要と なる 操作方法を習得する 。 さ ら に， プロ グラ ミ ング演習を通じ て， 基礎的なコ ード の記述方法と デバッ グの技能を体得し ， 問題を解く ための手順を組み

立てる 力を培う と と も に， 情報を効率的に処理し ， コ ンピ ュ ータ を効果的に活用する 技術を学ぶ。

目標1

目標2

目標3 問題を解決する ための手順を組み立て， プロ グラ ムを作成でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

コ ンピ ュ ータ と 周辺機器の仕組みと 機能を説明でき る 。

コ ンピ ュ ータ の基本的な操作ができ ， 場面に応じ てアプリ ケーショ ンを活用でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

コ ンピ ュ ータ の各装置の役割と 基本操作1

プロ グラ ムと プロ グラ ミ ング言語2

変数と 算術演算3

文字列4

基本構造１ ＜逐次， 分岐， 反復＞5

基本構造２ ＜逐次， 分岐， 反復＞6

リ ス ト （ 配列） の基本7

リ ス ト （ 配列） の操作8

関数の基本9

関数の操作10

応用プロ グラ ミ ング１ ＜モジュ ール， フ ァ イ ル操作， グラ フィ ッ ク ， ラ イ ブラ リ など ＞11

応用プロ グラ ミ ング２ ＜モジュ ール， フ ァ イ ル操作， グラ フィ ッ ク ， ラ イ ブラ リ など ＞12

応用プロ グラ ミ ング３ ＜モジュ ール， フ ァ イ ル操作， グラ フィ ッ ク ， ラ イ ブラ リ など ＞13

応用プロ グラ ミ ング４ ＜モジュ ール， フ ァ イ ル操作， グラ フィ ッ ク ， ラ イ ブラ リ など ＞14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回， 授業内容に関連する 演習問題に取り 組んでも ら う 。 ま た， 必要に

応じ てレ ポート を課す。

LMSの活用

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業の資料を確認し ， 必要に応じ て予習する （ 15h） 。準備

学修

事後

学修

演習や小テス ト の復習をする （ 15h） 。 パソ コ ン 実習は積み重ね式の授業構成になっている ので， 授業時間内に演習問題が完成し なかった場合や， やむをえず

欠席し た場合は， 次回ま でに自習し て補っておく （ 15h） 。

教科書

授業中に適宜資料を配布する 。

参考書

授業中に適宜紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

定期試験

各回の演習や小テス ト

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
パソ コ ン実習は積み重ね式の授業構成になっている ので， 授業時間内に演習問題が完成し なかった場合や， やむをえず欠席し た場合は， 次回ま でに自習し て補って

おく こ と 。

備考
受講生の予備知識， 理解度， 関心の度合いによ っては， 授業内容に挙げた項目， 順序， 程度を変更する こ と があり ま す。

中一種免「 数学」 、 高一種免「 数学」 、 高一種免「 情報」 指定科目。 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育目標( A3) ,  ( B3) ,  ( C2) ,  ( D1) ,  ( d1) ,  ( d2) 関連科目。

リ ン ク
URL

なし



R212S210

ナン バリ ン グ

プロ グラ ミ ング演習( Progr ammi ng Labor at or y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  高見　 利也・ 池部　 実・ 大城　 英裕・ 賀川　 経夫・ 佐藤　 慶三

E-mai l    { t akami -t oshi ya,  mi nor u,  ohki ,  t -kagawa,  k-sat o} @oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

「 情報科学A」 およ び「 情報科学B展望」 で学んだプロ グラ ミ ングの基礎にも と づき 計算機の代表的なプロ グラ ミ ング言語である C言語の基礎を学ぶ演習科目である 。

本演習では， C言語の基本構文， 基本データ 構造， モジュ ール化， 構造化プロ グラ ミ ングの概念と いった手続き 型プロ グラ ミ ングの基本概念を学び， Cプロ グラ ムの作成， フ

ァ イ ルの構成と 操作， コ ンパイ ル， 実行を含む計算機操作法を習得する 。 さ ら に， メ モリ ， 変数， 配列， ポイ ンタ 変数， 関数， 変数ス コ ープ， 動的メ モリ ， 構造体， 入出力

の基本概念の理解を深め， 「 情報科学B」 およ び「 情報構造論」 で学んだアルゴリ ズムをプロ グラ ムと し て実現でき る よ う にする 。 実際にプロ グラ ムを自分で書く こ と によ

り ， よ り 「 よ い」 プロ グラ ムに関する 理解と その作成能力を養う 。

目標1

目標2

目標3 基本データ 構造と 従来から 開発さ れてき たアルゴリ ズムをプロ グラ ムと し て作成・ 実行・ デバッ グする こ と ができ る

目標4 演習で求めら れている 問題内容と 解決法， プロ グラ ムの仕様， 実行結果を論理的に記述でき る

目標5 作成者以外の人が容易に理解でき ， かつ効率よ く 動作する プロ グラ ムの設計し ， 実装でき る

目標6 プロ グラ ムの設計・ 作成・ テス ト の計画を企画立案し ， その工程に沿って期間内に遂行でき る

目標7 複数人で協力し て1つの応用プロ グラ ムを開発でき る

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○

○

○

○

○

○

C言語の基本的な構文を用いてプロ グラ ムを独力で作成・ 実行・ デバッ グする こ と ができ る

与えら れたアルゴリ ズムをも と にCプロ グラ ムを独力で作成し ， 注釈など によ ってプロ グラ ム仕様を簡潔かつ簡潔に記述でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

計算機操作法と Cプロ グラ ミ ングの基礎1

変数と データ 型， 計算と 式と 演算子2

処理の制御( 1)  分岐，  i f ， swi t ch3

処理の制御( 2)  反復， whi l e， f or4

配列と 文字列5

フ ァ イ ル入出力， プリ プロ セッ サ6

関数の基礎7

関数の引数と 配列8

ポイ ンタ の基礎9

構造体10

計算機の内部構造と 変数， 変数ス コ ープ11

変数と メ モリ12

配列と メ モリ13

関数の引数と ポイ ンタ14

動的メ モリ 割り 当て15

構造体と 配列， ポイ ンタ16

グループ課題( 1)  単体テス ト17

グループ課題( 2)  結合テス ト18

プロ グラ ミ ングと データ 構造19

リ ス ト 構造( 1)  ポイ ンタ を用いたリ ス ト 構造20

リ ス ト 構造( 2)  リ ス ト 構造における データ の追加， 削除， 出力21

ス タ ッ ク と キュ ー22

ハッ シュ ( 1)  配列を用いた内部ハッ シュ ， ハッ シュ 関数23

ハッ シュ ( 2)  ハッ シュ を用いた入力データ の探索24

2分探索木( 1)  数値データ にも と づく 2分探索木25

2分探索木( 2)  2分探索木における ノ ード の削除26

ソ ーティ ング( 1)  挿入ソ ート ， ク イ ッ ク ソ ート27

ソ ーティ ング( 2)  多重ソ ート と 所要時間計算28

文字列探索( 1)  文字列探索アルゴリ ズム， 大文字・ 小文字の違いを考慮し た探索29

文字列探索( 2)  探索文字列の出現箇所出力30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習問題に取り 組み学んだ内容の理解を確認する 。 実際の計算機を用いて演習課題に取り 組む。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書や資料を読む( 30h)準備

学修

事後

学修

教科書や資料を参考にし て， 演習問題に取り 組む内容を復習する ( 30h)

教科書

太田直哉， コ ンピ ュ ータ の原理から 学ぶプロ グラ ミ ング言語C， 共立出版， 2021， 9784320124776

演習内容を理解する ための資料を学習支援シス テム上で適宜配布する

参考書

( 1)  Br i an W. カーニハン， D. M. リ ッ チー， 石田 晴久( 訳) ， プロ グラ ミ ング言語C―ANSI 規格準拠― 第2版， 共立出版， 1989年， 9784320026926

( 2)  茨木 俊秀， Ｃ によ る アルゴリ ズムと データ 構造 改訂2版， オーム社， 2014， 9784274223914

他の参考書・ 参考資料については適宜紹介する 。



R212S108

ナン バリ ン グ

応用数学Ａ ( Appl i ed Mat hemat i cs A)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  吉川　 周二

E-mai l    yoshi kawa@oi t a-u. ac. j p   内線   6150

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

数値解析は数学的諸問題を数値的に計算する ための手法や、 それに伴って生じ る 誤差を評価する 学問である 。 本講義では種々の問題に対する 数値解法と その誤差・ 収束評価

など数値解析にあら われる 全般的な話題について概観する 。 こ こ で紹介する 結果の多く は微積分や線形代数の基本的事項で証明でき る 。 こ の授業のねら いは数値解析を通じ

て応用に対する 視点を涵養する と と も に、 こ れま でに学んだ微積分や線形代数がどのよ う に応用さ れる のかを知る こ と でこ れら の理論の再確認を促し 理解を深める こ と であ

る 。

目標1

目標2

目標3 連立一次方程式の数値解法について説明ができ る 。

目標4 常微分方程式の数値解法について説明ができ る 。

目標5 授業の中で説明し た数値計算の概念・ 手法について説明でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

非線形方程式の数値解法について説明ができ る 。

数値積分と 補間多項式について説明ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

数値計算の背後にある 数学： 数値計算における 数学の必要性1

非線形方程式に対する 反復法： 縮小写像の原理、 ニュ ート ン法2

非線形方程式に対する 反復法： 収束の速さ 、 停止条件、 連立非線形方程式、 その他の解法3

補間と 数値積分： 補間4

補間と 数値積分： 数値積分5

連立一次方程式の直接解法： ガウ ス の消去法、 LU分解6

連立方程式の反復解法： ガウ ス ・ ザイ デル法、 SOR法、 共役勾配法7

中間試験8

常微分方程式の数値解法： 常微分方程式の数学理論の復習と オイ ラ ー法9

常微分方程式の数値解法： 誤差評価と 数値的安定性10

常微分方程式の数値解法： ホイ ン法と ルンゲ-ク ッ タ 法11

常微分方程式の数値解法： 高階常微分方程式に対する 数値解法12

浮動小数点数13

その他の問題に対する 数値解法： 固有値問題、 フーリ エ変換、 精度保証付き 数値計算14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ほぼ毎回演習の時間を割き 内容の理解を深める 。 レ ポート 作成のための

情報収集。

LMS( Moodl e) の活用。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

予習（ 15h）準備

学修

事後

学修

復習およ び演習問題の解答の確認（ 30h）

教科書

齊藤宣一「 数値解析（ 共立講座数学探求） 」 ( 共立出版) 、 2017年

参考書

齊藤宣一「 数値解析入門」 ( 東京大学出版) 、 2012年

山本哲朗「 数値解析入門」 （ サイ エンス 社） 、 2003年

森正武「 数値解析[ 第2版] 」 （ 共立出版） 、 2002年

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

演習・ レ ポート

30% ○ ○ ○

30% ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○

上記で合計60％以上を単位取得の条件と する 。

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:yoshikawa@oita-u.ac.jp


R212S107

ナン バリ ン グ

幾何学Ａ ( Geomet r y A)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  内田俊

E-mai l    shunuchi da@oi t a-u. ac. j p   内線   7867

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

現代数学の基礎概念である 論理， 集合， 関数（ 写像） ， 同値・ 順序関係の定義・ 用語， 及びこ れら の操作・ 証明方法について学ぶ。 ま た学んだ知識をベース に， ユーク リ ッ

ド 空間における 集合の幾何学的性質， 及びグラ フ理論について解説する 。

目標1

目標2

目標3 集合と その上に定義さ れる 二項・ n項関係について理解し ， こ れら を用いた数理モデルの設定ができ る よ う になる 。

目標4 論理・ 集合・ 関数（ 写像） ・ 同値・ 順序関係の知識を， 幾何学・ 離散数学へ応用でき る よ う になる 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

論理・ 集合・ 関数（ 写像） ・ 同値・ 順序関係と いった現代数学の基礎知識を説明でき る よ う になる 。

命題と 論理記号について理解し ， 数学的な問題設定やその証明ができ る よ う になる 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

論理１ ： 命題， 論理記号1

論理２ ： 論理記号， 述語， 論理式2

論理３ ： 論理式， 証明3

集合１ ： 集合， 集合演算4

集合２ ： 集合演算， 集合族， 直積集合5

関数１ ： 全射， 単射， 合成関数， 逆関数6

関数２ ： 集合の大き さ ， 濃度7

関係１ ： ｎ 項関係8

関係２ ： 関係の性質( 反射的・ 対称的・ 反対称的・ 推移的)9

同値関係： 同値類， 商集合10

順序関係１ ： 順序集合， 最大元・ 最小元・ 極大・ 極小・ 上限・ 下限11

順序関係２ ： ハッ セ図12

応用例１ （ ユーク リ ッ ド 空間） ： 集合の位相と 連結性13

応用例２ （ グラ フ 理論） ： 離散グラ フと 関連する 諸問題の定式化14

全体のま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

レ ポート 課題（ 全２ 回を予定） を出題し ， 知識の定着度を確認する 。 ま

た， 講義内容の応用と し て， 幾何学・ グラ フ 理論の初歩についても 解説

する 。

特になし

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト ・ レ ジュ メ を中心に内容の確認を行う （ 30時間）準備

学修

事後

学修

講義ノ ート ， レ ジュ メ の内容を確認し ， 講義内容を復習する （ 30時間）

教科書

横森貴・ 小林聡： 基礎 情報数学， サイ エンス 社（ I SBN： 978-4-7819-1207-3）

参考書

Moodl e上で講義レ ジュ メ を配布する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート

期末テス ト

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

注意事項
特になし

備考
特になし

リ ン ク
URL

mailto:shunuchida@oita-u.ac.jp


R212S302

ナン バリ ン グ

マルチメ ディ ア処理( Mul t i medi a Pr ocessi ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  行天　 啓二

E-mai l    gyoht en@oi t a-u. ac. j p   内線   7865

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

1. 授業の目的： こ の授業は， コ ンピ ュ ータ 上における マルチメ ディ アデータ の表現およ びその処理方法について学ぶこ と を目的と し ま す。 マルチメ ディ アデータ がコ ンピ ュ

ータ にど のよ う にし て入力さ れ， 表現さ れる かについて学んだ後， マルチメ ディ アデータ に対し てど のよ う な処理を施すこ と によ り ， ど のよ う なデータ を獲得でき ， ど のよ

う な効果を期待する こ と ができ る かについて学びま す。

2. カリ キュ ラ ムに占める 位置： コ ンピュ ータ 上で扱う マルチメ ディ アデータ は数値の一種であり ， その処理には数学に関連する 基礎知識が必要と なり ま す。 ま た， 音はマル

チメ ディ アデータ の一種である と いう 点で， 「 音メ ディ ア処理」 と 密接に関連し ま す。 さ ら に， コ ンピ ュ ータ における データ の表示系に関する 内容と いう 点で， 「 コ ン

目標1

目標2

目標3 マルチメ ディ アデータ の圧縮の意義およ びその方法について説明でき る 。

目標4 各種マルチメ ディ ア入出力機器の種類およ びその原理について説明でき る 。

目標5 マルチメ ディ ア処理を活用し た情報処理シス テムの応用例を挙げる こ と ができ る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

コ ンピ ュ ータ 内の画像・ 映像( 以下マルチメ ディ ア) をデータ 構造レ ベルで説明でき る

マルチメ ディ アデータ に対し する 変換処理， およ び， 獲得でき る 情報について説明でき る ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

情報のディ ジタ ル表現　 　 講義の目的， 情報のディ ジタ ル表現， ディ ジタ ル化1

画像データ 　 　 画像データ 構造， 画像の種類2

濃淡画像データ 処理（ １ ） 　  幾何学変換3

濃淡画像データ 処理（ ２ ） 　  濃度補正， 差分フ ィ ルタ4

濃淡画像データ 処理（ ３ ） 　  平滑化， 鮮鋭化5

二値画像データ 処理（ １ ） 　  ２ 値化6

二値画像データ 処理（ ２ ） 　  ハーフ ト ーニング7

中間試験及びその解説と ， 前半ま での振り 返り8

二値画像データ 処理（ ３ ） 　  ２ 値画像処理における 基礎事項， ラ ベリ ング9

二値画像データ 処理（ ４ ） 　  膨張収縮処理， 細線化， 距離変換， 輪郭線追跡10

画像特徴　 　 テンプレ ート マッ チング， コ ーナ検出， Hough変換， 慣性モーメ ント11

画像の正規直交変換　 　 周波数分析， フ ーリ エ変換， 周波数のフ ィ ルタ リ ング12

色　 　 色度座標， RGB表色系， マンセル表色系13

動画像処理　 　 動画像データ ， 背景差分・ フ レ ーム間差分， 動き ベク ト ル14

データ 圧縮・ マルチメ ディ ア入出力機器　 　 データ 圧縮， マルチメ ディ ア入出力機器， 情報処理シス テム応用例15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回の授業中に， moodl eを用いて， 授業内容に関する 小テス ト を実施し

ま す。 ま た， 授業の最後に， 記述式の小テス ト を実施する こ と も あり ま

す。 授業に関する 質問については， moodl eによ る 掲示板や， 毎回の授業

において配布する 質問記入用紙で受け付けま す。

講義中にmoodl eを使用し ま すので， 受講生は， ス マート フ ォ ン

・ PCなど持参し てく ださ い。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

資料を事前に公開し ま す。 授業に先立って資料をあら かじ め読んでおき ， 概要を把握し たう えで， 授業に臨んでく ださ い( 7h)準備

学修

事後

学修

授業の最後に実施さ れる 記述式の小テス ト については， 過去の授業で既に説明済みの内容を問題にし ま す。 授業終了後に復習を 怠ら ないよ う にし てく ださ い

( 38h)

教科書

教科書は指定し ま せん。 資料は事前に公開し ま す。

参考書

( 1) 田村秀行: コ ンピュ ータ 画像処理， オーム社( 2022) ,  I SBN: 4274228193

( 2) ディ ジタ ル画像処理， CGーARTS協会( 2020) ,  I SBN: 490347464X

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト （ moodl e）

小テス ト （ 記述式）

中間試験

期末試験

15% ○ ○ ○ ○ ○

15% ○ ○ ○ ○ ○

35% ○ ○ ○ ○ ○

35% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
なし 。

備考
教員免許「 情報」 指定科目。 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 ( 必修) ， 学習・ 教育目標( A3) , ( d4) 関連科目。

リ ン ク
ht t p: //www2. csi s. oi t a-u. ac. j p/medi a/syl l abus/syl l abus2016/mp. pdfURL

全文は以下の通り

mailto:gyohten@oita-u.ac.jp
http://www2.csis.oita-u.ac.jp/media/syllabus/syllabus2016/mp.pdf


○

担当教員の

実務経験の

有無

シス テムエンジニア， 開発者
教員の実務

経験

情報シス テムに関連する 実用的なマルチメ ディ ア処理技術について説明する ．

実務経験を

いかし た教

育内容



R212S201

ナン バリ ン グ

ヒ ュ ーマン ・ イ ン タ フ ェ ース( Human I nt er f ace)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修・ 選択 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  古家　 賢一

E-mai l    f ur uya-keni chi @oi t a-u. ac. j p   内線   7879

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

１ ． 授業の目的

コ ンピ ュ ータ を人と 人と をつなぐ コ ミ ュ ニケーショ ンメ ディ アと と ら えて， 人と コ ンピ ュ ータ と のイ ンタ フ ェ ース のあり 方やイ ンタ フ ェ ース シス テムの設計法を， 人的特性

の面， コ ンピ ュ ータ シス テムと のイ ンタ ラ ク ショ ン面， ハード ／ソ フ ト ウ ェ アシス テムデザイ ン面から 学びま す。

２ ． カリ キュ ラ ムに占める 位置

目標1

目標2

目標3 人中心の設計のための科学的・ 技術的方法を理解し たう えで活用でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

各種シス テムの構築に際し て， シス テム自体についての設計以外に， 人と のイ ンタ フ ェ ース を扱う 部分に関する 設計の重要性を

イ ンタ フ ェ ース の設計では， シス テム中心ではなく ， 人中心の考え方が大切である こ と を説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

人間と ヒ ュ ーマンコ ンピ ュ ータ イ ンタ ラ ク ショ ン1

ヒ ュ ーマンイ ンタ フ ェ ース と は， 人間の感覚と 知覚， 人間の認知と 理解2

対話型シス テムのデザイ ン3

デザイ ン目標と ユーザ特性， 対話型シス テムの設計原則4

入力イ ンタ フ ェ ース5

キーボード ， ポイ ンティ ングデバイ ス ， 携帯型コ ンピ ュ ータ6

中間試験， ビジュ アルイ ンタ フ ェ ース7

表示デバイ ス ， Ｇ ＵＩ の基本概念， ウ ィ ンド ウ シス テム， 情報視覚化8

人と コ ンピ ュ ータ のコ ミ ュ ニケーショ ン9

ノ ンバーバルコ ミ ュ ニケーショ ン， 音声イ ンタ フェ ース ， マルチモーダルイ ンタ フェ ース10

空間型イ ンタ フェ ース11

バーチャ ルリ アリ ティ ， 実世界志向イ ンタ フ ェ ース12

協同作業支援のためのマルチユーザイ ンタ フ ェ ース13

マルチユーザイ ンタ フ ェ ース ， コ ンピュ ータ によ る 協同作業支援， グループウ ェ アの分類14

イ ンタ フ ェ ース の評価， 評価の目的， 評価技法の種類， 開発プロ セス における 評価の意義15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業中に理解度を確認する ための試験， レ ポート 課題ある いは演習問題

を課す。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を予習し て来てく ださ い（ 15ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

復習で教科書を読み返し ， 内容を理解し ていってく ださ い（ 15ｈ ） 。

課題レ ポート を着実に提出し ていく こ と 。

教科書

岡田謙一ほか： ヒ ュ ーマンコ ンピ ュ ータ イ ンタ ラ ク ショ ン， オーム社．

参考書

（ １ ） ヤコ ブ・ ニールセン： ウ ェ ブ・ ユーザビリ ティ ， エムディ エヌ コ ーポレ ーショ ン ( 2000)

（ ２ ） 神崎洋治他： 検索エンジンの仕組み， 日経BPソ フ ト プレ ス  ( 2004)

（ ３ ） ジェ フ ・ ラ ス キン： ヒ ュ ーメ イ ン・ イ ンタ フ ェ ース ， ピ アソ ン・ エデュ ケーショ ン ( 2001)

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

課題レ ポート

期末試験

30% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項

備考
JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 ( 必修) ， 学習・ 教育到達目標( A3) , ( B2) , ( D2) , ( d4) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:furuya-kenichi@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

情報通信企業で通信会議シス テムの研究開発に従事
教員の実務

経験

企業においてど のよ う に研究開発を行う かを経験をも と に紹介

実務経験を

いかし た教

育内容



R212S100

ナン バリ ン グ

統計科学Ａ ( St at i st i cal  Sci ence A)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ オン デマ

ンド 型）

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  原　 恭彦

E-mai l    har a@oi t a-u. ac. j p   内線   7870

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

現実世界で得ら れたデータ の要約や可視化について， 度数分布表， 平均， 分散， 散布図， 相関係数， 分割表( ク ロ ス 集計表) などの計算や図表を理解する 。 ま た， 事象と 確率

， 確率変数と 確率分布について， 現実世界の現象の場合分けや数え上げに必要な順列と 組合せや， 現象の客観的な表現や理解に有効な平均， 分散， 独立性， 条件付き 確率，

同時分布， 周辺分布など の基本事項を理解する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

データ の要約の計算ができ ， 可視化さ れた図表について説明でき る 。

順列， 組合せ， 確率， 分布の平均と 分散などが計算でき ， 独立性など について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

統計科学の概観， 数学と 統計科学を両輪と し たAI と 社会で起き ている 変化1

平面座標と 空間座標， データ の配列( 表) ， ベク ト ル， 行列2

データ の要約と 可視化( 1) 度数分布表， 代表値， 平均， 分散， 標準偏差など3

データ の要約と 可視化( 2) 共分散， 相関係数， 分散共分散行列， 相関行列など4

データ の要約と 可視化( 3) 分割表( ク ロ ス 集計表) ， 独立性など5

データ の要約と 可視化( 4) ヒ ス ト グラ ム， 散布図， 3D散布図， 散布図行列など6

場合分けと 数え上げ， 順列， 組合せ7

事象と 確率8

条件付き 確率， 独立性， 事後確率9

確率変数と 確率分布10

離散型確率変数と その分布11

連続型確率変数と その分布12

重総和と 累次総和， 重積分と 累次積分13

多次元確率変数と その分布， 条件付き 分布， 事後分布14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

第1回から 第14回ま で小テス ト を実施し ま す。 その他にも ， 授業では問

題など を出題し ま す。 それら を， ま ず自分で解き ， その後， 解答例など

を参考に自分で採点する など 自主的に取り 組みま し ょ う 。

小テス ト はMoodl e上で実施し ま す。 授業について質問・ 要望・

意見などがあれば， メ ールやMoodl e上のメ ッ セージ機能を使っ

て知ら せてく ださ い。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を使って予習し ま し ょ う 。 ( 15h)準備

学修

事後

学修

教科書を使って復習し ま し ょ う 。 授業では問題など を出題し ま す。 それら を， ま ず自分で解き ， その後， 解答例など を参考に自分で採点する など 自主的に取り

組みま し ょ う 。 ( 30h)

教科書

宿久・ 村上・ 原「 確率と 統計の基礎I [ 増補改訂版] 」 ミ ネルヴァ 書房 2013年,  I SBN9784623066858

参考書

授業前に適宜資料をMoodl eに掲載する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

定期試験

小テス ト

50% ○ ○

50% ○ ○

注意事項
ルート ( 平方根) キーがある 電卓を用意し ま し ょ う 。 定期試験の際にも 前述のよ う な電卓を持参し ま し ょ う 。 ただし ， ス マホなど を電卓の代わり に使用する こ と は認

めら れま せん。

備考
教職免許「 教科( 中学校及び高等学校 数学) に関する 科目」

JABEE「 知能情報コ ース 」 学習・ 教育到達目標( A1) , ( d3) 関連科目

リ ン ク
ht t ps: //gl ms. cc. oi t a-u. ac. j p/l ogi n/i ndex. phpURL

大分大学Moodl eの授業ページに毎週アク セス し ま し ょ う 。

mailto:hara@oita-u.ac.jp
https://glms.cc.oita-u.ac.jp/login/index.php


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 課題

試験

50% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項

備考
教員免許「 情報」 指定科目。 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( A3) , ( B3) , ( C2, 3) , ( D1) , ( d1) , ( d2) 関連科目。

リ ン ク
URL

○

担当教員の

実務経験の

有無
佐藤： 計測， 制御分野における ソ フ ト ウ ェ ア開発およ び技術調査教員の実務

経験

佐藤： 企業でのソ フト ウ ェ ア開発およ び技術調査の経験をも と に， 既存のプロ グラ ムの読解， あら たに記述する プロ グラ ムの基本設計， アルゴリ ズムの応用に関す

る 知識を収集する 手段等について， コ ーチングに基づく 指導を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R213S202

ナン バリ ン グ

データ ベースシステム( Dat abase Syst ems)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  紙名　 哲生

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

１ ． 授業の目的

大量データ を効率よ く コ ンピ ュ ータ で処理する には， それら をデータ ベース と し て管理する こ と が重要です。 こ の科目では， 現在最も 利用さ れている リ レ ーショ ナルデータ

ベース シス テムの基本概念と 基本知識を学習し ま す。

２ ． カリ キュ ラ ムに占める 位置

目標1

目標2

目標3 データ ベース 問合せ言語SQLを活用でき る 。

目標4 現実世界のデータ から ， 計算機上のデータ ベース を設計でき る よ う になる 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○

○

○

データ ベース 応用やデータ ベース シス テム管理のための基礎知識を理解する 。

リ レ ーショ ナルデータ ベース を総合的に理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

データ ベース シス テム基本概念　   　 　 　 データ ベース ， データ ベース 言語1

データ モデリ ング　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 実体関連モデル， 関係モデル， 概念設計2

リ レ ーショ ナルデータ モデル　 　 　 　 　 　 関係， データ 制約， 関数従属性3

リ レ ーショ ナルデータ モデル　 　 　 　 　 　 関係代数， 関係論理4

リ レ ーショ ナルデータ ベース 言語　 　 　 　 Ｓ Ｑ Ｌ ， データ ベース 定義5

リ レ ーショ ナルデータ ベース 言語　 　 　 　 問合せ言語の実際， データ 更新6

中間試験， 物理的格納方式　 　 　 　 　 　 　 記録媒体， ハッ シュ フ ァ イ ル，7

物理的格納方式　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 索引ファ イ ル， Ｂ 木， 二次索引8

問合せ処理　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 問合せ最適化， 処理木9

問合せ処理　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 データ 操作実行法10

同時実行制御　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト ラ ンザク ショ ン， 直列化可能性11

同時実行制御　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 各種同時実行制御12

障害回復　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 障害の分類， ロ グを用いた障害回復13

リ レ ーショ ナルデータ ベース 設計論　 　 データ ベース の論理設計14

リ レ ーショ ナルデータ ベース 設計論　 　 関数従属性， 正規形の表15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業中に理解度を確認する ための課題レ ポート ある いは演習問題を課す

。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を予習し てき てく ださ い（ 10h） 。準備

学修

事後

学修

教科書を適宜読み返し ながら 、 レ ポート 課題を完成し てく ださ い（ 20h） 。

教科書

北川博之： データ ベース シス テム（ 改訂2版） ， オーム社,  2020年．

参考書

（ １ ） 増永良文： リ レ ーショ ナルデータ ベース 入門 [ 新訂版]  , サイ エンス 社．

（ ２ ） データ ベース 操作言語SQLの参考資料（ 図書館に多数あり ま す） ．

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

中間試験

課題レ ポート

50% ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○

10% ○ ○ ○

注意事項
並修科目の「 データ ベース 演習」 で， こ の講義の演習問題を扱い， ま た計算機を使ったデータ ベース の構築・ 検索をし ま す。 「 データ ベース 演習」 を併せて受講し

てく ださ い。

備考
教員免許「 情報」 指定科目。 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( A3) , ( d4) 関連科目。

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

民間の研究所に非常勤研究員（ 教員と の兼業） と し て勤務し 、 実証実験向けのデータ ベース 含む各種サービス の構築を行った。
教員の実務

経験

実務で得ら れた実体験を適宜織り 交ぜながら 講義する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R213S100

ナン バリ ン グ

応用数学Ｂ ( Appl i ed Mat hemat i cs B)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

オペレ ーショ ンズ・ リ サーチは， 数理的な裏づけをも と に最適な意思決定を支援する ための学問分野である ． 本講義ではオペレ ーショ ンズ・ リ サーチで扱う 代表的な問題で

ある 線形計画問題を中心に， ゲーム理論， 待ち行列問題， 組合せ最適化問題， 階層化意思決定法を取り あげ． 具体的な現実の問題から 解決のための本質のみを取り 出すモデ

ル化， 解決のための手法と それを裏付ける 数理的理論について学ぶ．

目標1

目標2

目標3 待ち行列問題を理解し ， 待ち行列シス テムの評価指標を求める こ と ができ る

目標4 階層化意思決定法を理解し ， 主観的意思決定に利用でき る

目標5 組合せ最適化問題を理解し ， 問題を定式化でき る

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

線形計画問題を定式化し ， シンプレ ッ ク ス 法を用いて解く こ と ができ る

2人ゼロ 和ゲームを理解し ， 最適戦略を求める こ と ができ る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オペレ ーショ ンズ・ リ サーチと は， 線形計画問題の定式化1

一般形線形計画問題の標準形への変換2

掃き 出し 法の復習， 基底変数と 基底解3

シンプレ ッ ク ス 法の理論4

シンプレ ッ ク ス 法の手順， シンプレ ッ ク ス タ ブロ ー5

線形計画問題の演習6

2段階法， Bi g-M法7

双対問題， 双対定理， 退化と 巡回8

中間試験およ び解説9

2人ゼロ 和ゲーム， 純粋戦略10

混合戦略， ミ ニマッ ク ス 定理， 線形計画問題での表現11

待ち行列問題， ケンド ール記号， シミ ュ レ ーショ ンの利用12

階層化意思決定法， 一対比較行列， 整合性13

組合せ最適化問題， 割当て問題， ナース ス ケジュ ーリ ング問題14

最短路問題， ダイ ク ス ト ラ 法， 巡回セールス マン問題15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

小テス ト と レ ポート によ り 知識の定着をはかる

レ ポート によ り 活用能力向上をはかる

講義資料等の提示， 小テス ト など にLMS( Moodl e) を活用する

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

LMSにて事前に配布し た講義資料や参考書を用いて予習する ( 15h)準備

学修

事後

学修

講義資料、 小テス ト 、 レ ポート によ り 復習する ( 15h)

教科書

教科書を指定せず， 必要に応じ て資料を配布する

参考書

大野・ 逆瀬川・ 中出「 Excel で学ぶオペレ ーショ ンズリ サーチ」 近代科学社 ( 2014)

松井・ 根本・ 宇野「 入門オペレ ーショ ンズ・ リ サーチ」 東海大学出版会 ( 2008)

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

確認テス ト

レ ポート

30% ○

40% ○ ○ ○ ○ ○

15% ○ ○ ○ ○ ○

15% ○ ○

注意事項
行列変形によ る 連立1次方程式の解法（ 掃き 出し 法） を修得し ている こ と

備考
JABEE「 知能情報コ ース 」 学習・ 教育到達目標 ( A1) ,  ( d3)  関連科目

リ ン ク
URL



R242S310

ナン バリ ン グ

マルチメ ディ ア処理演習( Mul t i medi a Pr ocessi ng Semi nar )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 1 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  行天　 啓二

E-mai l    gyoht en@oi t a-u. ac. j p   内線   7865

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 本演習は， 「 マルチメ ディ ア処理」 において学んだ手法を， プロ グラ ミ ング言語を用いてコ ンピ ュ ータ 上に実装する 技術を習得する こ と を目的と し ま す。 ま ず， マルチメ

ディ アデータ の入出力機能を実装する こ と によ り ， 各種データ がコ ンピュ ータ 上でど のよ う に表現さ れる かについて理解し ま す。 その上で， 「 マルチメ ディ ア処理」 の授業

で紹介し た各種手法をコ ンピ ュ ータ 上に実装する こ と によ り ， マルチメ ディ ア処理に関わる プロ グラ ミ ング技術を修得し ま す。 同時に， 作成し たプロ グラ ムによ って得ら れ

る 結果を検討・ 考察する こ と によ り ， マルチメ ディ アデータ から 獲得する こ と ができ る データ や， マルチメ ディ ア処理によ って得ら れる 効果など について， 深く 理解し ま す

。

目標1

目標2

目標3 課題を解決する ための事項を座学の授業内容から 把握し ， さ ま ざま な方策を体系的に見出す技術を体得し ， 活用でき る 。

目標4 演習課題を的確に把握し て分析し ， 決めら れた期日内にス ケジュ ーリ ングおよ び実装する 技術を体得する 。

目標5 演習課題に取り 組む上で， 座学で明確に提示し なかった事柄について自ら 情報収集する こ と ができ る 能力を身につけ活用でき る 。

目標6 各アルゴリ ズムの意義や限界について体感し ， 様々な科学的事項について分析議論する こ と ができ る 能力を身につけ活用でき る 。

目標7 演習課題の考察執筆を通じ て， 伝えたい事柄を論理的に正し く 記述する こ と ができ る 能力を身につけ， 活用でき る 。

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

マルチメ ディ アデータ の入出力・ 変換・ 特徴抽出など ， さ ま ざま な関連アルゴリ ズムをプロ グラ ミ ングし ， 応用でき る 。

実現さ れたソ フ ト ウ ェ アをソ ース コ ード レ ベルで分析する 技術およ び機能を拡張する 技術を体得し ， 活用でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

マルチメ ディ ア処理演習の説明    環境設定1

画像データ 入出力    濃淡画像画素値操作2

濃淡画像処理（ １ ）  幾何学的変換3

濃淡画像処理（ ２ ）  幾何学的変換における 再標本化4

濃淡画像処理（ ３ ）  濃度補正5

濃淡画像処理（ ４ ）  微分フィ ルタ6

濃淡画像処理（ ５ ）  鮮鋭化フ ィ ルタ ・ 平滑化フ ィ ルタ7

二値画像処理（ １ ）  二値画像画素値操作・ 固定し き い値によ る 二値化8

二値画像処理（ ２ ）  二値化（ パラ メ ータ 指定）9

二値画像処理（ ３ ）  二値化（ パラ メ ータ 指定不要）10

二値画像処理（ ４ ）  ラ ベリ ング11

二値画像処理（ ５ ）  細線化， 膨張収縮12

画像特徴（ １ ）  テンプレ ート マッ チング13

画像特徴（ ２ ）  慣性モーメ ント14

動画像処理 背景差分法・ フレ ーム間差分法15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

Moodl eを用いて， 学生が提出し たプロ グラ ムを公開し ， お互いのプロ グ

ラ ムを参考にする こ と ができ る よ う にし ま す。 ま た， 提出し たレ ポート

を学生同士で相互評価し ても ら いま す。 その結果に基づき ， 自分のレ ポ

ート の内容を修正し ても ら いま す。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

すべての問題は「 マルチメ ディ ア処理」 で説明し た内容と 深く 関連する ので， 事前に「 マルチメ ディ ア処理」 の授業内容を復習し ておいてく ださ い( 7. 5h)準備

学修

事後

学修

演習時間内にプロ グラ ミ ングを完了さ せる こ と ができ なかった場合は， 提出期限ま でに完成さ せる 必要があり ま す。 （ 0‾ 15h)

いく つかの課題についてはレ ポート を課し ていま す。 期限ま でに提出する よ う に注意し て下さ い。 ま た， レ ポート については， 学生同士で相互評価し ま す

教科書

教科書は指定し ま せん。 「 マルチメ ディ ア処理」 で用いる 資料を使用し ま す。

参考書

( 1) 田村秀行: コ ンピュ ータ 画像処理， オーム社( 2022) ,  I SBN: 4274228193

( 2) ディ ジタ ル画像処理， CGーARTS協会( 2020) ,  I SBN: 490347464X

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習時間内プロ グラ ム評価

提出プロ グラ ム評価

提出レ ポート 評価

50% ○ ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○ ○

20% ○ ○

注意事項

備考
教員免許「 情報」 指定科目。 Ｊ Ａ Ｂ Ｅ Ｅ 「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( A3) , ( B2, 3) , ( C2, 3) , ( D1) , ( d4) 関連科目。

リ ン ク
ht t p: //www2. csi s. oi t a-u. ac. j p/medi a/syl l abus/syl l abus2016/mps. pdfURL

全文は以下の通り

mailto:gyohten@oita-u.ac.jp
http://www2.csis.oita-u.ac.jp/media/syllabus/syllabus2016/mps.pdf


○

担当教員の

実務経験の

有無

シス テムエンジニア， 開発者
教員の実務

経験

情報シス テムに関連する 実用的なマルチメ ディ ア処理技術について説明する ．

実務経験を

いかし た教

育内容



R243S301

ナン バリ ン グ

コ ン ピ ュ ータ グラ フ ィ ッ ク ス( Comput er  Gr aphi cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  畑中　 裕司

E-mai l    hat anaka-yuj i @oi t a-u. ac. j p   内線   7876

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

医療， 製品設計， 芸術教育など ， さ ま ざま な分野に応用さ れている コ ンピ ュ ータ グラ フ ィ ッ ク ス の基本原理について学びま す。 物体の形状を立体的に定義し たり （ モデリ ン

グ） ， ディ ス プレ イ 装置上に本物ら し く 画像を描き 出し たり （ レ ンダリ ング） ， 物体等に動き をつけたり （ アニメ ーショ ン） する ための仕組， 処理アルゴリ ズム， データ 構

造等について学習し ま す。 ま た， 基本原理の学修と 並行し て， 各種の技法を用いて制作し た映像作品などについても 随時紹介し ま す。

目標1

目標2

目標3 色や光の表現と その計算 方法を問題の解導出に活用でき る 。

目標4 コ ンピ ュ ータ グラ フ ィ ッ ク ス の基本原理と ディ ス プレ イ 等の表示機器上に表現さ れる 映像と を技術的に関連づけて説明でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

２ 次元およ び３ 次元図形の座標変換の原理を理解し て計算問題の解導出に活用でき る 。

図形データ のコ ンピ ュ ータ 上でのモデル化と その解析・ 編集方法を理解し て説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

コ ンピ ュ ータ グラ フ ィ ッ ク ス （ Ｃ Ｇ ） の歴史およ び応用分野1

２ 次元Ｃ Ｇ の基礎： 画像処理と 幾何変換2

３ 次元Ｃ Ｇ の基礎： 3次元座標系， 幾何変換3

投影変換4

ビュ ーイ ングパイ プラ イ ン5

モデリ ングの基礎6

中間のま と め　 2次元と 3次元CGの座標系7

モデリ ング： 近似曲線8

モデリ ング： ポリ ゴン9

レ ンダリ ング： 隠面消去， シェ ーディ ング10

レ ンダリ ング： 影付け， マッ ピ ング11

アニメ ーショ ン12

グラ フ ィ ッ ク ス 制作演習1： 光源， 幾何変換13

グラ フ ィ ッ ク ス 制作演習2： テク ス チャ マッ ピ ング， 表面反射， 質感14

グラ フ ィ ッ ク ス 制作演習3： アニメ ーショ ン作品制作15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グラ フ ィ ッ ク ス 制作演習を通じ て、 基礎技術の理解を深める と と も に創

造的な作品作り を行いま す

 LMS（ Moodl e） を利用し て演習課題を実施し ま す

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業内容を予習する こ と （ 6h）

ま た、 制作演習で自身が実施する 内容を需要ま でに考えてく る こ と （ 5h）
準備

学修

事後

学修

講義内容を復習し ， 提示し た課題に解答する こ と （ 6h）

グラ フ ィ ッ ク ス の作品を完成さ せる （ 5h）

教科書

適宜， 資料を配付し ま す．

参考書

( 1)  藤代一成( 編) ： コ ンピ ュ ータ グラ フ ィ ッ ク ス ， CG-ARTS協会， 2016年， I SBN9784903474496

( 2)  藤代・ 奥富( 編) ： ビジュ アル情報処理 －CG・ 画像処理入門－， CG-ARTS協会， 2017年， I SBN9784903474571

( 3)  荒屋真二： 明解３ 次元コ ンピ ュ ータ グラ フ ィ ッ ク ス ， 共立出版， 2003年， I SBN9784320120778

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

中間試験

演習課題

40% ○ ○ ○ ○

30% ○ ○

30% ○ ○

注意事項
副専門科目と し て受講する 場合、 Wi ndows10以上のノ ート パソ コ ンを用意し て持参する 必要あり 。

備考
教員免許「 情報」 指定科目｡　 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( A3) , ( d4) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:hatanaka-yuji@oita-u.ac.jp


R243S211

ナン バリ ン グ

データ ベース演習( Dat abase Semi nar )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 1 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  紙名　 哲生・ 西島　 恵介

E-mai l    k-ni si j i ma@oi t a-u. ac. j p   内線   7883

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 並習科目である 「 データ ベース シス テム」 の授業で学習し たこ と を， 演習問題やレ ポート 課題を解く こ と でその内容理解をよ り 深めま す。 ま た， 実際に計算機を使って，

自分でデータ ベース を構築・ 検索する こ と で， よ り 正確にデータ ベース を理解する こ と をねら いま す。

目標1

目標2

目標3 データ ベース のモデリ ングを行う こ と ができ る 。

目標4 演習で求めら れている 問題内容と その解決法， 実行結果と 考察を論理的に記述でき る 。

目標5 データ ベース 設計・ 実装・ テス ト の計画を企画立案し ， その工程に沿って期間内にそれを遂行でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○ ○

○ ○

○

データ ベース の基本概念を説明でき る 。

データ ベース の構築・ 検索方法について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

データ ベース の基礎概念1

データ モデリ ング， 実体関連モデル2

リ レ ーショ ナルデータ モデル3

リ レ ーショ ナル代数4

データ ベース 利用の実践： Post gr eSQL， 接続方法5

リ レ ーショ ナルデータ ベース 言語SQL： SQLの記法， 問合せ6

データ ベース の設計： 自分でデータ ベース 化する テーマを選び， モデル設計7

データ ベース の構築8

構築し たデータ ベース の活用9

物理的格納方式， B+木10

問い合わせ処理： 処理木の変換11

同時実行制御： ト ラ ンザク ショ ン， 直列化可能性12

同時実行制御： ロ ッ キングプロ ト コ ル13

障害回復： ロ グを用いた障害回復14

データ ベース シス テム最前線の調査15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

TAを配置し 、 疑問点やう ま く いかない点なと を受講生か すく にTA㿆 㿆 㿆

に相談て き る 体制を整えている 。㿆

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

並習科目「 データ ベース シス テム」 の内容をよ く 理解する こ と （ 10h） 。準備

学修

事後

学修

課題レ ポート を着実に提出する こ と （ 10h） 。

教科書

北川博之： データ ベース シス テム（ 改訂2版） ， オーム社,  2020年．

参考書

増永良文： リ レ ーショ ナルデータ ベース 入門 [ 新改定版] ， サイ エンス 社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 課題

計算機演習課題

70% ○ ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
レ ポート 提出期限は厳守し ， 再提出も 考えて早く と り かかる よ う にし てく ださ い。

備考
　 教員免許「 情報」 指定科目。 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 （ 選択） 学習・ 教育目標( A3) , ( B3) , ( C2, 3) , ( D1) , ( d4) 関連項目。

リ ン ク
URL

mailto:k-nisijima@oita-u.ac.jp


R243S101

ナン バリ ン グ

統計科学Ｂ ( St at i st i cal  Sci ence B)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ オン デマ

ンド 型）

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  原　 恭彦

E-mai l    har a@oi t a-u. ac. j p   内線   7870

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

統計科学は科学技術の基盤をなすも のであり ， 数学分野の体系に支えら れたデータ の収集， 分析， モデル化など のために， 統計科学Aで習得し た事象と 確率， 確率変数と 確

率分布にも と づいて， 統計的推測法の前提と なる 基本確率分布， 母集団と 標本， 標本分布について理解する 。 その上で， 推定， 検定， 回帰など の統計的推測法について理解

する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

基本確率分布， 母集団と 標本， 標本分布についての知識を説明でき る 。

推定， 検定， 回帰分析など の統計的推測法によ り 計算でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

数学と 統計科学を両輪と し たAI と データ 駆動型社会1

基本確率分布( 1) 1次元離散分布2

基本確率分布( 2) 1次元連続分布3

基本確率分布( 3) 多次元分布4

母集団と 標本， シミ ュ レ ーショ ン5

標本分布6

推定と 推定量， 点推定7

区間推定( 1) 母集団の母平均の信頼区間8

区間推定( 2) 母集団の母分散の信頼区間， 母比率の信頼区間9

統計的仮説検定( 1) 帰無仮説と 対立仮説， 検定統計量10

統計的仮説検定( 2) 母集団の母平均の検定11

統計的仮説検定( 3) 母集団の母分散の検定，  母比率の検定12

線形回帰モデルと 回帰直線， 予測と 予測誤差13

母回帰係数の推定と 検定14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

第1回から 第14回ま で小テス ト を実施し ま す。 その他にも ， 授業では問

題など を出題し ま す。 それら を， ま ず自分で解き ， その後， 解答例など

を参考に自分で採点する など 自主的に取り 組みま し ょ う 。

小テス ト はMoodl e上で実施し ま す。 授業について質問・ 要望・

意見などがあれば， メ ールやMoodl e上のメ ッ セージ機能を使っ

て知ら せてく ださ い。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を使って予習し ま し ょ う 。 ( 15h)準備

学修

事後

学修

教科書を使って復習し ま し ょ う 。 授業では問題など を出題し ま す。 それら を， ま ず自分で解き ， その後， 解答例など を参考に自分で採点する など 自主的に取り

組みま し ょ う 。 ( 30h)

教科書

宿久・ 村上・ 原「 確率と 統計の基礎I I 」 ミ ネルヴァ 書房 2009年,  I SBN9784623054282

参考書

宿久・ 村上・ 原「 確率と 統計の基礎I [ 増補改訂版] 」 ミ ネルヴァ 書房 2013年,  I SBN9784623066858

授業前に適宜資料をMoodl eに掲載する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

定期試験

小テス ト

50% ○ ○

50% ○ ○

注意事項
ルート ( 平方根) キーがある 電卓を用意し ま し ょ う 。 定期試験の際にも ， 前述のよ う な電卓を持参し ま し ょ う 。 ただし ， ス マート フ ォ  ンや携帯電話など を電卓の代わ

り に使用する こ と は認めら れま せん。

備考
教職免許「 教科( 中学校及び高等学校 数学) に関する 科目」

JABEE「 知能情報コ ース 」 学習・ 教育到達目標( A1) , ( d3) 関連科目

リ ン ク
ht t ps: //gl ms. cc. oi t a-u. ac. j p/l ogi n/i ndex. phpURL

大分大学Moodl eの授業ページに毎週アク セス し ま し ょ う 。

mailto:hara@oita-u.ac.jp
https://glms.cc.oita-u.ac.jp/login/index.php


R243S401

ナン バリ ン グ

ウェ ブサイ エン ス( Web Sci ence)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  吉崎　 弘一

E-mai l    kyoshi @oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

私達が様々な場面で利用する Webシス テムは、 多く の要素技術から 構成さ れた計算機応用の典型例と 言える 。 Webシス テムの特性を理解し 、 効率的にシス テムを開発する には

、 その基礎知識と 要素技術の習得が必要である 。 こ の授業ではク ラ ウ ド サービス を用いて実際にWebシス テムを開発し ながら 、 それら を習得する こ と を授業のねら いと する

。

目標1

目標2

目標3 Web API を活用し たWebシス テムを開発でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

Webシス テムが動作する 基本的な知識と 技術を身につける 。

標準的な技術を用いてWebページを作成でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン1

ク ラ ウ ド サービス と Webシス テム2

HTMLで情報の構造化3

ス タ イ ルシート と メ ディ アの利用4

JavaScr i ptでDOM操作5

HTTPでWebページにアク セス6

HTTPでWeb API にアク セス7

Web API の構築8

フ ロ ント エンド フ レ ームワ ーク の導入9

フ ロ ント エンド フ レ ームワ ーク でDOM操作10

フ ロ ント エンド フ レ ームワ ーク でルーティ ング11

データ ベース の設計と 参照12

HTTPでデータ 送信13

コ ンポーネント 間のデータ 共有14

Webシス テムの公開と 責任15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

PC及び無償利用可能なク ラ ウ ド サービス を活用し た開発演習を行う 。 学習支援シス テムLePoの活用

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

準備

学修

事後

学修

授業で学習し たこ と を活かし た課題の完成（ 23h） 。

教科書

学習支援シス テムLePoにWeb教材と し て掲載。

参考書

参考書は授業中に適宜紹介。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

開発課題

レ ポート

93% ○ ○ ○

7% ○

注意事項
実習環境と し てAmazon Web Servi cesの利用を予定

備考
JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( A3) , ( E1) , ( d4) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:kyoshi@oita-u.ac.jp


R243S102

ナン バリ ン グ

統計科学Ｃ ( St at i st i cal  Sci ence C)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 4年
理工学部理工

学科
前期

氏名  原　 恭彦

E-mai l    har a@oi t a-u. ac. j p   内線   7870

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

科学技術の基盤をなす統計科学を社会的応用や情報科学技術など のイ ノ ベーショ ンにつなげ， 異分野への展開や社会における 数理的知識・ 推論を活用し た課題解決に寄与す

る ために， 重回帰分析， 主成分分析， 判別分析， ク ラ ス タ ー分析など の基本的な数理モデルと 方法論について理解する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○重回帰分析， 主成分分析， 判別分析， ク ラ ス タ ー分析など の基本的な数理モデルと 方法論によ り 計算でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

変数と データ ， 標本平均， 変動( 平方和) ， 標本分散と 不偏分散， 標準偏差， 共変動( 偏差積和) ， 共分散， 相関係数1

ヒ ス ト グラ ム， 密度関数， 期待値( 平均) ， 分散， 正規分布， 標準正規分布， 統計量の分布( t分布， F分布)2

推定と 検定3

単回帰， 線形回帰モデル， 最小２ 乗法， 正規方程式， 回帰係数4

回帰直線， 回帰係数の分布， 推定， 検定， 予測， 予測誤差， 予測誤差の分散， 寄与率( 決定係数)5

重回帰， 線形重回帰モデル， 重回帰式， 偏回帰係数， 予測と 予測誤差6

重相関係数， 寄与率( 決定係数) ， 偏相関係数7

主成分， ラ グラ ンジュ の未定乗数法， 分散共分散行列の固有値問題， 特性方程式， 寄与率， 累積寄与率， 主成分得点8

因子負荷量， 変数の標準化， 標準化さ れた変数の主成分9

判別方式， 学習データ ， 誤判別， 1変数2群判別( 分散が等し い場合) と 線形判別関数， ス コ ア( 判別得点)10

誤判別率， 1変数2群判別( 分散が異なる 場合) ， 2変数2群判別， 等分散性の検定( 1変数と 2変数の場合)11

ク ラ ス タ ー， 類似度， 個体間の距離， ク ラ ス タ ー間の距離， 最短距離法， デンド ロ グラ ム12

最長距離法， 群平均法， 重心法13

ウ ォ ード 法， 鎖効果14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

第1回から 第14回ま で小テス ト を実施し ま す。 その他にも ， 授業では課

題を出題する こ と も あり ま す。 その場合は， 自主的に課題に取り 組み，

レ ポート を提出し ま し ょ う 。 ま た， 課題の解答例などの解説を参考に自

分で採点する など 自主的に取り 組みま し ょ う 。

小テス ト はMoodl e上で実施し ま す。 授業について質問・ 要望・

意見などがあれば， メ ールやMoodl e上のメ ッ セージ機能を使っ

て知ら せてく ださ い。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を使って予習し ま し ょ う 。 ( 15h)準備

学修

事後

学修

教科書を使って復習し ま し ょ う 。 授業では課題を出題する こ と も あり ま す。 その場合は， 自主的に課題に取り 組み， レ ポート を提出し ま し ょ う 。 ま た， 課題の

解答例など の解説を参考に自分で採点する など自主的に取り 組みま し ょ う 。 ( 30h)

教科書

永田・ 棟近「 多変量解析法入門」 サイ エンス 社,  2001年,  I SBN9784781909806

参考書

1.  宿久・ 村上・ 原「 確率と 統計の基礎I [ 増補改訂版]」 ミ ネルヴァ 書房,  2013年,  I SBN9784623066858

2.  宿久・ 村上・ 原「 確率と 統計の基礎I I 」 ミ ネルヴァ 書房,  2009年,  I SBN9784623054282

授業前に適宜資料をMoodl eに掲載する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末レ ポート

小テス ト

50% ○

50% ○

注意事項
A4サイ ズのレ ポート 用紙を用意し ま し ょ う 。 ま た， ルート ( 平方根) キーがある 電卓を用意し ま し ょ う 。 期末レ ポート の際にも 前述のよ う な電卓を使いま し ょ う 。

備考
JABEE「 知能情報コ ース 」 学習・ 教育到達目標( A1) , ( d3) 関連科目

リ ン ク
ht t ps: //gl ms. cc. oi t a-u. ac. j p/l ogi n/i ndex. phpURL

大分大学Moodl eの授業ページに毎週アク セス し ま し ょ う 。

mailto:hara@oita-u.ac.jp
https://glms.cc.oita-u.ac.jp/login/index.php


R212P600

ナン バリ ン グ

計算機科学概論( I nt r oduct i on t o Comput er  Sci ence)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ オン デマ

ンド 型）

必修 1 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  中島　 誠， 大竹哲史， 畑中裕司， 行天啓二， 池部実

E-mai l    { nakasi ma,  oht ake,  hat anaka-yuj i ,  gyoht en,  mi nor u} @oi t a-u. ac. j p   内線   7884,

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

オムニバス 形式で， 情報技術者と し て必要な基礎的な知識， 技術の発展， およ び高度情報化社会で生活を営む上で必要な安全意識や情報倫理について概観する 。 ま た， 計算

機や情報技術の利用， その社会への導入や適用に必須と なる 法的側面も 話題と する 。

目標1

目標2

目標3 情報公開・ 個人情報保護・ 知的財産権・ セキュ リ ティ の重要性を認識し ， 配慮する こ と ができ る 。

目標4 安全意識や情報倫理・ 技術者倫理など 情報技術者の社会的責任を説明でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

情報工学の歴史なら びに情報技術の発展の流れの概略を説明でき る 。

情報技術が人間・ 社会・ 文化・ 自然環境に及ぼす基本的な影響について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

情報工学の歴史 Ｉ Ｔ 革命， 計算の機械化・ 自動化（ 担当： 大竹哲史）1

情報化と 社会構造の変革 情報社会， 情報シス テム（ 担当： 畑中裕司）2

情報社会と 法 情報公開， 個人情報保護， 知的財産権（ 担当： 畑中裕司）3

情報社会における 安全性と 情報モラ ル セキュ リ ティ ， 情報モラ ル （ 担当： 池部実）4

情報と 職業 情報産業， 情報技術者（ 担当： 中島　 誠）5

情報社会における 情報技術者の責任１  技術者倫理 （ 担当： 行天啓二）6

情報社会における 情報技術者の責任２  地球規模の課題（ 担当： 行天啓二）7

ネッ ト ワ ーク 社会と 情報倫理 ネッ ト ワ ーク 社会， 情報倫理（ 担当： 池部実）8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業中に理解度を確認する ための試験， レ ポート 課題ある いは演習問題

を課す。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

学習支援シス テムLMSにある 資料を読んでおく こ と ( 11h)準備

学修

事後

学修

授業中に実施し た試験， レ ポート 課題ある いは演習課題の復習ある いは関連事項の調査( 11h)

教科書

講義中に資料を配布し ま す。

参考書

（ １ ） 情報教育学研究会 編： イ ンタ ーネッ ト の光と 影Ver . 6， 北大路書房， 2018年， I SBN9784762830068

（ ２ ） 西原英晃： 工学倫理入門， 丸善， 2002年， I SBN9784621070086

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

試験， レ ポート 課題ある いは演習問題 100% ○ ○ ○ ○

注意事項

備考
教員免許「 情報」 指定科目。 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( A3) , ( D) , ( E) , ( d1) 関連科目。

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無
中島： 情報処理技術者試験実施関連団体

行天： シス テムエンジニア， 開発者

教員の実務

経験

中島： 情報処理技術者の資格に関する 詳細な紹介

行天： 企業内における 情報シス テム開発に係わる 技術者倫理について説明

実務経験を

いかし た教

育内容



R212P200

ナン バリ ン グ

情報構造論( I nf or mat i on and Dat a St r uct ur es)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  中島　 誠

E-mai l    nakasi ma@oi t a-u. ac. j p   内線   7884

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

「 情報構造論」 では， 「 情報科学Ｂ 」 の後修科目と し て， 実際の場面で使える アルゴリ ズムについて学ぶ。 現実の問題では， 単純にそれを解く と いう だけでなく ， 与えら れ

た種々の条件下で多く の解の中から 最も 良いも のを， 効率を重視し ながら 選ぶこ と が重要と なる 。 こ れら の要求に応じ る には， 内在する 情報の構造を把握し ， それに応じ た

アルゴリ ズムやデータ 構造を使わなければなら ない。 現在のノ イ マン型コ ンピ ュ ータ では， 解く のに非常に時間のかかる 問題がある 。 こ のよ う な問題について， 効率よ く 解

を見つける よ う にする には， ど のよ う な方法を用いればよ いかを講義する 。

目標1

目標2

目標3 種々のアルゴリ ズムの設計法を理解し たう えで， 実際に活用・ 応用ができ る よ う に動作をシミ ュ レ ート でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

与えら れた実用的な時間内では解けない問題（ ク ラ ス NPの問題） の存在を知り ， ク ラ ス NPに属する 問題と は何かを説明でき る 。

ク ラ ス NPに属する 問題でも ， 実用的な時間内で解が見つけら れる 可能性が高く なる アルゴリ ズムの設計について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

授業ガイ ダンス ， およ び整列データ の処理（ １ ） ： 配列の併合， 共通要素の抽出， ２ 分探索1

整列データ の処理（ ２ ） ： 非減少連続関数の零点の発見， ニュ ート ン法2

分割統治法： マージソ ート ， 長大数の掛け算3

動的計画法（ １ ） ： 動的計画法の基礎， SUBSET-SUM問題と 動的計画法4

動的計画法（ ２ ） ： 配達ス ケジュ ーリ ング問題5

最適化問題（ １ ） ： 最適化問題の定義， 貪欲法と 資源配分問題6

最適化問題（ ２ ） ： 連続ナッ プサッ ク 問題と 貪欲法， 0-1ナッ プサッ ク 問題と 動的計画法7

グラ フ の問題（ １ ） ： グラ フ の表現（ 接続・ 隣接行列） ， 最小木と プリ ムの方法8

グラ フ の問題（ ２ ） ： 最短経路問題， 最短経路木， ダイ ク ス ト ラ の方法9

グラ フ の問題（ ３ ） ： 無向グラ フ の深さ 優先探索， ２ 重連結成分， 関節点の検出10

文字列の照合（ １ ） ： 素朴なアルゴリ ズム， ク ヌ ース ‐ モリ ス ‐ プラ ッ ト 法， ボイ ヤー-ムーア法11

文字列の照合（ ２ ） ： ラ ビン-カーブ法， 接尾辞木によ る 方法12

計算幾何： 凸包， ボロ ノ イ 図13

問題の難し さ ： 多項式時間， ク ラ ス Pおよ びNP， 問題の帰着と NP完全問題14

総括と 復習演習： 過去の演習課題に関する 復習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各回の授業中に理解度を確認する ための演習問題を課す（ 成績にも 反映

さ せる ） 。 複数人で問題に取り 組むこ と も 行い， 相乗的によ り 理解を深

めら れる よ う にする 。 併設する 演習科目でアルゴリ ズム設計の実践を学

ぶ。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業を受ける 前に， 教科書の関連する 章・ 節は読んでおく 必要がある ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

授業中に出題する 演習問題は復習のため必ず解く こ と ( 15h) 。 並修する 演習科目でアルゴリ ズムの理解を深め， 実践に通じ る プロ グラ ミ ング能力を養う ( 15h) 。

教科書

茨木俊秀： Cによ る アルゴリ ズムと データ 構造　 改訂第２ 版， オーム社( 2019) 。

講義中に適宜プリ ント も 配布する 。

参考書

　 R. セジウ ィ ッ ク 著， 野下浩平他 訳： アルゴリ ズムC； 第1巻， 近代科学社( 1990) ．

　 R. セジウ ィ ッ ク 著， 野下浩平他 訳： アルゴリ ズムC・ 新版， 近代科学社( 2004) ．

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

課題レ ポート

60% ○ ○ ○

40% ○ ○ ○

注意事項
なし 。

備考
教職免許「 情報」 指定科目。 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育目標( A3) ,  ( d1) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:nakasima@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

並列計算機を中心と し た研究用シス テムの設計と 構築
教員の実務

経験

プロ グラ ム設計の経験を基にし た， アルゴリ ズムの実践的応用例の紹介

実務経験を

いかし た教

育内容



R212P400

ナン バリ ン グ

計算機アーキテク チャ ( Comput er  Ar chi t ect ur e)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  大竹　 哲史

E-mai l    oht ake@oi t a-u. ac. j p   内線   7875

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

ノ イ マン型コ ンピ ュ ータ は現代のコ ンピ ュ ータ の構成原理と なっていま す。 こ の講義ではその基本アーキテク チャ について学びま す。 具体的には， 計算機内部でのデータ 表

現， 論理回路， 命令セッ ト アーキテク チャ ， 制御アーキテク チャ ， メ モリ アーキテク チャ ， 入出力アーキテク チャ の基礎知識を習得し ， ソ フ ト ウ ェ アと ハード ウ ェ アのイ ン

タ ーフ ェ ース についての理解を深めま す。

目標1

目標2

目標3 組合せ回路と 順序回路の基本的な動作を説明でき る 。

目標4 計算機の制御アーキテク チャ について説明でき る 。

目標5 計算機のメ モリ アーキテク チャ （ メ モリ 階層， 仮想メ モリ ， キャ ッ シュ メ モリ ， フ ァ イ ル装置） について説明でき る 。

目標6 計算機の入出力アーキテク チャ について説明でき る 。

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

○

計算機内部の数値表現， 文字表現方法について説明でき る 。

計算機の基本命令セッ ト アーキテク チャ （ 命令形式， アド レ ス 指定モード ， 命令実行サイ ク ル） について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ノ イ マン型コ ンピ ュ ータ1

数と データ の表現１ （ 10進数・ 文字の2進数）2

数と データ の表現２ （ 数値データ の数表現）3

命令セッ ト アーキテク チャ １ （ 基本命令セッ ト ）4

命令セッ ト アーキテク チャ ２ （ 命令形式， 実行形式）5

論理回路１ （ 組合せ回路）6

論理回路２ （ 順序回路）7

第１ 回～第７ 回要点解説およ び中間試験8

制御アーキテク チャ １ （ 制御機構）9

制御アーキテク チャ ２ （ 命令実行順序制御）10

制御アーキテク チャ ３ （ 割り 込み処理）11

メ モリ アーキテク チャ １ （ メ モリ 装置）12

メ モリ アーキテク チャ ２ （ 仮想メ モリ ）13

メ モリ アーキテク チャ ３ （ キャ ッ シュ ）14

入出力アーキテク チャ （ 入出力制御）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回、 講義の最後に小テス ト を実施し 、 習得し た知識の確認ができ る よ

う にする 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書の該当箇所をあら かじ め予習し 、 少なく と も 専門的な用語について 理解し ておく ( 10h) 。準備

学修

事後

学修

小テス ト で理解が不十分だったと こ ろを復習する ( 5h) 。 各授業回の内容に 関連する 話題について、 参考書やイ ンタ ーネッ ト 等を利用し て理解を深め る ( 10h)

。

教科書

柴山潔： コ ンピ ュ ータ アーキテク チャ の基礎， 近代科学社

参考書

ヘネシー＆パタ ーソ ン： 「 コ ンピ ュ ータ の構成と 設計」 第5版 上・ 下， 日経BP社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

中間試験

期末試験

20% ○ ○ ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○

40% ○ ○ ○

注意事項

備考
教員免許「 情報」 指定科目。 JABEE「 知能情報コ ース 」 学習・ 教育到達目標( A3) ， ( d1) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:ohtake@oita-u.ac.jp


R212P401

ナン バリ ン グ

オペレ ーティ ン グ・ システム( Oper at i ng Syst ems)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  畑中　 裕司

E-mai l    hat anaka-yuj i @oi t a-u. ac. j p   内線   7876

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

計算機シス テムの最も 基本的なソ フ ト ウ エアである Ｏ Ｓ を理解する ために， その役割， 基本的概念およ び実現方式など について学びま す。 ま た， Ｏ Ｓ と 社会の関係について

も 学修し ま す。

目標1

目標2

目標3 Ｏ Ｓ には計算機アーキテク  チャ と 関係し てさ ま ざま な実現手法がある こ と を理解し て説明でき る 。

目標4 Ｏ Ｓ には安全性を高める さ ま ざま な工夫がさ れている こ と を理解し て説明でき る 。

目標5 Ｏ Ｓ の概念や実現手法を， 人間社会で採ら れてき た組織のあり 方や仕事の割当て方など ， 社会シス テムと 関連づけて説明でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

計算機シス テムにおける Ｏ Ｓ の役割と 基本概念（ プロ セス ， ス ケジュ ーリ ング， 仮想記憶， フ ァ イ ル等） を理解し て説明でき る 。

同一の計算機ハード ウ エアでも 異なる Ｏ Ｓ を搭載すれば利用者から 見る と 別の仮想マシンになる こ と を理解し て説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

Ｏ Ｓ の基本概念， 歴史， 基本機能， およ び構成1

Ｏ Ｓ の構成要素， 運用と 管理2

プロ セス の構造と 状態3

プロ セス のス ケジュ ーリ ング， ス レ ッ ド4

プロ セス 間通信， 共有メ モリ5

プロ セス の競合状態と 相互排除6

メ モリ 管理， ス ワ ッ ピ ング， 空き メ モリ 管理7

中間のま と め： OSの基本要素8

仮想記憶， ページング9

ページ置換えアルゴリ ズム， FI FO， LRU10

フ ァ イ ルシス テム， フ ァ イ ル， ディ レ ク ト リ11

フ ァ イ ルシス テムの実装， フ ァ イ ルシス テムの機能12

入出力デバイ ス ， 割り 込み， デバイ ス ド ラ イ バ13

ディ ス ク アク セス14

デッ ド ロ ッ ク15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

重要な仕組やアルゴリ ズムについては， 授業中の質疑・ 討論およ び課題

演習によ って理解を深めま す。

 LMS（ Moodl e） で資料配付し ま す
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書の関連する 章を予習する （ 8h）準備

学修

事後

学修

授業内容を復習し ， 出題し た演習課題に解答する こ と （ 15h）

教科書

菱田隆彰， 寺西裕一， 峰野博史， 水野 忠則： オペレ ーティ ングシス テム， 共立出版， 2014年， I SBN9784320123458

参考書

( 1)  大久保英嗣： オペレ ーティ ングシス テムの基礎， サイ エンス 社， 1997年， I SBN9784781908601

( 2)  柴山潔： オペレ ーティ ングシス テムーOS学ー， 近代科学社， 2007年， I SBN9784764903456

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

演習課題

40% ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○

注意事項

備考
教員免許「 情報」 指定科目。 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標 ( A3) , ( E1) , ( d1) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:hatanaka-yuji@oita-u.ac.jp


R212P211

ナン バリ ン グ

計算機科学演習( Computer  Sci ence Semi nar )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 2年
理工学部理工

学科
前期

氏名  古家賢一， 畑中裕司， 中島誠， 高見利也， 大竹哲史， 紙名哲生， 行天啓二， 池部実， 賀川経夫，

永田亮一， 佐藤慶三， 西島恵介， 大城英裕

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

１ ． 授業の目的

　 複雑で高度なプロ グラ ミ ング課題について， 準備講習を経て， グループ単位で調査・ 検討， 設計， 作業分担， プロ グラ ミ ング， プロ グラ ムの集約， 総合テス ト を集中的に

行い， その成果をグループ対抗のコ ンテス ト で発表する 「 プロ グラ ミ ングキャ ンプ」 を実施する 。 こ れによ り ， グループ単位での大規模プロ グラ ムの作成工程を学ぶ。 ま た

， こ の作業を通じ て， デバッ ガ等のプロ グラ ミ ング開発環境の習得も 行う 。 さ ら に， 課題を解決する ための関連アルゴリ ズムの知識も 広める 。

２ ． カリ キュ ラ ムに占める 位置

目標1

目標2

目標3 書籍やウ エブ等を活用し て， 国際的規模で情報の収集をする こ と ができ る 。

目標4 他者の質問の意図や内容を正確に理解し ， 適切なコ ミ ュ ニケーショ ンが行える 。

目標5 自ら の考えを述べる と と も に， 他者の考えにも 耳を傾け， 他者と 十分な議論を経て， 結論を導き 出そう と 努めら れる 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○ ○

○

○

グループでの共同作業において， 自身の役割を正確に認識し ， 他者と 協調し てプロ グラ ミ ング全体をま と める こ と ができ る 。

学習目標を立て， 計画の進行状況や問題点など を指導教員等に報告や相談をし つつ， 計画的・ 継続的にその計画を遂行でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス ， AI  技術概論1

深層学習アルゴリ ズム入門2

Pyt hon 入門・ 課題（ １ ）3

Pyt hon 入門・ 課題（ ２ ）4

Pyt hon 入門・ 課題（ ３ ） ， コ ンテス ト 課題説明5

（ プロ グラ ミ ングキャ ンプ１ ） グループ別ミ ーティ ング， 課題検討6

（ プロ グラ ミ ングキャ ンプ２ ） プロ グラ ミ ング（ １ ）7

（ プロ グラ ミ ングキャ ンプ３ ） プロ グラ ミ ング（ ２ ）8

（ プロ グラ ミ ングキャ ンプ４ ） プロ グラ ミ ング（ ３ ）9

（ プロ グラ ミ ングキャ ンプ５ ） プロ グラ ミ ング（ ４ ）10

（ プロ グラ ミ ングキャ ンプ６ ） プロ グラ ミ ング（ ５ ）11

（ プロ グラ ミ ングキャ ンプ７ ） プレ ゼンテーショ ン資料作成12

（ プロ グラ ミ ングキャ ンプ８ ） 成果発表なら びにコ ンテス ト （ １ ）13

（ プロ グラ ミ ングキャ ンプ９ ） 成果発表なら びにコ ンテス ト （ ２ ）14

（ プロ グラ ミ ングキャ ンプ１ ０ ） レ ポート 作成15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

プロ グラ ミ ングに関し て， 集中し て取り 組む時間， なら びに複数人で協

力し て取り 組む時間を多く 取る 。 集中と 他者の意見を取り 入れる 環境で

プロ グラ ミ ングス キルの向上を促す．
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

課題プロ グラ ムの設計に関し て， グループごと に予め検討し ておく 必要がある ( 5h)準備

学修

事後

学修

グループでの自分の役割・ 貢献について振り 返る （ 2h）

教科書

本演習と し ての教科書の指定は行いま せん。 適宜資料を配布し ま す。

参考書

 参考書を指定し ま せん。 資料を配布し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

プレ ゼンテーショ ン課題

経過報告レ ポート

最終レ ポート

10% ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○

60% ○ ○

注意事項
 第１ 回から 第５ 回の事前説明会なら びに準備講習会は， 基本的に平日の講義の空き 時間（ ６ 限目） に行う 。 第７ 回から 第１ ５ 回のプロ グラ ミ ングキャ ンプは， 夏季

休業時に実施する ため， 日程には十分注意する こ と 。 詳細は， 掲示， なら びに， LMS( Moodl e) を通じ て通知する 。

備考
JABEE「 知能情報ブロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( B3) , ( D2) , （ F） 関連科目．

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

古家賢一（ 情報通信企業で通信会議シス テムの研究開発に従事）
教員の実務

経験

企業において， 大規模シス テムの開発グループの一員であった経験から ， 協調的・ 計画的なプロ グラ ミ ングにアド バイ ス する ．

実務経験を

いかし た教

育内容



R212P402

ナン バリ ン グ

ディ ジタ ル回路( Di gi t al  Ci r cui t s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2
理工学部理工

学科
後期

氏名  大竹　 哲史

E-mai l    oht ake@oi t a-u. ac. j p   内線   7875

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

１ ． 授業の目的

　 ディ ジタ ル回路はコ ンピュ ータ の主要な構成要素であり ， その設計を知る こ と は情報科学分野の技術者にと って必須です。 こ の講義で

は， 基本的なディ ジタ ル回路の動作を理解し ， 回路の解析・ 設計方法について学びま す。

２ ． カリ キュ ラ ムに占める 位置

　 回路技術に関する 講義の中で， 最も 計算機ハード ウ ェ アに近い部分を担当する 科目と し て位置づけら れま す。

目標1

目標2

目標3 基本的なディ ジタ ル回路の動作を説明でき る 。

目標4 レ ジス タ 転送レ ベルでのディ ジタ ル回路設計方法を説明でき ， 初歩的な設計ができ る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

組合せ論理回路の動作原理と 設計方法を説明でき ， 組合せ回路を設計でき る 。

順序回路の動作原理と 設計方法を説明でき ， 順序回路を設計でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ディ ジタ ル回路， 論理代数1

論理関数の表現2

論理関数と 論理回路3

組合せ回路の設計と 最適化4

組合せ回路の最適化( 1) ： 2段論理回路5

組合せ回路の最適化( 2) ： 多段論理回路6

組合せ回路の設計例7

組合せ回路ま と め・ 中間試験8

同期式順序回路9

同期式順序回路の設計10

同期式順序回路の最適化設計11

コ ンピ ュ ータ の設計： レ ジス タ 転送レ ベル設計12

演算部の設計( 1) :  演算部の構成， 算術演算・ 論理演算回路の設計13

演算部の設計( 2) :  ALU・ シフ タ の設計14

制御部の設計:  制御部の構成， 結線制御の設計15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回， 講義の最後に小テス ト を実施し ， 習得し た知識の確認と 定着がで

き る よ う にする 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書の該当箇所をあら かじ め予習し 、 少なく と も 専門的な用語について 理解し ておく ( 10h) 。準備

学修

事後

学修

小テス ト で理解が不十分だったと こ ろを復習する ( 5h) 。 各授業回の内容に関連する 話題について、 参考書やイ ンタ ーネッ ト 等を利用し て理解を深め る ( 10h) 。

教科書

教科書（ 資料） を配付する 。

参考書

柴山潔： コ ンピ ュ ータ アーキテク チャ の基礎， 近代科学社

藤原秀雄： コ ンピ ュ ータ 設計概論　 工学図書

必要に応じ て授業中に紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

中間試験

期末試験

20% ○ ○ ○ ○

40% ○ ○

40% ○ ○ ○ ○

注意事項

備考
JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育目標 ( A2) , ( A3) , ( d1)  関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:ohtake@oita-u.ac.jp


R212P202

ナン バリ ン グ

ソ フ ト ウェ ア工学１ ( Sof t war e Engi neer i ng 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  吉田　 和幸

E-mai l    yoshi da@oi t a-u. ac. j p   内線   7874

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

オブジェ ク ト 指向の概念と 、 JAVA言語を例と し てオブジェ ク ト 指向プロ グラ ミ ングについて学修する 。 具体的には、 オブジェ ク ト 指向モデル、 データ の抽象化、 オブジェ ク

ト と ク ラ ス 、 継承、 多相性について解説する 。 さ ら にプロ グラ ミ ングに必要なフ ァ イ ル入出力、 GUI ( Graphi c User  I nt er f ace) についても 触れる 。

目標1

目標2

目標3 Java言語で簡単なプロ グラ ムを記述でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

オブジェ ク ト 指向プロ グラ ミ ングの以下の基本概念を理解し ている 。    データ の抽象化、 オブジェ ク ト と ク ラ ス 、 継承、 多相性

オブジェ ク ト 指向モデルについて理解し ている 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ソ フト ウ ェ ア工学の始ま り 、 構造化プロ グラ ミ ングと オブジェ ク ト 指向プロ グラ ミ ング1

JAVA言語と C言語、 JAVA言語の基本データ 型、 配列2

ケタ 落ち等の数値計算の誤差、 簡単な入出力3

ク ラ ス と オブジェ ク ト 、 フィ ールド 、 メ ソ ッ ド 、 コ ンス ト ラ ク タ4

ク ラ ス の機能、 アク セス 制御、 オーバロ ード5

ク ラ ス ラ イ ブラ リ 、 St r i ng,  Mat h,  ラ ッ パク ラ ス 、 mut abl e obj ectと i mmut abl e obj ect6

ク ラ ス の継承、 ス ーパク ラ ス と サブク ラ ス 、 オーバラ イ ド7

抽象ク ラ ス と i nt er f ace、 多相性、 多重継承8

例外処理、 t ry-cat ch文,  t hrow文9

入出力処理10

MVCモデル、 リ ス ト 構造等のデータ 構造の表現、 プロ グラ ム例11

Graphi c User  I nt er f ace,  コ ンポーネント と レ イ アウ ト 、 プロ グラ ム例12

アニメ ーショ ン、 ス レ ッ ド 、 プロ グラ ム例13

ダブルバッ フ ァ リ ング、 プロ グラ ム例14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

簡単なプロ グラ ムの作成
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

moodl eで配布する 資料， テキス ト を事前に読んでおく ( 10h)準備

学修

事後

学修

毎回講義内容にそった宿題を課し ま す（ 30h)

教科書

高橋友一他（ 2008） 　 「 JAVAで学ぶオブジェ ク ト 指向プロ グラ ミ ング」 　 サイ エンス 社

参考書

参考書を指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

レ ポート

70% ○ ○ ○

30% ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:yoshida@oita-u.ac.jp


R212P212

ナン バリ ン グ

ソ フ ト ウェ ア開発演習１ ( Sof t war e Devel opment  Labor at or y 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  西島　 恵介・ 永田　 亮一・ 池部　 実

E-mai l    { k-ni si j i ma,  nagat a-r ,  mi nor u} @oi t a-u. ac. j p   内線   7883,  6607,  7872

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

１ ． 授業の目的： Javaを用いたプロ グラ ミ ング演習を通じ てオブジェ ク ト 指向について理解を深めま す。

２ ． カリ キュ ラ ムに占める 位置： ３ ． の関連科目と 併せて、 オブジェ ク ト 指向やソ フ ト ウ ェ アのモデリ ングを習得する 科目と し て位置づけら れま す。

３ ． 他の授業科目と の関連： 先修科目＜情報科学A/B展望， プロ グラ ミ ング演習＞、 並修科目＜ソ フ ト ウ ェ ア工学1＞、 後修科目＜ソ フ ト ウ ェ ア開発演習2＞

目標1

目標2

目標3 要求さ れる シス テムを構成する Javaプロ グラ ムを作成する と き の諸問題について、 多面的に考察し 解決でき る 。

目標4 作成し たシス テムの構成について説明する 文書を作成でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

簡単なJavaプロ グラ ムを作成・ 実行・ デバッ グする こ と ができ る 。

オブジェ ク ト 指向に基づき 、 要求さ れる シス テムの分析、 設計、 実装を計画的に立案・ 実行でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス1

Javaプロ グラ ミ ングの基本（ １ ） 変数と データ 型， 場合に応じ た処理， 繰り 返し 処理2

Javaプロ グラ ミ ングの基本（ ２ ） 配列， 簡単な入出力処理3

ク ラ ス と オブジェ ク ト 指向プロ グラ ミ ング（ １ ） ク ラ ス と オブジェ ク ト ， メ ソ ッ ド ， コ ンス ト ラ ク タ4

ク ラ ス と オブジェ ク ト 指向プロ グラ ミ ング（ ２ ） ク ラ ス 変数， ク ラ ス メ ソ ッ ド ， オブジェ ク ト の配列5

ク ラ ス の機能（ １ ） フ ィ ールド へのアク セス 制御6

ク ラ ス の機能（ ２ ） オーバーロ ード7

ク ラ ス ラ イ ブラ リ の利用（ １ ） ク ラ ス ラ イ ブラ リ ， いく つかの有用なク ラ ス ， ArrayLi st8

ク ラ ス ラ イ ブラ リ の利用（ ２ ） パッ ケージ， 修飾子と アク セス 制御， ク ラ ス 型の変数9

ク ラ ス の拡張と 継承（ １ ） 拡張と 継承10

ク ラ ス の拡張と 継承（ ２ ） オーバーラ イ ド ， ク ラ ス の階層11

抽象ク ラ ス と イ ンタ フ ェ ース ， 例外処理（ １ ） 抽象ク ラ ス ， イ ンタ フ ェ ース12

抽象ク ラ ス と イ ンタ フ ェ ース ， 例外処理（ ２ ） 例外と その処理方法13

入出力機能， 図形の描画と GUI （ １ ） 標準入出力ス ト リ ーム， フ ァ イ ルク ラ ス ， フ ァ イ ル入出力14

入出力機能， 図形の描画と GUI （ ２ ） ウ ィ ンド ウ の表示と 図形の描画， GUI 部品の配置と イ ベント 処理15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

受講生を班にわけ、 班ごと にTAを配置し 、 疑問点やう ま く いかない点な

ど を受講生がすぐ にTAに相談でき る 体制を整えている 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を読んで予習する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

課題に取り 組む( 15h) 。

教科書

高橋友一他： Javaで学ぶオブジェ ク ト 指向プロ グラ ミ ング入門、 サイ エンス 社

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 100% ○ ○ ○ ○

提出し たレ ポート の内容によ って到達目標の達成度を評価し ま す。

なお、 欠席回数が全授業回数の1/3を超える 場合、 単位は認めら れま せん。

注意事項

備考
教員免許「 情報」 指定科目｡　 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育目標( A3) 、  ( B) 、  ( C2、 3) 、  ( D1) 、  ( d1) 、  ( d2)  関連科目。

リ ン ク
URL



R212P403

ナン バリ ン グ

情報ネッ ト ワーク ( Comput er  Net wor k)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 2年
理工学部理工

学科
後期

氏名  池部　 実

E-mai l    mi nor u@oi t a-u. ac. j p   内線   7872

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

イ ンタ ーネッ ト の普及によ り ， 通信と ネッ ト ワ ーク の利用は人々の生活に必要不可欠なも のと なっている 。 ネッ ト ワ ーク を社会で活用する と と も に， 新たな分野に適用し て

いく ためには， その基本的な仕組みや動作原理など ， ネッ ト ワ ーク コ ンピ ュ ーティ ング技術やネッ ト ワ ーク の安全確保のための情報セキュ リ ティ 技術を理解する こ と がが必

要である 。 コ ンピ ュ ータ ネッ ト ワ ーク に関し て， 物理的な構成や機能ばかり でなく ， 目に見えない論理的な構成や機能， 多様なアプリ ケーショ ンプロ グラ ム， およ びセキュ

リ ティ 保護方策など ， その概念や原理について学習する 。

コ ンピ ュ ータ と 通信の基礎の上に， コ ンピ ュ ータ ネッ ト ワ ーク の基本構造と その上で動く ソ フト ウ ェ アやシス テムの構築法に関し て学修する 授業科目である

目標1

目標2

目標3 代表的なデータ 伝送方式を説明でき る

目標4 イ ンタ ーネッ ト の基本的な経路制御方式と 接続方式を説明でき る

目標5 ネッ ト ワ ーク セキュ リ ティ の考え方， 暗号と 鍵方式の原理， 認証など ， セキュ リ ティ 確保のための保護方策を説明でき る

目標6 情報ネッ ト ワ ーク を社会へ導入する 際に， その利点と 克服すべき 課題を挙げる こ と ができ る

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

○

コ ンピ ュ ータ ネッ ト ワ ーク の基本概念や原理を説明でき る

ネッ ト ワ ーク アーキテク チャ ， 各プロ ト コ ル階層の機能およ び階層間の関係を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

コ ンピ ュ ータ ネッ ト ワ ーク の概要　 コ ンピ ュ ータ ネッ ト ワ ーク の発展と 目的， ネッ ト ワ ーク 接続形態， 階層プロ ト コ ルと OSI 参照モデル1

イ ンタ ーネッ ト と TCP/I P   イ ンタ ーネッ ト の歴史およ び標準化， TCP/I Pプロ ト コ ル群2

上位層プロ ト コ ルと アプリ ケーショ ン( 1)    ク ラ イ アント ・ サーバ， WWWプロ ト コ ル， HTTPの概要， DNSの仕組み3

上位層プロ ト コ ルと アプリ ケーショ ン( 2) 　 電子メ ール， フ ァ イ ル転送， 遠隔ロ グイ ン4

ト ラ ンス ポート 層プロ ト コ ル( 1) 　 コ ネク ショ ン， UDPプロ ト コ ル5

ト ラ ンス ポート 層プロ ト コ ル( 2) 　 TCPプロ ト コ ル， ウ イ ンド ウ 制御， 輻輳制御6

TCPソ ケッ ト プロ グラ ミ ング　 ソ ケッ ト シス テムコ ール， プロ グラ ム例7

前半のま と め， 中間試験8

イ ンタ ーネッ ト 層と I P( 1) 　 I P概要， I Pアド レ ス ， I Pによ る 経路制御9

イ ンタ ーネッ ト 層と I P( 2) 　 I P以外のプロ ト コ ル， ARP， DHCP10

経路制御プロ ト コ ルと I Pv6　 経路制御プロ ト コ ル， I Pv6の特徴と 機能11

下位層プロ ト コ ルと メ ディ ア( 1) 　 データ リ ンク ， MACアド レ ス ， 送信権制御方式12

下位層プロ ト コ ルと メ ディ ア( 2) 　 Et hernet， 無線LAN13

ネッ ト ワ ーク セキュ リ ティ の基礎と 応用( 1) 　 概要， 秘密鍵・ 公開鍵暗号アルゴリ ズム， 認証14

ネッ ト ワ ーク セキュ リ ティ の基礎と 応用( 2) 　 セキュ リ ティ プロ ト コ ル， 無線LANセキュ リ ティ15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義形式で実施し ， 授業内容の理解度を確認する ためにeラ ーニングシ

ス テムを用いた演習課題を課し ま す。

重要な仕組やアルゴリ ズムについては， eラ ーニングシス テムに

よ る 演習課題を解く こ と によ り ， 理解を深める こ と 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を事前に読んでおく ( 15h)準備

学修

事後

学修

演習課題・ 出席課題などででき ていない箇所を講義内容を復習し て理解する ( 13h)

学習し た内容をイ ンタ ーネッ ト などによ り 実際に試し ， その原理や仕組みを体得する ( 2h)

教科書

小口正人， コ ンピ ュ ータ ネッ ト ワ ーク 入門， サイ エンス 社， 2007

参考書

( 1)  A. S. タ ネンバウ ム著， 水野忠則ほか訳， コ ンピ ュ ータ ネッ ト ワ ーク ( 第6版) ， 日経BP社， 2023

( 2)  小林孝史， コ ンピ ュ ータ ・ ネッ ト ワ ーク 入門【 改訂版】 ， ムイ ス リ 社， 2017

( 3)  井口信和， ネッ ト ワ ーク －目には見えないし く みを構成する 技術－， 森北出版社， 2015

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

中間試験

演習レ ポート

50% ○ ○ ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○ ○

F+判定の受講者に対し ては， 学期終了後， 半年以内に再試験を実施し ま す

注意事項
eラ ーニングシス テムにて講義資料・ 講義ス ラ イ ド を配布する 。 講義資料・ 講義ス ラ イ ド を参考にし て予習・ 復習をし っかり し てく ださ い。 授業で出す課題に必ず取

り 組んでく ださ い。

備考
教員免許「 情報」 指定科目。 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( Ａ 2, 3) , ( Ｅ ) , ( d1) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:minoru@oita-u.ac.jp


R213P203

ナン バリ ン グ

ソ フ ト ウェ ア工学２ ( Sof t war e Engi neer i ng 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  紙名　 哲生

E-mai l    kami na@oi t a-u. ac. j p   内線   7873

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

ソ フト ウ ェ アには物理的な実体がなく ， 言語的な表現でし かその成果物を表すこ と ができ ない。 その記述方法を正し く 理解・ 活用し ないと ソ フ ト ウ ェ ア開発において大き な

問題が生じ る 。 本講義では， 分析・ 設計と いった各工程における ソ フ ト ウ ェ アの記述方法を学ぶ。 それを含めて， ソ フ ト ウ ェ アの開発工程について総合的に学ぶ。

先修科目： ソ フト ウ ェ ア工学１

並修科目： ソ フト ウ ェ ア開発演習２

目標1

目標2

目標3 ソ フ ト ウ ェ ア開発で用いら れる 様々なテス ト 技法や検証手法について説明でき る 。

目標4 ソ フ ト ウ ェ アの開発工程について説明でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○

○ ○

○ ○

ソ フ ト ウ ェ ア開発における 分析工程で用いら れる モデリ ング言語を正し く 使い分ける こ と ができ る 。

分析工程において得ら れたモデルに基づいて， 適切にソ フ ト ウ ェ アを設計でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ソ フト ウ ェ ア開発における 課題1

要求分析2

オブジェ ク ト 指向分析と UML3

制御の流れ・ 協調モデル4

状態遷移モデル5

構造化分析・ データ の流れモデル6

オブジェ ク ト 指向開発方法論7

中間試験8

ソ フト ウ ェ アアーキテク チャ9

モジュ ール設計10

構造化設計・ プロ グラ ミ ング11

オブジェ ク ト 指向設計・ プロ グラ ミ ング12

テス ト と 検証13

ソ フト ウ ェ アプロ セス14

プロ ジェ ク ト 管理15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業中に学生自身が理解度を確認する ための演習問題を出題する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書の予習（ 8h）準備

学修

事後

学修

演習問題に取り 組む（ 8～15h）

教科書

高橋直久・ 丸山勝久： ソ フ ト ウ ェ ア工学， 森北出版

参考書

玉井哲雄： ソ フ ト ウ ェ ア工学の基礎， 岩波書店

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

50% ○

50% ○ ○ ○ ○

注意事項

備考
教員免許「 情報」 指定科目。 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( A3) ， ( B1) ， ( d1) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:kamina@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

民間の研究所に非常勤研究員（ 教員と の兼業） と し て勤務し 、 実証実験向けの各種サービス の構築を行った。
教員の実務

経験

実務で得ら れた実体験を適宜織り 交ぜながら 講義する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R213P211

ナン バリ ン グ

ソ フ ト ウェ ア開発演習２ ( Sof t war e Devel opment  Labor at or y 2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  大城　 英裕・ 賀川　 経夫・ 佐藤　 慶三

E-mai l    t -kagawa@oi t a-u. ac. j p, ohki @oi t a-u. ac. j p, k-sat o@oi t a-u. ac. j p   内線   7877,  7882,

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

ソ フト ウ エア開発における 要求分析や仕様作成から 実装ま での工程をUMLを利用し て実践的に学習し ま す。 ク ラ イ アント の要求や仕様に書かれた内容をユース ケース 図で表

現し ， ソ フ ト ウ エア設計のための正確で分かり やすいク ラ ス 図やシーケンス 図を作成する 能力を身につけま す。 こ の過程で作成さ れた図を用いて正し く 実装を行う 能力を習

得し ま す。

目標1

目標2

目標3 ク ラ ス 図やシーケンス 図に基づいてプロ グラ ムを作成する こ と ができ る 。

目標4 UMLによ って作成さ れた設計図を介し て他者にソ フ ト ウ エアの要件を伝える こ と ができ る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

要求分析によ って得ら れた要件をま と め， ソ フ ト ウ エアの基本設計をおこ ない， ユース ケース 図を作成でき る 。

ソ フ ト ウ エアを実装する ためのク ラ ス 図やシーケンス 図など の設計モデルを作成する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

UMLを利用し たソ フ ト ウ エア開発についての説明1

要求分析（ １ ） ． ． ． オブジェ ク ト 図と ク ラ ス 図の作成2

要求分析（ ２ ） ． ． ． ユース ケース 図の作成3

ソ フト ウ エアの設計（ １ ） ． ． ． 詳細化ク ラ ス 図の作成4

ソ フト ウ エアの設計（ ２ ） ． ． ． プロ グラ ムに対応し たク ラ ス 図の作成5

ソ フト ウ エアの設計（ ３ ） ． ． ． ク ラ ス 図を用いたプロ グラ ムの作成6

ソ フト ウ エアの設計（ ４ ） ． ． ． シーケンス 図の作成7

ソ フト ウ エアの設計（ ５ ） ． ． ． プロ グラ ムに対応し たシーケンス 図の作成8

ソ フト ウ エアの設計（ ６ ） ． ． ． シーケンス 図を用いたプロ グラ ムの作成9

実践演習（ １ ） ． ． ． アプリ ケーショ ン開発に関する 説明10

実践演習（ ２ ） ． ． ． アプリ ケーショ ンに関する 要求分析ク ラ ス 図の作成11

実践演習（ ３ ） ． ． ． アプリ ケーショ ンの設計と 作成・ ク ラ ス 図と シーケンス 図の作成12

実践演習（ ４ ） ． ． ． アプリ ケーショ ンの設計と 作成・ ク ラ ス 図の作成と それに基づく 実装13

実践演習（ ５ ） ． ． ． アプリ ケーショ ンの実装14

実践演習（ ６ ） ． ． ． アプリ ケーショ ンの実装・ テス ト15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

・ 課題によ っては， モデルの作成に関する グループワ ーク を行いま す。 ・ 各種開発ツ ールを利用し て効率的なモデリ ングやプロ グラ ミ

ングを実践し ま す。

・ 実際のアプリ ケーショ ンを作成する こ と によ り 実践的なソ フ

ト ウ ェ アの設計と 実装を経験し ま す。
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書によ る 予習（ 15h）準備

学修

事後

学修

演習時間内に作成し たモデル図やプロ グラ ムの見直し 、 自己評価（ 7. 5h）

教科書

竹政昭利： かんたんUML入門（ 改訂２ 版） ， 技術評論社

・ 演習で利用する プレ ゼンテーショ ンをレ ポート 作成用資料と し て配布し ま す

参考書

・ 松本啓之亮： ソ フト ウ ェ ア工学　 オブジェ ク ト 指向・ UML・ プロ ジェ ク ト 管理， 森北出版

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題（ モデル作成）

課題（ プロ グラ ム作成）

レ ポート

25% ○ ○

15% ○ ○

60% ○ ○ ○ ○

注意事項
・ 「 ソ フト ウ ェ ア工学Ⅱ」 と 一体化し て同時に受講する こ と 。

・ すべてのレ ポート を必ず提出し てく ださ い。

備考
教員免許「 情報」 指定科目。

JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( A3) , ( B1, 2, 3) , ( C2, 3) , ( D1) , ( d1) , ( d2) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:t-kagawa@oita-u.ac.jp
mailto:ohki@oita-u.ac.jp
mailto:k-sato@oita-u.ac.jp


R213P204

ナン バリ ン グ

言語処理( Language Pr ocessi ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  紙名　 哲生

E-mai l    kami na@oi t a-u. ac. j p   内線   7873

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

こ の授業では， 高級言語のプロ グラ ムをコ ンピ ュ ータ で実行可能な形に変換する ソ フ ト ウ ェ アである コ ンパイ ラ について学ぶ。 授業のねら いは， コ ンパイ ラ の役割と 機能お

よ び実現方法を理解する と と も に， 簡単なコ ンパイ ラ を作成でき る 基礎能力を養成する こ と である 。

目標1

目標2

目標3 文脈自由文法と 構文解析について理解し ， LL( 1) 文法で書かれた簡単な言語の構文解析プロ グラ ムを理解でき る 。

目標4 記号表やコ ード 生成について理解し ， 説明でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

コ ンパイ ラ の構成について説明でき る 。

正規言語と オート マト ンについて理解し ， 簡単な字句解析プロ グラ ムを作る こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

言語処理系と は1

ス タ ッ ク マシン2

コ ンパイ ラ の構成3

文法と 言語4

正規表現5

有限オート マト ン6

字句解析プロ グラ ムの作成7

中間試験8

下向き 構文解析： LL( 1) 文法9

下向き 構文解析プロ グラ ムの作成10

上向き 構文解析11

意味解析： 記号表12

意味解析： ス コ ープの処理13

仮想マシン14

仮想マシン語への変換15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義内容に基づく プロ グラ ム， レ ポート の作成
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書や、 moodl eで配布する 資料を事前に読んでおく （ 10h)準備

学修

事後

学修

毎回， 講義内容にそった宿題を課す（ 30ｈ ）

教科書

田中育男： コ ンパイ ラ  作り ながら 学ぶ、 オーム社

参考書

  Ｒ ． ハンタ ー： コ ンパイ ラ 構成論， 近代科学社、

中田育男： コ ンパイ ラ ， 産業図書

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習課題

中間試験

期末試験

20% ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:kamina@oita-u.ac.jp


R213P420

ナン バリ ン グ

計算機システム実験( Comput er  Syst em Exper i ment s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  大竹　 哲史

E-mai l    oht ake@oi t a-u. ac. j p   内線   7875

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

計算機シス テムを構成する ハード ウ エアと ソ フ ト ウ エアのつながり の部分に関し て実験を通じ て理解し ま す。 オペレ ーティ ングシス テム（ Ｏ Ｓ ） の基本部分が， ど のよ う な

原理と 仕組みでハード ウ エアを直接動作さ せたり ， 制御し たり し ている のかを学びま す。 こ れによ り ， ハード ウ エアの基本動作と そのためのプロ グラ ムの構成法に関する 知

識が実験によ り 確認さ れ， 知能シス テムを構築する 基盤と なる 計算機シス テムの原理や動作が理解でき ま す。

目標1

目標2

目標3 問題を理解・ 分析し て， 多面的に考察し ， 問題解決のために必要な技術や知識を系統的に整理でき る 。

目標4 論理的展開に沿ってレ ポート を作成する と と も に， その内容を他者に明確に説明でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

Ｏ Ｓ の基本部分の動作を確認し ， ハード ウ エアと ソ フ ト ウ エアのイ ンタ フ ェ ース 部を理解し て説明でき る 。

実験の計画を立て， その工程に沿ってグループで協調し て処理し ， 期間内に遂行でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

実験説明1

開発環境（ Ecl i pseと タ ス ク ト レ ーサ）2

デバッ グと チュ ーニング3

Ｐ Ｉ Ｏ 入出力4

Ｌ Ｅ Ｄ 表示と Ｄ Ａ 変換5

Ｐ Ｉ Ｏ 割込みと Ａ Ｄ 変換割込み6

ハード ウ ェ アタ イ マ7

タ ス ク の絶対優先度ス ケジュ ーリ ング8

時刻， 周期ハンド ラ ， アラ ームハンド ラ9

タ ス ク の排他制御と 同期（ セマフ ォ ， ミ ュ ーテッ ク ス ， イ ベント フ ラ グ）10

タ ス ク 間通信（ メ ッ セージバッ フ ァ ， メ ールボッ ク ス ， メ モリ プール）11

ス イ ッ チのチャ タ リ ング除去手法12

ス イ ッ チと Ｌ Ｅ Ｄ の応用（ 計数器と ルーレ ッ ト の作成）13

高度な排他制御（ デッ ド ロ ッ ク と 優先度逆転現象）14

ネッ ト ワ ーク 通信（ 簡易Ｔ Ｃ Ｐ サーバーの作成）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実験課題をグループ単位で行い， その過程で実験記録と し て「 実験手順

と 段取り 」 およ び「 実験結果」 の記載・ 説明を， 実験終了後には実験レ

ポート の提出を課し ま す。 グループによ る 検討と 実験をと おし て理解を

深めま す。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

次回の実験部分について実験テキス ト によ り 予習が必要です。 （ 合計15時間程度）準備

学修

事後

学修

実験後には実験報告書の作成と 提出が必要です。 （ 合計30時間程度）

教科書

実験テキス ト （ 理論編と 実習編） ．

参考書

( 1)  組込みシス テム実践プロ グラ ミ ングガイ ド ， 技術評論社．

( 2)  実践Ｔ Ｒ Ｏ Ｎ 組込みプロ グラ ミ ング， パーソ ナルメ ディ ア．

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実験レ ポート

実施記録と 説明

80% ○ ○ ○

20% ○

注意事項
全回出席し て， 実験をし ， 実験レ ポート を提出し ないと いけま せん。

備考
教員免許「 情報」 指定科目。 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( A3) , ( B3) , ( C) , ( D1) , ( d1) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:ohtake@oita-u.ac.jp


R213P400

ナン バリ ン グ

情報セキュ リ ティ ( Cyber secur i t y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  大竹哲史， 吉田和幸， 行天啓二

E-mai l    oht ake@oi t a-u. ac. j p   内線   7875

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 情報シス テムを構築・ 運営する 上で， 情報セキュ リ ティ への配慮は不可欠です。 こ の講義では， 情報シス テムの基盤と し てのネッ ト ワ ーク やハード ウ ェ アのセキュ リ ティ

， 情報シス テムに使用さ れている 認証技術と し て， 生体認証技術等について学ぶ。

目標1

目標2

目標3 公開鍵基盤( PKI ) について説明でき る 。

目標4 バイ オメ ト リ ッ ク ス 認証， 電子透かし の意義， およ び， 原理や応用方法について説明でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

ディ ジタ ル回路に対する 脅威と その対策を説明でき る 。

イ ンタ ーネッ ト における 境界防御の方式について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス ・ 情報シス テムと 職業（ 担当： 大竹哲史）1

ディ ジタ ル回路に対する 脅威と 対策（ 担当： 大竹哲史）2

フ ァ イ アウ ォ ール（ 担当： 吉田和幸）3

フ ァ イ アウ ォ ール（ 担当： 吉田和幸）4

暗号通信（ 担当： 吉田和幸）5

PKI ( Publ i c Key I nf r ast r uct ur e) （ 担当： 吉田和幸）6

認証方式（ 担当： 吉田和幸）7

バイ オメ ト リ ッ ク ス 認証・ 電子透かし （ 担当： 行天啓二）8

期末試験9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習問題の出題ある いは講義時間中のレ ポート 作成。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前にe-Learni ngシス テムに掲載さ れた資料を確認する ／30分準備

学修

事後

学修

授業で出題する 演習問題には必ず取り 組む／30分～60分

教科書

講義資料を配布ある いは事前にe-Learni ngシス テムに掲載する 。

参考書

必要に応じ て授業中に紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート ある いは試験

レ ポート ある いは試験

レ ポート ある いは試験

15% ○

70% ○ ○

15% ○

注意事項

備考
JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( A3) , ( E) , ( d1) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:ohtake@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無
吉田和幸： 情報基盤センタ ーのフ ァ イ アウ ォ ールなどセキュ リ ティ 機器の運用

行天啓二： シス テムエンジニア， 開発者

教員の実務

経験

吉田和幸： サイ バーセキュ リ ティ について、 実態に沿って最新の状況について説明する 。

行天啓二： 情報シス テムに関連する セキュ リ ティ 技術について説明する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R213P302

ナン バリ ン グ

知識処理論( Knowl edge Pr ocessi ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修／選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  高見　 利也

E-mai l    t akami -t oshi ya@oi t a-u. ac. j p   内線   7880

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

「 人工知能基礎」 で学んだ基礎的な要素技術のう ち， 推論技術・ 自然言語処理・ 人工生命に関し てさ ら に深く 掘り 下げ， いく つかの知識処理手法と その応用領域について知

見を得る 。 さ ら に， ロ ボッ ト や自動運転シス テムを対象と し て， 不確実な情報の元で行われる 推論， 意思決定のメ カニズムについて学ぶ。

目標1

目標2

目標3 生物由来の手法， 遺伝的アルゴリ ズムを説明でき る 。

目標4 ロ ボッ ト の基本的メ カニズムと その制御方式を説明でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

高次推論の位置付けを理解し ， 説明でき る 。

自然言語を処理する 基本的な手法を理解し ， 説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

知識処理の歴史1

人工知能の基礎2

論理表現と 推論3

述語論理と 導出法4

不確実な推論5

自然言語処理： 統計的アプロ ーチ6

自然言語処理： 深層学習， ト ラ ンス フォ ーマー7

中間試験8

人工生命の研究9

分散人工知能と 群知能10

生物由来のアルゴリ ズム11

遺伝的アルゴリ ズム12

ロ ボッ ト シス テムの概要13

ロ ボッ ト における 知識処理14

ロ ボッ ト 制御の具体例15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回、 講義の最後に小テス ト を実施し 、 習得し た知識の確認ができ る よ

う にする 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各授業回で扱う 内容に関連する キーワ ード について、 あら かじ めイ ンタ ーネッ ト など を利用し て予習し ておく ( 10ｈ ) 。準備

学修

事後

学修

小テス ト で理解が不十分だったと こ ろを復習する ( 5h) 。 各授業回の内容に関連する 話題について、 書籍やイ ンタ ーネッ ト 等を利用し て理解を深め る ( 10h) 。

教科書

教科書を指定し ない。

参考書

参考書を指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

期末試験

40% ○ ○

60% ○ ○ ○ ○

注意事項

備考
JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( A3) ,  ( d4) 関連科目

リ ン ク
URL

mailto:takami-toshiya@oita-u.ac.jp


R213P320

ナン バリ ン グ

知能システム実験( I nt el l i gent  Syst em Labor at or y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  賀川　 経夫

E-mai l    t -kagawa@oi t a-u. ac. j p   内線   7877

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

知能ロ ボッ ト における 様々な知的処理をプロ グラ ムと し て実現し ， 実際に複数センサを装備し た車輪走行ロ ボッ ト を動作さ せま す。 前修の講義や実験・ 演習で習得し た知識

と プロ グラ ミ ング技術を応用し て， 自律型移動ロ ボッ ト における 様々な知的処理を実装し ていく こ と によ り ， 実践的に人工知能に関し て理解を深めま す。  ま た， 受講者間

の相互評価を通し て， 論理的な文章でレ ポート を作成する 能力や， グループワ ーク を通し て， グループでの役割分担や作業ス ケジュ ールなど の計画を立案し ， 協調的に実践

する 能力を養いま す。

目標1

目標2

目標3 グループで役割分担やス ケジュ ーリ ングを計画的に行い， アイ デアを出し あいながら ， 課題解決の提案ができ る 。

目標4 実験レ ポート やプレ ゼンテーショ ンを通し て， 自分のアイ デアを他者に分かり やすく 的確に伝える こ と ができ る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

障害物回避や物体探索など の移動ロ ボッ ト における 様々な知的な移動戦略をプロ グラ ムと し て実装でき る 。

マルチタ ス ク ， 割込み， タ イ マ処理など の技術を応用し ながら ， 各種センサやモータ の制御を行う プロ グラ ムを作成でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

実験の概要説明， ロ ボッ ト の操作方法説明， 演習課題（ モータ 制御）1

ロ ボッ ト のセンサ利用方法説明， 演習課題（ センサ利用）2

課題1　 高速走行制御の実現3

課題1　 高速走行制御の実現・ 動作確認4

課題2　 障害物回避など の自動運転技術の実現5

課題2　 障害物回避など の自動運転技術の実現・ 動作確認6

課題3　 高度な知能シス テムの実装と 評価7

課題3　 高度な知能シス テムの実装と 評価・ 動作確認8

課題4　 自動掃除機の実現、 動的環境における 移動制御法の検討9

課題4　 自動掃除機の実現、 動的環境における 移動制御法の検討・ 動作確認10

最終課題　 課題内容の検討， プロ グラ ム開発11

最終課題　 課題内容の検討， プロ グラ ム開発12

最終課題　 課題内容の検討， プロ グラ ム開発13

最終課題　 デモ用ビデオ撮影， プレ ゼンテーショ ン資料の作成14

最終課題　 発表会15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

・ 2人～4人のグループで課題を分析し 、 独自に目標を設定し 、 その上で

プロ グラ ムの作成を行いま す。

・ なる べく 他班のロ ボッ ト の動作をチェ ッ ク し あう こ と によ り 、 学生ど

う し で議論でき る よ う にし ま す。

・ 課題出題、 レ ポート 提出などはMoodl eを利用し て行いま す。

・ 最終課題では、 班単位で課題を決め、 その解決に取り 組んで

も ら いま す。
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

ロ ボッ ト プロ グラ ミ ングの予習（ 3h） や課題解決のためのアイ デアづく り （ 3h）準備

学修

事後

学修

人工知能の観点から のロ ボッ ト の動作に関する 考察（ 6h）

教科書

教科書は指定し ない。

ロ ボッ ト の利用方法、 プロ グラ ム作成のためのマニュ アルなど の基本的な情報はWebページ等で提供し ま す。

参考書

人工知能に関する 書籍全般

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 以外の提出物

レ ポート

10% ○ ○

90% ○ ○ ○ ○

注意事項
ロ ボッ ト の制御に関する 各課題での成否は評価対象と し ま せん。 与えれたタ ス ク の成否の要因の分析と 考察を重視し ま す。

備考
JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育目標 ( A3) , ( B2, 3) , ( C1, 2, 3) , ( D1) , ( d1) , ( d2) , ( d4) 関連科目

リ ン ク
URL

mailto:t-kagawa@oita-u.ac.jp


R213P500

ナン バリ ン グ

情報英語( Engl i sh f or  Comput er  Sci ence)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 2 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  畑中　 裕司

E-mai l    hat anaka-yuj i @oi t a-u. ac. j p   内線   7876

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

科学技術に関する 英文の読み書き と コ ミ ュ ニケーショ ンに必要と なる 基礎能力を養成する こ と を目的 と し ま す。 こ のために， 科学技術文献の読解と 英作文に必要と なる 基

本語彙や専門用語の学習， 文法知識の復習， 情報・ 知能分野を中心と する 英文記事の読解 等， 演習を中心に講義を進めま す。 ま た， 英語によ る 情報収集， 資料作成， 発表

演習を通じ て， 必要な情報や知識を自主的に学習・ 獲得する 能力およ びそれら の プレ ゼンテーショ ン能力を養いま す。

目標1

目標2

目標3 収集し た情報を整理・ 分析し て他者に分り やすく 説明する こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

情報・ 知能分野における 英語の基礎的文書・ 文献を読み， 理解し て説明でき る 。

与えら れた課題を解決する ために， WWW等の情報源を活用し て， 国際的規模で情報収集と 分類ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

授業概要　 講義の目的， 演習の進め方， 発表方法1

情報英語の基礎Ⅰ　 技術文書における 基本語彙と 構文2

情報英語の基礎Ⅰ　 技術文書， 製品カタ ロ グの構造3

情報英語の基礎Ⅰ　 技術文書における 単位表記， 仕様書の読み方4

情報英語の基礎Ⅰ　 操作マニュ アルの記載方法5

情報英語の基礎Ⅰ　 ビジネス 文書の基礎6

情報英語の基礎Ⅰ　 ビジネス レ タ ーの書き 方7

情報英語の基礎Ⅱ　 科学雑誌の基礎， 読み方8

情報英語の基礎Ⅱ　 技術プレ ゼンテーショ ンの基礎9

情報英語の基礎Ⅱ　 技術解説書， 研究論文の基礎10

情報英語の応用　 　 英語ス ピ ーチ， 質疑， 評価（ 導入）11

情報英語の応用　 　 英語ス ピ ーチ， 質疑， 評価（ 実践）12

情報英語の応用　 　 英語ス ピ ーチ， 質疑， 評価（ 改良）13

情報英語の応用　 　 英語ス ピ ーチ， 質疑， 評価（ 応用）14

情報英語の応用　 　 英語ス ピ ーチ， 質疑， 評価（ ま と め）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

eラ ーニングシス テムを利用し た演習形式の講義を行いま す。 ま た， 講

義の中で小テス ト を随時実施し ま す。 さ ら に， 英語によ る 3分のス ピ ー

チを全員に課すこ と で， 話題の選択から 発表内容の設計， 資料の作成，

英語の講演ま での全プロ セス を体験でき る よ う にし ま す。

LMS（ Moodl e） で演習問題と 動画を利用し ま す。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

講義は教科書の内容に対する 演習を中心に行う ため， 予習する こ と （ 15h）

ま た， 英語ス ピ ーチのために， 関連情報の収集や発表用ス ラ イ ド の作成を行う （ 5h）
準備

学修

事後

学修

随時， 小テス ト （ 復習テス ト ） を随時行いま すので， 講義内容を復習し ておく こ と （ 5h）

教科書

野口ジュ ディ ー， 深山晶子( 監) ： ESPにも と づく 工業技術英語， 講談社， 2009年， I SBN9784061557840

参考書

( 1)  Er i c H.  Gl endi nni ng and John McEwan:  Basi c Engl i sh f or  Comput i ng,  Oxf ord Uni ver si t y Pr ess,  2003， I SBN978-0194574709

( 2)  Er i c H.  Gl endi nni ng and John McEwan:  Oxf ord Engl i sh f or  I nf ormat i on Technol ogy,  Oxf ord Uni ver si t y Pr ess,  2006， I SBN9780194574921

( 3)  田中雅博( 監) ： ２ １ 世紀の情報英語， 講談社， 2004年， I SBN9784061556034

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

英語ス ピ ーチ演習・ レ ポート ・ 授業中の課題演習

復習テス ト

35% ○

35% ○ ○

30% ○

注意事項
計算機演習室を使用し ま す。

備考
JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( D3) , ( d4) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:hatanaka-yuji@oita-u.ac.jp


R214P000

ナン バリ ン グ

卒業研究( Graduat i on Thesi s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 8 4年
理工学部理工

学科
通年

氏名  古家賢一， 中島誠， 高見利也， 大竹哲史， 畑中裕司， 紙名哲生， 行天啓二， 池部実， 吉崎弘一

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

１ ． 卒業研究の目的

　 自ら の研究テーマについて教員の指導の下， 自ら 考え研究を行い， 卒業論文と し て結果をま と め， 発表を行う 。 こ れら を通し ， こ れま で学んだ分野に対し 深い知識と 経験

を有する 人材を育成する 。 ま た論文と し てま と める 能力やプレ ゼン能力の育成・ 向上を図る 。

２ ． カリ キュ ラ ムにおける 卒業研究の位置付け

　 卒業研究は知能情報シス テムコ ース での学習の総ま と めにあたり ， 卒業研究の研究活動はこ れま で学んでき た知識を総動員し ， さ ら に先端的な知識を自ら 習得し ていく こ

目標1

目標2

目標3 情報・ 知能分野の新たな課題を探求し ， 問題を整理・ 分析し ， 多面的に考える こ と ができ る 。

目標4 考えや論点を自ら 正確に記述表現し て皆の前で発表し ， 討議する こ と ができ る 。

目標5 情報技術者と し ての責任と 情報技術の社会に及ぼす影響について考える こ と ができ る 。

目標6 自ら 学習目標を立て， 適切に情報や新たな知識を獲得し ， 継続的に学習する こ と ができ る 。

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

○

情報・ 知能分野の専門知識・ 技術を理解し ， こ れら を応用する こ と ができ る 。

個人ま たはチームで， ソ フ ト ウ エアやシス テムに要求さ れる 機能を検討し , 計画的に設計・ 実装・ 評価する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

卒業研究の形式・ 進め方：1

　 各研究室の研究テーマに従って， ゼミ ナール形式， プロ ジェ ク ト 開発形式など で実施し ま す。2

3

卒業研究の内容：4

　 各研究室における 卒業研究テーマによ り ま す。5

　 研究室配属前に指示があり ま すが， 各年度のテーマと その概要については，6

　 随時， コ ース のホームページから 参照する こ と が可能です。7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

研究活動ではこ れま での講義や演習と は異なり ， 自ら 主体的に学び研究

を進める こ と が基本と なり ま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

準備

学修

事後

学修

教科書

各研究室で指示があり ま す。

参考書

各研究室で指示があり ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

研究室での研究活動の評価

卒業研究中間発表会での評価

卒業論文発表会での評価

卒業論文の評価

50% ○ ○ ○ ○ ○ ○

10% ○

15% ○

25% ○ ○ ○ ○

・ 卒業研究中間発表・ 卒業論文発表会での発表は卒業論文の評価のための必須要件です。

・ 卒業研究評価時期：

注意事項
・ 卒業研究を履修する ためには， 卒業研究着手要件を満たし ている こ と が必要です。

・ ３ 年後期に履修状況に基づいて資格判定を行い， 有資格者については， ４ 年での卒業研究実施に先立ち， ３ 年後期に研究室への配属を行いま す。

備考
【 備考】

JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( A3) , ( B3) , ( C) , ( D) , ( E2) , ( F) , ( d4) 関連科目。

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

古家賢一・ 中島誠（ 研究開発者） ， 紙名哲生（ ソ フ ト ウ ェ ア開発者） ， 行天啓二（ シス テムエンジニア）
教員の実務

経験

企業等での実務経験をも と に， 実践的なシス テム開発や研究の方法を教授する と と も に， 論文執筆やプレ ゼンテーショ ンの指導を通じ た， 効果的な表現方法につい

て指導する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



R243P510

ナン バリ ン グ

英語コ ミ ュ ニケーショ ン( Engl i sh Communi cat i on)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 1 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  大城　 英裕・ 畑中　 裕司

E-mai l    ohki @oi t a-u. ac. j p   内線   7882

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

「 受験英語」 から 「 使う 技術英語」 への橋渡し が本講義の目的である ． 加えて TOEI C 受験も 視野に入れ， オンラ イ ン教材の活用も 積極的に行う ． 講義では， 実際に使われ

ている 英語に着目し ， 英語表現，  読み， 書き ， ヒ アリ ングのト レ ーニングを行う ． 実際に使う 英語において， こ れま での受験英語の知識であり がちな落と し 穴に着目し て

テーマを設定し ， 例題を挙げながら 解説し ていく ． 加えて， 関連課題も 出題する ． 課題のレ ポート を期限内に提出し て， 添削を受ける こ と で， 各テーマの理解を深める ． 今

年度はオンラ イ ン講義の予定である ． 詳細は別途moodl eで知ら せる ．

目標1

目標2

目標3 英単語と 日本語の概念の違いを知り ， 1000語程度の英単語の語彙を拡充する 。

目標4 代表的な英語のス ピ ーチを聴き ， 英語に書き 下すこ と で聴き 取り が不十分な箇所を見つける 。

目標5 卒業論文の概要程度を英文で書く 方法を身につける 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

英語の検定試験で標準的な評価が得ら れる よ う ， 自ら 計画的に電子教材を活用する 。

技術文書の一般的な読解の方法を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

（ 概要） 概要講義の目的， 講義の進め方1

（ 準備， 確認） オンラ イ ン教材の利用方法の説明2

（ 語彙） 大量記憶， 英和辞典の性質理解3

（ 読解） 技術文書の理解と 和訳4

（ 読解） 技術文書の理解と 和訳5

（ 読解） 技術文書の理解と 和訳6

（ 読解） Nat i ve Poet r yの理解と 和訳7

（ 中間試験） 講義で習得し た読解力・ 語彙力・ ヒ アリ ング力の確認8

（ 書取・ 和訳） 英語発表の書き 取り と 和訳9

（ 書取・ 和訳） 英語発表の書き 取り と 和訳10

（ 書取・ 和訳） 英語発表の書き 取り と 和訳11

（ 英作文） 技術英語文の作成12

（ 英作文） 技術英語文の作成13

（ 会話） 英語面接の対策14

（ 会話） 英語面接の対策15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ラ

ー

ニ

ン

グ

工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

準備

学修

事後

学修

教科書

　 オンラ イ ン教材と pdf テキス ト を使用する 。

参考書

（ １ ） フラ ンシス ・ Ｊ ・ ク ディ ラ ， ブラ イ アン・ Ｊ ・ フ リ ン： 技術英語の基礎，  朝日出版社， 2010年， I SBN9784255005478

（ ２ ） TOEI Cテス ト に関する 書籍

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート

中間試験

期末試験

30% ○ ○ ○ ○

10% ○ ○ ○ ○

60% ○ ○ ○ ○

注意事項

備考
JABEE「 知能情報コ ース 」 必修科目， 学習・ 教育到達目標( D3) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:ohki@oita-u.ac.jp


R243P501

ナン バリ ン グ

情報職業指導( Car eer s Gui dance on I nf or mat i on I ndust r i es)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  古家　 賢一

E-mai l    f ur uya-keni chi @oi t a-u. ac. j p   内線   7879

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

１ ． 授業の目的・ 目標

　 情報関連の職業・ 業務について正確な知識と 職業意識を身につけ， 将来， 技術者と し て活躍し う る 進路を選択でき る よ う 必要な知識や考え方について学びま す。 こ の授業

を通じ て， 受講生自身の将来の進路について考える 機会を与えま す。

２ ． カリ キュ ラ ムに占める 位置

　 情報化社会， 情報産業， 情報技術者， 情報モラ ルなど 情報分野を目指す職業人と し て必要な知識の習得と その準備段階。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○高度情報化社会の進展と 情報産業の現状を理解し ， 適切な職業観と 動機をも って将来の進路を選択でき る 能力を習得する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

情報職業指導で学ぶ内容1

情報モラ ルと I Tの社会的責任2

情報モラ ルと I Tの社会的責任3

情報化社会で求めら れる 人材4

情報産業の発展と 将来5

情報産業における 職種と 職務6

情報モラ ル1 －情報化の便利さ と 影， 権利の尊重－7

情報モラ ル2 －コ ンピ ュ ータ ウ イ ルス ， ハイ テク 犯罪と セキュ リ ティ ー－8

情報技術者にと っての勤労観9

情報技術者にと っての職業観10

情報関連分野での就職活動11

職業選択にあたって12

情報技術者と し ての第１ 歩を踏み出すために13

ま と め14

情報系資格取得に向けて15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回， 講義の終わり にその週のテーマに対する 自分の意見を整理し 提出

する 。  グループでテーマについて調査し プレ ゼン・ 討論を行う 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

ＷＷＷ( Wor l d Wi de Web) 等を通じ て， 実際に情報産業の状況や， 進路情報， 就職情報を自分でも 探し て， 情報系関連の職業・ 業務に関する 知識を深め， 職業指

導に活用する 方法を体得し ま す（ 15ｈ ） 。
準備

学修

事後

学修

教材を用いて復習する ( 15h) 。

教科書

山崎信雄編著： 情報と 職業， 丸善プラ ネッ ト ．

参考書

( 1) 情報通信白書（ イ ンタ ーネッ ト で入手でき る ）

( 2) 伏見正則： 最新　 情報産業と 社会， 実教出版． 　

( 3) 近藤勲： 情報と 職業， 丸善． 　

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題取組みと 発表・ 討論

課題レ ポート

受講状況・ 態度

60% ○

30% ○

10% ○

注意事項
関連する 情報をイ ンタ ーネッ ト で収集し ， 受講の準備をし ておいてく ださ い。

備考
教員免許「 情報」 （ 必修） 指定科目。

リ ン ク
URL

mailto:furuya-kenichi@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

情報通信企業で通信会議シス テムの研究開発に従事
教員の実務

経験

企業においてど のよ う に研究開発を行う かを経験をも と に紹介

実務経験を

いかし た教

育内容



R243P610

ナン バリ ン グ

情報職業指導演習( Semi nar  on Car eer s Gui dance)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 1 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  古家賢一， 中島誠， 高見利也， 大竹哲史， 畑中裕司， 紙名哲生， 行天啓二， 池部実， 賀川経夫，

永田亮一， 佐藤慶三， 西島恵介

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

授業の目的

情報関連企業の仕事の現場を見学し ， 企業の担当者と 直接意見交換をする こ と によ り ， 進路や職業に対する 意識を高める と と も に， 大学で学習し ている こ と の社会的意義や

社会と の関わり について考えま す。

カリ キュ ラ ムに占める 位置

情報技術産業に関する 調査を通し て， 大学で学ぶ内容がど のよ う に社会に貢献し ている かを考えま す。 ま た， 実際の企業を見学し ， 現場の方々と 意見交換をする こ と によ

目標1

目標2

目標3 企業に関する 情報を収集する 能力やコ ミ ュ ニケーショ ン能力を学ぶ。

目標4 情報技術が企業活動によ り 社会に浸透し ている こ と を確認する 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○

○

○

大学で学ぶさ ま ざま な情報技術と 実社会と の関わり について， よ り 深く 考える こ と ができ る 。

企業が求める 人材について理解し ， 自ら の進路や職業に対する 意識を高める 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

情報職業指導演習についての説明1

情報産業全般， 見学先企業について情報収集2

見学， 調査内容の発表， 討論会3

見学先企業への質問事項のま と め4

企業見学（ １ 日）5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

単なる 企業見学する だけではなく 、 大学においても 事前に情報収集を行

い十分に理解を深めた上で見学に臨みま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

イ ンタ ーネッ ト や各種メ ディ アを 利用し て, 情報産業全般, 見学先企業に関する 情報を 収集する （ 5ｈ ） 。 班内で討論を 行い， 企業に対する 質問事項をま と める

( 5h) 。
準備

学修

事後

学修

企業見学し た結果を踏ま え， 進路や職業に対する 意識をま と め， 大学での学習内容と 社会と のかかわり についてま と める （ 5h) 。

教科書

教科書を指定し ない。

参考書

参考書を指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート

受講状況の態度

60% ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○

注意事項
見学先企業に失礼のない学生ら し い行動をお願いし ま す。

備考
原則と し て全員参加。 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標（ Ｅ ２ ） 関連科目。 教員免許「 情報」 指定科目。 成績指標制度対象科目です。

リ ン ク
URL



R243P410

ナン バリ ン グ

情報セキュ リ ティ 演習( Cyber secur i t y Semi nar )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 1 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  池部　 実

E-mai l    mi nor u@oi t a-u. ac. j p   内線   7872

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

1.  授業の目的： 本演習では， 情報セキュ リ ティ で学んだ内容を踏ま え， 実際のシス テムを用いて脆弱性の原理や影響範囲， 対策方法や解析ツ ールを用いた解析など 実践的

な演習を行う 。 そし て， 脆弱性の脅威と セキュ リ ティ の重要性について理解する と と も に， 安全な情報シス テムを開発・ 運用する ために必要な知識を習得する こ と を目的と

する 。

2.  カリ キュ ラ ムに占める 位置： 「 情報セキュ リ ティ 」 で学ぶ知識を演習課題を通じ て確認し ， 理解を深める ための演習科目です。

3.  他の授業科目と の関連： 先修科目:  情報セキュ リ ティ

目標1

目標2

目標3 OS上でプロ グラ ムがどのよ う に動作する か知り ， 安全なプロ グラ ムを作成でき る

目標4 情報セキュ リ ティ のための解析手法を習得し ， 様々な解析ツ ールを利用でき る 能力を身につける

目標5 様々な情報を分析し ， セキュ リ ティ 上の問題点やその対策方法を説明でき る

目標6 チームで協働し てリ ス ク を分析し ， セキュ リ ティ を確保する 能力を習得し よ う と する

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○ ○

○

○ ○

○

情報セキュ リ ティ に必要な知識を習得し ， 安全な情報シス テムを開発・ 運用でき る

暗号方式の仕組みについて理解し ， 暗号化と 復号プロ グラ ムを作成・ 実行でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス ( 演習目的， 演習の進め方， レ ポート の書き 方)      暗号( 1)  共通鍵暗号方式によ る 暗号化と 復号1

暗号( 2)  公開鍵暗号方式によ る 暗号化と 復号2

バイ ナリ 解析( 1)   静的解析3

バイ ナリ 解析( 2)   動的解析4

バイ ナリ 解析( 3)   ソ フ ト ウ ェ アの脆弱性， バッ ファ オーバーフ ロ ー攻撃， シェ ルコ ード5

バイ ナリ 解析( 4)   セキュ アプロ グラ ミ ング6

Webセキュ リ ティ ( 1)  ク ロ ス サイ ト ス ク リ プティ ング7

Webセキュ リ ティ ( 2)  SQLイ ンジェ ク ショ ンの原理と 対策8

パケッ ト 解析( 1) 　 t cpdump/Wi r esharkによ る パケッ ト 解析，  HTTPパケッ ト 解析9

パケッ ト 解析( 2) 　 DNSパケッ ト 解析， tel net /SSHパケッ ト 解析10

シス テム運用  Webサーバ， TLS/SSL， 証明書， OpenSSL11

ロ グ解析  Webサーバロ グ解析， 正規表現， ロ グの可視化12

シス テム侵入・ 防御( 1)  ペネト レ ーショ ンテス ト の基礎13

シス テム侵入・ 防御( 2)  ペネト レ ーショ ンテス ト によ る 脆弱性発見14

シス テム侵入・ 防御( 3)  シス テム防御技術， リ ス ク 分析15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教育用計算機を用いた演習形式で実施する 。

ド リ ル形式の演習課題をス テッ プごと に解説し ながら 受講生が解く 形式

にし ており ， ひと つひと つの事項を理解し ながら 演習を進めていく こ と

ができ る 。

実機・ 仮想環境を用いてサイ バーセキュ リ ティ について学習す

る
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

Webサイ ト などを参照し て単元の概要について調べる ( 8h)

情報セキュ リ ティ に関する ニュ ース や解説記事を読む( 7h)
準備

学修

事後

学修

配布し た資料や参考書を読んで復習する ( 8h)

情報セキュ リ ティ に関する ニュ ース や解説記事を読む( 7h)

教科書

eラ ーニングシス テムにて資料を配付

参考書

猪俣敦夫:  サイ バーセキュ リ ティ 入門， 共立出版， 2016

八木毅ほか:  コ ンピュ ータ ネッ ト ワ ーク セキュ リ ティ ， コ ロ ナ社， 2015

結城浩:  暗号技術入門第3版 秘密の国のアリ ス ， ソ フト バンク ク リ エイ ティ ブ， 2015

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 100% ○ ○ ○ ○ ○ ○

到達目標の達成度を演習中に出題する 6課題およ び演習終了後の最終課題に対し て提出さ れたレ ポート にて評価する 。

注意事項
eラ ーニングシス テムでI NFOSS情報倫理を改めて受講する こ と 。

備考
教員免許「 情報」 指定科目。 JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標( Ａ 2, 3) , ( B3) , ( C2, 3) , ( Ｅ ) , ( d1) , ( d2) 関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:minoru@oita-u.ac.jp


R243P310

ナン バリ ン グ

知的処理演習( Pr act i ce on I nt el l i gent  I nf or mat i on Pr ocessi ngs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 1 3年
理工学部理工

学科
後期

氏名  中島　 誠

E-mai l    nakasi ma@oi t a-u. ac. j p   内線   7884

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

人間の行う 知的処理を計算機によ って実現し よ う と する 人工知能のソ フト ウ ェ ア技術を， 探索， 推論， 学習など の問題解決用のプロ グラ ム作成を通じ て学びま す。 同時に，

論理型プロ グラ ミ ング言語である Prol ogを用いながら ， 実践的なプロ グラ ミ ング能力の習得を目指し ま す。

　 先修科目： 情報論理学， 人工知能基礎， 知識処理論

目標1

目標2

目標3 問題解決のために必要と さ れる 技術や知識を整理し て， その実現のためのス ケジュ ーリ ングを行える 。

目標4 問題内容と その解決法について複数の観点から の考察を行い， プロ グラ ムの内容， 実行結果を論理的に記述でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

○

Prol ogプロ グラ ムの実践的なプロ グラ ミ ング技術を習得し つつ， 再利用性に配慮し たプロ グラ ミ ングス タ イ ルを身につける 。

探索， 推論， 学習などの人工知能の要素技術への理解を深め， こ れら をプロ グラ ムで実現でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス ， 述語論理と Prol og1

Prol og構文:  質問， 事実， 規則の書き 方， 宣言的・ 手続き 的意味， 再帰呼び出し2

リ ス ト ： リ ス ト の操作， メ ンバーシッ プ， 連接， バッ ク ト ラ ッ ク の制御3

導出原理， 代入と 単一化， SLD導出4

探索（ １ ） ： 状態空間の表現， 深さ 優先探索， 巡回回避， 深さ 制限5

探索（ ２ ） ： 深さ 優先探索， 巡回回避， 深さ 制限， 幅優先探索6

探索（ ３ ） ： 情報のある 探索， ヒ ュ ーリ ス ティ ッ ク ス 探索（ A*探索）7

プラ ンニング（ １ ） ： 手段ー目的分析8

プラ ンニング（ ２ ） ： 目標後退9

構文解析：  差分リ ス ト ， DCG（ 決定節文法）10

高度な推論問題11

機械学習（ １ ） ： 概念学習， 事例表現12

機械学習（ ２ ） ： 被覆（ Cover i ng） アルゴリ ズム13

機械学習（ ３ ） ： 分類器と 属性選択， 情報利得比14

機械学習（ ４ ） ： 決定木プロ グラ ム15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回の演習課題で， 問題の宣言的な定義の仕方がはっき り する よ う な問

いを設定する 。 資料はウ ェ ブ上で公開する 。

LMS（ Moodl e) の活用

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

Moodl e上の資料を読んでおく （ 10ｈ ）準備

学修

事後

学修

Prol ogは， こ れま でに習った手続き を中心と し たプロ グラ ミ ング言語と は異なる ため， その習熟に時間が必要である 。 実行過程が見える 。 実行環境がある ので

， 自身でのプロ グラ ミ ングに時間をかけら て復習し つつ， 課題レ ポート を完成さ せる ( 35h)

教科書

関係資料を配布し ま す。 Moodl e上で講義内容と 課題を公開し ま す。

参考書

（ １ ） I .  Br at ko著／安部憲広・ 田中和明共訳： Prol ogへの入門， 近代科学社．

（ ２ ） I .  Br at ko著／安部憲広・ 田中和明共訳： AI プロ グラ ミ ング， 近代科学社．

（ ３ ） Leon St er l i ng他/松田利夫訳： Prol ogの技芸， 構造計画研究所． などのProl og参考書．

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート 100% ○ ○ ○ ○

注意事項
情報論理学」 ， 「 人工知能基礎」 ， 「 知識処理論」 を受講済みである こ と が望ま し い。

備考
JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 選択， 学習・ 教育到達目標( A3) , ( B2, 3) , ( C2, 3) , ( D1) , ( d4)  関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:nakasima@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

Prol ogと それを起源と する プロ グラ ミ ング言語を用いた， 人工知能関連ソ フト ウ ェ アの研究開発
教員の実務

経験

プロ グラ ミ ング実務の経験を活かし た， プロ グラ ミ ングの実践指導

実務経験を

いかし た教

育内容



R243P800

ナン バリ ン グ

情報工学特別講義( Speci al  Topi cs i n Computer  Sci ence 1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
前期

氏名  青谷 知幸（ 株式会社豆蔵）

E-mai l    kami na@oi t a-u. ac. j p ( 紙名)    内線   7873 ( 紙名)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

プロ グラ ムの誤り 発見と ソ ース コ ード の修正に対する 深層学習の応用を学ぶ． 本講義の前半では基本的なニュ ーラ ルネッ ト ワ ーク と ソ ース コ ード の表現方法を学ぶ． 後半で

は深層学習を用いたプロ グラ ムの誤り 発見と ソ ース コ ード の修正方法を紹介し ， 実装を通し て理解を深める ．

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

基本的なニュ ーラ ルネッ ト ワ ーク を実装でき る 。

深層学習を用いたプロ グラ ムの誤り 発見ができ ， ソ ース コ ード の修正の仕組みを説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

プロ グラ ミ ング言語pyt hon1

基本的なニュ ーラ ルネッ ト ワ ーク2

基本的なニュ ーラ ルネッ ト ワ ーク3

基本的なニュ ーラ ルネッ ト ワ ーク4

基本的なニュ ーラ ルネッ ト ワ ーク5

ソ ース コ ード の表現方法6

ソ ース コ ード の表現方法7

ソ ース コ ード の表現方法8

深層学習を用いたプロ グラ ムの誤り 発見と 修正方法9

深層学習を用いたプロ グラ ムの誤り 発見と 修正方法10

演習11

演習12

演習13

演習14

演習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

理解度の確認およ び， ソ ース コ ード 修正の実践を通し て理解を深める た

めの演習を実施する 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

Pyt hon について分から ない人は事前に学習し ておく こ と 。準備

学修

事後

学修

授業内容をよ く 復習する こ と 。

教科書

Di ve i nt o Deep Learni ng ( ht t ps: //d2l . ai /i ndex. html ) .

参考書

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

練習問題

レ ポート

演習

30% ○

35% ○

35% ○

注意事項
担当教員に連絡を取り たい場合には本講義サポート 教員（ 紙名， kami na@oi t a-u. ac. j p） に連絡し てく ださ い。

備考
JABEE「 知能情報プロ グラ ム」 学習・ 教育到達目標 ( A3) , ( d4)  関連科目。

リ ン ク
URL

mailto:kamina@oita-u.ac.jp
https://d2l.ai/index.html
mailto:kamina@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

企業における 300～400人規模の新人研修において， プロ グラ ミ ングの演習を効率化する ために， 深層学習を用いたプロ グラ ムの自動採点機を開発し た．
教員の実務

経験



R242P830

ナン バリ ン グ

情報工学特別実習２ Ａ ( Pr act i cal  Labor at or y f or  I nf ormat i on Technol ogy 2A)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 1 2年
理工学部理工

学科
通年

氏名  古家賢一， 中島誠， 高見利也， 大竹哲史， 畑中裕司， 紙名哲生， 行天啓二， 池部実， 賀川経夫，

永田亮一， 佐藤慶三， 西島恵介， 大城英裕

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

１ ． 授業の目的

I T技術を応用する 開発プロ ジェ ク ト に参加し ， 実務を担当・ 実習する こ と によ り ， 次のよ う な効果を得る こ と を期待し ていま す。

・ I T技術の応用・ 活用の場を体験する 。

・ I T技術の問題点の発掘や新たな技術・ 知識を習得する 。

・ 業務遂行の責任感（ I T技術者論理） を涵養する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○初級I T技術者と し ての実習体験と 技術・ 知識の獲得を目標と し ま す。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

こ の実習は， 通常の講義時間の合間や休暇期間を利用し て， 集中講義の形式で実習を進めま す。1

ま ず， 準備と し てプロ ジェ ク ト を組織する こ と から 始めま す。 プロ ジェ ク ト は実施チーム（ 学生数名） と 実習指導教職員から 構成さ れま2

す。 学生主体でプロ ジェ ク ト を遂行し ， 実習指導教職員はプロ ジェ ク ト のガイ ダンス と プロ ジェ ク ト へのアド バイ ス を行いま す。 プロ3

ジェ ク ト は， 知能情報シス テム工学科で推進し ている 「 知の創造プロ ジェ ク ト 」 と し て承認さ れる 必要があり ま す。4

作業時間と し て２ ３ 時間程度を要する プロ ジェ ク ト でなければなり ま せん。5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

こ れま でに学科の講義・ 演習等で学んでき たI T技術について， 実務での

応用・ 活用を考える 機会を提供し ま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

プロ ジェ ク ト に関連する 先修科目の復習（ 10h: 全体）準備

学修

事後

学修

フィ ード バッ ク と し て与えら れた新たな課題に関連する 調査（ 10ｈ ： 全体）

教科書

教科書を指定し ない。

参考書

実習プロ ジェ ク ト ごと に設定さ れま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

プロ ジェ ク ト における 実習活動の評価

プロ ジェ ク ト における 成果物の評価

50% ○

50% ○

注意事項
実習プロ ジェ ク ト 終了予定の学期に履修登録， 単位認定を行いま す。

備考

リ ン ク
URL



R243P830

ナン バリ ン グ

情報工学特別実習３ Ａ ( Pr act i cal  Labor at or y f or  I nf ormat i on Technol ogy 3A)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 1 3年
理工学部理工

学科
通年

氏名  古家賢一， 中島誠， 高見利也， 大竹哲史， 畑中裕司， 紙名哲生， 行天啓二， 池部実， 賀川経夫，

永田亮一， 佐藤慶三， 西島恵介

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

１ ． 授業の目的

I T技術を応用する 開発プロ ジェ ク ト に参加し ， 実務を担当・ 実習する こ と によ り ， 次のよ う な効果を得る こ と を期待し ていま す。

・ I T技術の応用・ 活用の場を体験する 。

・ I T技術の問題点の発掘や新たな技術・ 知識を習得する 。

・ 業務遂行の責任感（ I T技術者論理） を涵養する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○中級I T技術者と し ての実習体験と 技術・ 知識の獲得を目標と し ま す。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

こ の実習は， 通常の講義時間の合間や休暇期間を利用し て， 集中講義の形式で実習を進めま す。1

ま ず， 準備と し てプロ ジェ ク ト を組織する こ と から 始めま す。 プロ ジェ ク ト は実施チーム（ 学生数名） と 実習指導教職員から 構成さ れま2

す。 学生主体でプロ ジェ ク ト を遂行し ， 実習指導教職員はプロ ジェ ク ト のガイ ダンス と プロ ジェ ク ト へのアド バイ ス を行いま す。 プロ3

ジェ ク ト は， 知能情報シス テム工学科で推進し ている 「 知の創造プロ ジェ ク ト 」 と し て承認さ れる 必要があり ま す。4

作業時間と し て２ ３ 時間程度を要する プロ ジェ ク ト でなければなり ま せん。5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

こ れま でに学科の講義・ 演習等で学んでき たI T技術について， 実務での

応用・ 活用を考える 機会を提供し ま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

プロ ジェ ク ト に関連する 先修科目の復習（ 10ｈ ： 全体）準備

学修

事後

学修

フィ ード バッ ク と し て与えら れた新たな課題に関する 調査（ 10ｈ ： 全体）

教科書

教科書を指定し ない。

参考書

実習プロ ジェ ク ト ごと に設定さ れま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

プロ ジェ ク ト における 実習活動の評価

プロ ジェ ク ト における 成果物の評価

50% ○

50% ○

注意事項
実習プロ ジェ ク ト 終了予定の学期に履修登録， 単位認定を行いま す。

備考

リ ン ク
URL



R243P831

ナン バリ ン グ

情報工学特別実習４ Ａ ( Pr act i cal  Labor at or y f or  I nf ormat i on Technol ogy 4A)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 1 4年
理工学部理工

学科
通年

氏名  古家賢一， 中島誠， 高見利也， 大竹哲史， 畑中裕司， 紙名哲生， 池部実， 行天啓二， 賀川経夫，

永田亮一， 佐藤慶三， 西島恵介

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

１ ． 授業の目的

I T技術を応用する 開発プロ ジェ ク ト に参加し ， 実務を担当・ 実習する こ と によ り ， 次のよ う な効果を得る こ と を期待し ていま す。

・ I T技術の応用・ 活用の場を体験する 。

・ I T技術の問題点の発掘や新たな技術・ 知識を習得する 。

・ 業務遂行の責任感（ I T技術者論理） を涵養する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○上級I T技術者と し ての実習体験と 技術・ 知識の獲得を目標と し ま す。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

こ の実習は， 通常の講義時間の合間や休暇期間を利用し て， 集中講義の形式で実習を進めま す。1

ま ず， 準備と し てプロ ジェ ク ト を組織する こ と から 始めま す。 プロ ジェ ク ト は実施チーム（ 学生数名） と 実習指導教職員から 構成さ れま2

す。 学生主体でプロ ジェ ク ト を遂行し ， 実習指導教職員はプロ ジェ ク ト のガイ ダンス と プロ ジェ ク ト へのアド バイ ス を行いま す。 プロ3

ジェ ク ト は， 知能情報シス テム工学科で推進し ている 「 知の創造プロ ジェ ク ト 」 と し て承認さ れる 必要があり ま す。4

作業時間と し て２ ３ 時間程度を要する プロ ジェ ク ト でなければなり ま せん。5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

こ れま でに学科の講義・ 演習等で学んでき たI T技術について， 実務での

応用・ 活用を考える 機会を提供し ま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

プロ ジェ ク ト に関連する 先修科目の復習（ 10ｈ ： 全体）準備

学修

事後

学修

フィ ード バッ ク と し て与えら れた新たな課題に関する 調査（ 10ｈ ： 全体）

教科書

教科書は指定し ない。

参考書

実習プロ ジェ ク ト ごと に設定さ れま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

プロ ジェ ク ト における 実習活動の評価

プロ ジェ ク ト における 成果物の評価

50% ○

50% ○

注意事項
実習プロ ジェ ク ト 終了予定の学期に履修登録， 単位認定を行いま す。

備考

リ ン ク
URL



R242P831

ナン バリ ン グ

情報工学特別実習２ Ｂ ( Pr act i cal  Labor at or y f or  I nf ormat i on Technol ogy 2B)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 2年
理工学部理工

学科
通年

氏名  古家賢一， 中島誠， 高見利也， 大竹哲史， 畑中裕司， 紙名哲生， 行天啓二， 池部実， 賀川経夫，

永田亮一， 佐藤慶三， 西島恵介， 大城英裕

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

１ ． 授業の目的

I T技術を応用する 開発プロ ジェ ク ト に参加し ， 実務を担当・ 実習する こ と によ り ， 次のよ う な効果を得る こ と を期待し ていま す。

・ I T技術の応用・ 活用の場を体験する 。

・ I T技術の問題点の発掘や新たな技術・ 知識を習得する 。

・ 業務遂行の責任感（ I T技術者論理） を涵養する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○初級I T技術者と し ての実習体験と 技術・ 知識の獲得を目標と し ま す。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

こ の実習は， 通常の講義時間の合間や休暇期間を利用し て， 集中講義の形式で実習を進めま す。1

ま ず， 準備と し てプロ ジェ ク ト を組織する こ と から 始めま す。 プロ ジェ ク ト は実施チーム（ 学生数名） と 実習指導教職員から 構成さ れま2

す。 学生主体でプロ ジェ ク ト を遂行し ， 実習指導教職員はプロ ジェ ク ト のガイ ダンス と プロ ジェ ク ト へのアド バイ ス を行いま す。 プロ3

ジェ ク ト は， 知能情報シス テム工学科で推進し ている 「 知の創造プロ ジェ ク ト 」 と し て承認さ れる 必要があり ま す。4

作業時間と し て４ ５ 時間程度を要する プロ ジェ ク ト でなければなり ま せん。5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

こ れま でに学科の講義・ 演習等で学んでき たI T技術について， 実務での

応用・ 活用を考える 機会を提供し ま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

プロ ジェ ク ト に関連する 先修科目の復習（ 20ｈ ： 全体）準備

学修

事後

学修

フィ ード バッ ク と し て与えら れた新たな課題に関係する 調査（ 20ｈ ： 全体）

教科書

教科書を指定し ない。

参考書

実習プロ ジェ ク ト ごと に設定さ れま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

プロ ジェ ク ト における 実習活動の評価

プロ ジェ ク ト における 成果物の評価

50% ○

50% ○

注意事項
実習プロ ジェ ク ト 終了予定の学期に履修登録， 単位認定を行いま す。

備考

リ ン ク
URL



R243P832

ナン バリ ン グ

情報工学特別実習３ Ｂ ( Pr act i cal  Labor at or y f or  I nf ormat i on Technol ogy 3B)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 3年
理工学部理工

学科
通年

氏名  古家賢一， 中島誠， 高見利也， 大竹哲史， 畑中裕司， 紙名哲生， 行天啓二， 池部実， 賀川経夫，

永田亮一， 佐藤慶三， 西島恵介

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

 １ ． 授業の目的

I T技術を応用する 開発プロ ジェ ク ト に参加し ， 実務を担当・ 実習する こ と によ り ， 次のよ う な効果を得る こ と を期待し ていま す。

・ I T技術の応用・ 活用の場を体験する 。

・ I T技術の問題点の発掘や新たな技術・ 知識を習得する 。

・ 業務遂行の責任感（ I T技術者論理） を涵養する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○中級I T技術者と し ての実習体験と 技術・ 知識の獲得を目標と し ま す。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

こ の実習は， 通常の講義時間の合間や休暇期間を利用し て， 集中講義の形式で実習を進めま す。1

ま ず， 準備と し てプロ ジェ ク ト を組織する こ と から 始めま す。 プロ ジェ ク ト は実施チーム（ 学生数名） と 実習指導教職員から 構成さ れま2

す。 学生主体でプロ ジェ ク ト を遂行し ， 実習指導教職員はプロ ジェ ク ト のガイ ダンス と プロ ジェ ク ト へのアド バイ ス を行いま す。 プロ3

ジェ ク ト は， 知能情報シス テム工学科で推進し ている 「 知の創造プロ ジェ ク ト 」 と し て承認さ れる 必要があり ま す。4

作業時間と し て４ ５ 時間程度を要する プロ ジェ ク ト でなければなり ま せん。5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

こ れま でに学科の講義・ 演習等で学んでき たI T技術について， 実務での

応用・ 活用を考える 機会を提供し ま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

プロ ジェ ク ト に関連する 先修科目の復習（ 20h: 全体）準備

学修

事後

学修

フィ ード バッ ク と し て与えら れた新たな課題に関する 調査（ ２ ０ h: 全体）

教科書

教科書を指定し ない。

参考書

実習プロ ジェ ク ト ごと に設定さ れま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

プロ ジェ ク ト における 実習活動の評価

プロ ジェ ク ト における 成果物の評価

50% ○

50% ○

注意事項
実習プロ ジェ ク ト 終了予定の学期に履修登録， 単位認定を行いま す。

備考

リ ン ク
URL



R243P833

ナン バリ ン グ

情報工学特別実習４ Ｂ ( Pr act i cal  Labor at or y f or  I nf ormat i on Technol ogy 4B)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

選択 2 4年
理工学部理工

学科
通年

氏名  古家賢一， 中島誠， 高見利也， 大竹哲史， 畑中裕司， 紙名哲生， 行天啓二， 池部実， 賀川経夫，

永田亮一， 佐藤慶三， 西島恵介

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

１ ． 授業の目的

I T技術を応用する 開発プロ ジェ ク ト に参加し ， 実務を担当・ 実習する こ と によ り ， 次のよ う な効果を得る こ と を期待し ていま す。

・ I T技術の応用・ 活用の場を体験する 。

・ I T技術の問題点の発掘や新たな技術・ 知識を習得する 。

・ 業務遂行の責任感（ I T技術者論理） を涵養する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○上級I T技術者と し ての実習体験と 技術・ 知識の獲得を目標と し ま す。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

こ の実習は， 通常の講義時間の合間や休暇期間を利用し て， 集中講義の形式で実習を進めま す。1

ま ず， 準備と し てプロ ジェ ク ト を組織する こ と から 始めま す。 プロ ジェ ク ト は実施チーム（ 学生数名） と 実習指導教職員から 構成さ れま2

す。 学生主体でプロ ジェ ク ト を遂行し ， 実習指導教職員はプロ ジェ ク ト のガイ ダンス と プロ ジェ ク ト へのアド バイ ス を行いま す。 プロ3

ジェ ク ト は， 知能情報シス テム工学科で推進し ている 「 知の創造プロ ジェ ク ト 」 と し て承認さ れる 必要があり ま す。4

作業時間と し て４ ５ 時間程度を要する プロ ジェ ク ト でなければなり ま せん。5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

こ れま でに学科の講義・ 演習等で学んでき たI T技術について， 実務での

応用・ 活用を考える 機会を提供し ま す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

プロ ジェ ク ト に関連する 先修科目の復習（ 20ｈ ： 全体）準備

学修

事後

学修

フィ ード バッ ク と し て与えら れた新たな課題に関する 調査（ 20ｈ ： 全体）

教科書

教科書は指定し ない。

参考書

実習プロ ジェ ク ト ごと に設定さ れま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

プロ ジェ ク ト における 実習課題の評価

プロ ジェ ク ト における 成果物の評価

50% ○

50% ○

注意事項
実習プロ ジェ ク ト 終了予定の学期に履修登録， 単位認定を行いま す。

備考

リ ン ク
URL


